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1 

序

説

①
 

三
角
縁
神
獣
鏡
と
総
称
す
る
鏡
の
う
ち
に
は
、
中
国
鏡
と
仇
製
鏡
と
の
両
者
を
ふ
く
む
の
で
、
ま
ず
そ
の
区
別
を
行
な
い
、
さ
ら
に
内
区
の
主
文
を

構
成
す
る
神
像
・
獣
形
の
数
に
よ
っ
て
、
二
神
二
獣
鏡
・
一
一
一
神
三
獣
鏡
・
四
神
四
獣
鏡
あ
る
い
は
三
神
五
獣
鏡
な
ど
と
よ
び
わ
け
る
こ
と
は
、
従
来
か

ら
慣
例
と
な
っ
て
い
る
。
あ
る
い
は
、
内
区
の
外
周
を
め
ぐ
る
銘
帯
の
頭
句
か
ら
吾
作
・
某
氏
作
・
新
作
な
ど
の
文
字
を
抽
出
し
、
銘
帯
の
な
い
ば
あ

い
に
は
、
こ
れ
に
か
わ
る
文
様
帯
が
獣
文
・
唐
草
文
・
櫛
歯
文
・
複
線
波
文
な
ど
の
い
ず
れ
で
あ
る
か
を
、
鏡
名
の
う
ち
に
冠
記
す
る
方
法
も
、
早
く

か
ら
採
用
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。



③
 

こ
れ
ら
の
分
類
と
は
観
点
を
異
に
す
る
の
が
、
さ
き
に
提
唱
し
た
複
像
式
鏡
と
単
像
式
鏡
と
の
区
別
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
四
神
四
獣
鏡
に
お
け

る
神
像
・
獣
形
の
配
置
に
、
各
二
個
の
神
像
あ
る
い
は
獣
形
を
並
置
す
る
も
の
と
、
神
像
お
よ
び
獣
形
を
一
個
ず
つ
交
互
に
お
く
も
の
と
が
あ
る
こ
と

を
指
摘
し
、
前
者
を
複
像
式
、
後
者
を
単
像
式
と
命
名
し
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
四
神
四
獣
鏡
の
う
ち
で
、
長
文
の
銘
帯
を
も
つ
も
の
は
複
像
式
鏡

で
あ
り
、

「
天
王
日
月
」
な
ど
の
短
句
を
文
様
帯
中
に
挿
入
す
る
も
の
は
単
像
式
鏡
に
多
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
一
一
一
神
三
獣
鏡
の
ば
あ
い
は
、

神
像
・
獣
形
の
総
数
に
よ
る
制
約
を
h

づ
け
て
、
す
べ
て
単
像
式
鏡
と
し
て
の
配
置
を
と
る
こ
と
に
も
言
及
し
た
。

し
か
し
、
さ
ら
に
一
一
一
角
縁
神
獣
鋭
の
検
討
を
す
す
め
た
結
果
、
複
像
式
鏑
と
単
像
式
鏡
と
の
中
間
式
と
も
い
う
べ
き
配
置
法
を
用
い
た
鏡
が
あ
る
こ

と
を
気
づ
く
に
い
た
っ
た
。
そ
こ
で
あ
ら
た
め
て
、
一
ニ
角
縁
神
獣
鏡
に
お
け
る
神
像
・
獣
形
の
配
置
法
を
、
そ
の
原
理
に
ま
で
遡
っ
て
分
析
し
、
こ
れ

を
型
式
分
螺
の
基
準
に
し
よ
う
と
す
る
の
が
、
本
稿
の
主
旨
で
あ
る
。
と
く
に
配
置
法
の
原
理
と
い
う
表
現
を
用
い
た
の
は
、
一
一
一
角
縁
神
獣
鏡
に
お
け

る
内
区
の
主
文
の
構
成
は
、
ほ
ぼ
等
面
積
に
分
割
し
た
四
区
ま
た
は
六
区
の
区
画
に
も
と
づ
い
て
、
神
像
・
獣
形
の
配
置
を
種
々
に
考
案
し
た
こ
と
を

認
め
え
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
、
三
角
縁
神
獣
鏡
の
大
部
分
は
、
そ
の
分
割
線
上
に
お
い
て
、
ふ
つ
う
は
内
区
の
周
縁
に
近
い
位
置
に
配
置
し
た
四

個
ま
た
は
六
個
の
乳
に
よ
り
、
当
初
の
区
画
を
明
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
こ
う
し
て
識
別
し
た
各
種
の
配
置
法
が
、
計
画
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
傍
証
す
る
た
め
に
、
内
区
の
外
周
を
め
ぐ
る
銘
帯
な
い
し
文
様
帯

の
種
類
の
ほ
か
、
外
区
の
内
側
斜
面
に
お
け
る
鋸
歯
文
帯
の
有
無
、
あ
る
い
は
釦
座
・
乳
座
の
型
式
の
相
違
な
ど
と
の
関
係
を
、
あ
わ
せ
て
考
察
の
参

考
と
し
た
。

た
だ
し
、
既
知
の
三
角
縁
神
獣
鏡
は
お
び
た
だ
し
い
量
に
の
ぼ
る
の
で
、
便
宜
上
、
本
稿
で
は
重
点
を
同
箔
鏡
に
お
き
、
必
要
な
ば
あ
い
に
か
ぎ
つ

て
同
箔
鏡
以
外
の
資
料
を
使
用
す
る
こ
と
に
し
た
。
あ
え
て
向
箔
鏡
に
重
点
を
お
い
た
理
由
の
一
半
は
、
一
一
一
角
縁
神
獣
鏡
の
分
類
を
改
訂
し
た
結
果
と

③
 

し
て
、
従
来
、
著
者
が
使
用
し
て
き
た
同
箔
鏡
番
号
の
順
序
に
も
変
更
を
き
た
す
に
い
た
っ
た
の
で
、
そ
れ
を
こ
の
機
会
に
発
表
し
よ
う
と
し
た
こ
と

④
 

に
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
新
し
い
分
類
の
方
法
を
説
明
す
る
ま
え
に
、
ま
ず
資
料
と
し
て
同
箔
鏡
目
録
を
掲
げ
、
ま
た
、
そ
の
細
部
一
覧
表
(
第
一

表
〉
を
作
成
し
て
考
察
の
基
礎
と
す
る
。
な
お
、
新
し
い
問
箔
銃
一
一
周
録
に
よ
っ
て
、
そ
の
分
有
関
係
を
図
示
し
た
が
〈
第
一
図
〉
、
本
稿
で
は
型
式
分
類

ブL
七
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に
主
眼
を
お
い
た
の
で
、
こ
の
図
の
詳
細
な
解
説
は
他
の
機
会
に
ゆ
ず
る
こ
と
に
し
た
。

2 

一
ニ
角
縁
神
獣
鏡
同
氾
鏡
目
録

1 

尚
方
作
竜
虎
獣
帯
鏡
〈
平
縁
〉

〔
間
箔
鏡
〕
「
尚
方
作
寛
大
現
傷
、
巧
工
刻
之
成
文
章
、
白
虎
師
子
居
中
央
、
寿
如
金
石
佳
自
好
、
上
有
山
人
不
知
老
今
」
(
右
廻
)

兵
庫
県
揖
保
郡
新
宮
町
古
島
古
墳
。
梅
原
末
治
「
揖
保
郡
香
島
村
吉
島
古
墳
」
(
『
兵
庸
県
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
調
査
報
告
書
』
第
二
輯
、
大
正
一

〔銘〕

四
年
〉
第
三
五
図
版
。

京
都
市
右
京
区
樫
原
一
本
松
塚
古
墳
。
梅
原
末
治
「
川
岡
村
岡
の
古
墳
」
(
『
京
都
府
史
蹟
勝
地
調
査
会
報
告
』
第
二
冊
、
大
正
九
年
〉
図
版
第
二
八
付
。

2 

竜
虎
画
像
帯
鏡

〔
問
箔
鏡
〕

岡
山
市
湯
迫
車
塚
古
墳
。
東
京
国
立
博
物
館
編
『
日
本
考
古
展
目
録
』

(
昭
和
四
四
年
)
七
四
頁
三
図
。

奈
良
市
大
和
田
町
丸
山
古
墳
(
伝
)
。

滋
賀
県
野
洲
郡
野
洲
町
小
篠
原
大
岩
山
古
墳
。
梅
原
末
治
「
近
江
国
野
洲
郡
小
篠
原
大
岩
山
の
一
古
墳
調
査
報
告
」
〈
円
考
古
学
雑
誌
』
第
一
二
巻
第
一
号
、

『
奈
良
市
史
(
考
古
編
)
』

(
昭
和
四
三
年
〉
図
版
一
五
。

大

正一

O
年
)
第
三
図
。

群
馬
県
富
岡
市
南
後
箇
北
山
古
墳
。
後
藤
守

『
古
墳
緊
英
ハ
上
篇
)
』

(
昭
和
一
七
年
〉
図
版
第
三
九
日
。

3 

波
文
帯
竜
虎
鏡

〔
問
箔
鏡
〕

大
阪
府
和
泉
市
上
代
町
黄
金
塚
古
墳
東
榔
。
末
永
雅
雄
・
島
田
暁
・
森
浩
一

『
和
泉
黄
金
塚
古
墳
』

(
昭
和
二
九
年
)
図
版
第
二
七
1
0

京
都
府
相
楽
郡
山
城
町
椿
井
大
塚
山
古
墳
。
梅
原
末
治
『
椿
井
大
塚
山
古
墳
』

(
昭
和
三
九
年
〉
図
版
二
七
上
。

4 

正
始
元
年
陳
是
作
重
列
式
神
獣
鏡

〔銘〕

寸
口
始
元
年
、
陳
是
作
鏡
、
自
有
経
迷
、
本
自
煎
口
、
杜
地
命
出
、
寿
如
金
石
、
保
子
宜
孫
」
(
右
廻
〉



〔
問
箔
飾
〕

兵
賭
県
豊
岡
市
森
尾
古
墳
。
梅
原
末
治
「
出
石
郡
神
美
村
の
古
墳
」

(
『
兵
庫
県
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
調
査
報
告
書
』
第
二
輯
、
大
正
一
四
年
)
第

四
O
図
版
一
。

群
馬
県
高
崎
市
柴
崎
町
蟹
沢
柴
崎
古
墳
。
後
藤
守
一
円
古
鏡
衆
英
〈
上
篇
〉
』

(
昭
和
一
七
年
)
凶
版
第
六
五
3
0

5 

天
王
日
月
・
獣
文
帯
変
形
重
列
式
神
猷
鏡

〔鈍〕

「
天
王
日
月
」
(
外
向
)
七
個
所

〔
問
箔
鏑
〕

岡
山
市
湯
迫
車
塚
古
墳
。
東
京
国
立
博
物
館
編
町
日
本
考
古
展
目
録
b

(
昭
和
四
四
年
)
七
五
頁
図

m。

京
都
府
相
楽
郡
山
城
町
椿
井
大
塚
山
古
墳
。
梅
原
末
治
吋
椿
井
大
塚
山
古
墳
』

(
昭
和
三
九
年
)
図
版
第
二
三
上
。

静
岡
県
小
笠
郡
小
笠
町
上
平
川
大
塚
古
墳
。
後
藤
守
一
『
古
鏡
紫
英
〈
上
篇
ピ

〈
昭
和
一
七
年
〉
図
版
第
六
五
1
。

五
島
美
術
館
蔵
。
西
国
守
夫
「
一
一
一
角
縁
神
獣
鏡
の
問
箔
関
係
資
料
」

(
?
L
i
ジ
ア
ム
』
第
二
三
二
号
、
昭
和
四
五
年
)
第
四
凶
。

6 

陳
氏
作
神
獣
車
馬
鏡

X
型
式

〔銘〕

「
陳
氏
作
鏡
用
育
問
、
上
有
仙
人
不
知
、
君
宜
高
官
、
保
子
宜
孫
、
長
寿
」
ハ
右
組
)

〔
伺
箔
鋪
〕

岡
山
市
湯
迫
車
塚
古
墳
。
小
林
行
雄
『
古
墳
時
代
の
研
究
』

(
昭
和
一
一
一
六
年
〉
口
絵
7
0
付
図

山
梨
県
東
八
代
郡
中
道
町
下
曽
根
銚
子
城
古
墳
。
上
田
三
平
「
銚
子
塚
古
墳
」

(
文
部
省
『
史
蹟
調
査
報
告
』
第
五
輯
、
昭
和
五
年
〉
凶
版
第
二

O
下。

群
馬
県
藤
岡
市
三
本
木
〈
伝
〉
。
後
藤
守
一

『
漢
式
鏡
』

〈
大
正
一
五
年
)
六

O
八
頁
。

7 

陳
氏
作
神
獣
車
馬
鏡

X
型
式

〔錨〕

「
陳
氏
作
鏡
甚
大
好
、
上
有
仙
人
不
知
老
、
君
宜
高
官
、
保
子
宜
孫
、
寿
如
金
石
」
ハ
右
姻
〉

〔
同
抱
鏡
〕

岡
山
市
湯
迫
車
塚
古
墳
。
小
林
行
雄
『
古
墳
時
代
の
研
究
』

(
昭
和
一
一
一
六
年
〉
口
絵
6
0
付
図

奈
良
県
北
葛
城
郡
河
合
村
佐
味
田
宝
塚
古
墳
。
梅
原
末
治
吋
佐
味
田
及
新
山
古
墳
研
究
』

〈
大
正
一

O
年
〉
凶
版
第
八
付
。

8 

陳
是
作
四
神
二
獣
鏡

X
型
式

九
九



一0
0

〔銘〕

「
陳
是
作
寛
甚
大
好
、
上
有
王
父
母
、
左
有
倉
龍
右
白
虎
、
宜
遠
道
相
保
」
(
右
廻
)

〔
同
箔
鏡
〕

岡
山
市
湯
迫
車
塚
古
墳
、
二
面
。
小
林
行
雄
『
古
墳
時
代
の
研
究
』

ハ
昭
和
三
六
年
〉
口
絵
8
。
付
図

京
都
府
相
楽
郡
山
城
町
椿
井
大
塚
山
古
墳
。
梅
原
末
治
『
椿
井
大
塚
山
古
墳
』

(
昭
和
三
九
年
〉
図
版
第
一
四
上
。

神
奈
川
県
平
塚
市
真
土
大
塚
山
古
墳
。

日
野
一
郎
「
真
土
・
大
塚
山
古
墳
」

(
平
塚
市
文
化
財
保
護
委
員
会
編
『
平
塚
市
文
化
財
調
査
報
告
書
』
第
三
集
、

昭

和
三
七
年
)
第
一
図
。

9 

新
作
徐
州
銘
四
神
四
獣
鏡
(
複
像
式
〉

C
型
式

〔銘〕

「
新
作
明
党
、
幽
律
三
剛
、
配
徳
君
子
、
清
而
且
明
、
銅
出
徐
州
、
師
出
洛
陽
、
周
文
刻
鎮
、
皆
作
文
章
、
取
者
大
吉
、
宜
子
孫
」
(
右
廻
)

〔
同
箔
錬
〕

岡
山
市
湯
迫
車
塚
古
墳
。
小
林
行
雄
『
古
墳
時
代
の
研
究
』

(
昭
和
三
六
年
)
口
絵
日
。
付
図
四

京
都
府
乙
訓
郡
向
日
町
北
山
古
墳
。
梅
原
末
治
「
向
日
町
向
神
社
付
近
の
古
墳
」

〈
『
京
都
府
史
蹟
勝
地
調
査
会
報
告
』
第
二
冊
、
大
正
九
年
〉
図
版
第
三
一
上
。

梅
原
末
治
『
椿
井
大
塚
山
古
墳
』

(
昭
和
三
九
年
〉
が
、
本
鏡
を
日
吾
作
徐
州
銘
四
神
四
獣
鏡
と
「
全
く
同
形
同
銘
で
あ
る
」
と
記
し
て
い
る
の
は
誤
り
で
あ
る
。

10 

張
氏
作
三
神
五
獣
鏡
(
複
像
式
〉

B
型
式

〔銘〕

「
張
氏
作
鏡
真
巧
、
仙
人
王
喬
赤
松
子
、
師
子
辞
邪
世
少
有
、
渇
飲
玉
泉
飢
食
薬
、
生
如
金
石
天
相
保
今
」
〈
右
廻
)

〔
同
箔
鏡
〕

京
都
府
相
楽
郡
山
城
町
椿
井
大
塚
山
古
墳
。
梅
原
末
治
『
椿
井
大
塚
山
古
墳
』
(
昭
和
三
九
年
〉
図
版
第
一
一
。
た
だ
し
上
下
二
図
は
同
一
鏡
の
重

出
で
あ
り
、
ま
た
梅
原
が
上
下
の
鏡
を
異
な
る
も
の
と
し
て
銘
を
二
種
に
読
み
わ
け
て
い
る
の
は
、
い
ず
れ
も
誤
り
で
あ
る
。
付
図
五

群
馬
県
藤
岡
市
三
本
木
ハ
伝
〉
。
後
藤
守
一

『
漢
式
鏡
』

(
大
正
一
五
年
)
第
四
一
三
図
。

泉
屋
博
古
館
蔵
、
二
面
。

『
泉
屋
清
賞
』
鑑
鏡
部
第
一
冊
(
大
正
一
一
年
)
第
二
三
図
・
第
二
四
図
。

11 

吾
作
三
神
五
獣
鏡
(
複
像
式
〉

B
型
式

〔銘〕

「
吾
作
明
寛
甚
大
好
、
上
有
神
守
及
龍
虎
、
身
有
文
章
口
街
臣
、
古
有
聖
人
東
王
父
西
王
母
、
渇
飲
玉
詮
飢
食
案
、
寿
如
金
石
」
〈
右
廻
〉

〔
同
箔
鏡
〕

京
都
府
相
楽
郡
山
城
町
椿
井
大
塚
山
古
墳
。
東
京
国
立
博
物
館
編
『
日
本
考
古
展
目
録
』

(
昭
和
四
四
年
)
七

O
頁
図
9
0
た
だ
し
梅
原
末
治
「
椿



井
大
塚
山
古
墳
』

〈
昭
和
三
九
年
〉
に
は
本
鏡
の
掲
載
を
失
念
し
て
い
る
。
付
図
六

岐
阜
県
可
児
郡
可
児
町
〈
伝
〉
。
南
山
大
学
人
類
学
研
究
所
蔵
。
伊
藤
禎
樹
教
示
。

千
葉
県
香
取
郡
小
見
川
町
城
山
古
墳
。
東
京
国
立
博
物
館
編
『
日
本
考
古
展
図
録
』

(
昭
和
四
五
年
〉
一
一
八
頁
図
1
0

12 

吾
作
三
神
五
獣
鏡
〈
複
像
式
〉

B
型
式

〔銘〕

「
吾
作
明
党
甚
大
好
、
上
有
神
守
及
龍
虎
、
古
有
聖
人
東
王
父
、
渇
飲
玉
全
飢
食
薬
、
寿
如
金
石
」
(
在
廻
)

〔
問
箔
鏑
〕

京
都
府
相
楽
郡
山
城
町
椿
井
大
塚
山
古
墳
、
二
面
。
梅
原
末
治
『
椿
井
大
塚
山
古
墳
』

〈
昭
和
一
一
一
九
年
〉
図
版
第
一
四
下
・
第
一
五
。
付
図
七

震
知
県
豊
田
市
古
墳
〈
伝
〉
。

『
大
阪
市
立
博
物
館
報
』
一
一
一
ハ
昭
和
三
九
年
)
図
版
四
中
。

13 

吾
作
四
神
四
獣
鏡
(
中
間
式
〉

E
型
式

〔銘〕

「
吾
作
明
寛
甚
大
好
、
上
有
神
守
及
龍
虎
、
身
有
文
章
口
一
衛
巨
、
古
有
聖
人
東
王
父
西
王
母
、
渇
飲
玉
注
、

五
男
二
女
、

長
相
保
吉
日
日
」
(
左

廻
)
。
内
区
の
二
神
像
聞
に
そ
れ
ぞ
れ
「
東
王
父
」

一寸

西

母
」
の
文
字
が
あ
る
。

〔
間
箔
鏡
〕

京
都
府
相
楽
郡
山
城
町
椿
井
大
塚
山
古
墳
。
梅
原
末
治
「
椿
井
大
塚
山
古
墳
』

(
昭
和
三
九
年
〉
図
版
第
二
二
。

奈
良
県
北
高
城
郡
広
陵
町
大
塚
新
山
古
墳
。
梅
原
末
治
『
佐
味
田
及
新
山
古
墳
研
究
』

〈
大
正
一

O
年
〉
図
版
第
二
九
付
。
付
図
九

14 

吾
作
四
神
四
獣
鏡
ハ
複
像
式
〉

A
型
式

〔錦〕

「
吾
作
明
寛
甚
大
工
、
上
有
王
喬
以
赤
松
、
師
子
天
鹿
其
口
龍
、
天
下
名
好
世
無
饗
」
(
左
廻
〉

〔
間
箔
錦
〕

福
岡
県
京
都
郡
苅
田
町
南
原
石
塚
山
古
墳
。
京
都
新
聞
社
編
円
耶
馬
台
国
展
』
五
三
頁
図
左
下
。

広
島
県
安
佐
郡
高
陽
町
中
小
田
古
墳
。
東
京
国
立
博
物
館
編
吋
日
本
考
古
展
図
録
』

(
昭
和
四
五
年
〉
一

O
四
頁
下
図
。
付
図
一

O

大
阪
府
枚
方
市
枚
方
万
年
山
古
墳
。

円
大
阪
二
千
六
百
年
史
展
観
図
録
』

〈
昭
和
一
五
年
〉
図
版
一

O
。

京
都
府
相
楽
郡
山
城
町
椿
井
大
塚
山
古
墳
、
二
面
。
梅
原
末
治
『
椿
井
大
塚
山
古
墳
』

(
昭
和
三
九
年
〉
図
版
第
一
七
上
・
下
。
た
だ
し
梅
原
が
兵
庸
県
古
島

古
墳
に
も
本
鏡
の
同
箔
鏡
が
あ
る
と
記
し
て
い
る
の
は
、
樋
口
一
隆
康
「
山
城
国
相
楽
郡
椿
井
大
塚
山
古
墳
調
査
略
報
」

〈
『
史
林
』
第
三
六
巻
第
三
号
、
昭
和
二
八
年
〉

O 



O 

の
誤
認
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る
。

15 

吾
作
徐
州
銘
四
神
間
獣
鏡
(
複
像
式
)

A
型
式

〔銘〕

「
吾
作
明
党
、
幽
律
三
剛
、
銅
出
徐
州
、
彫
鍍
文
章
、
配
徳
君
子
、
清
而
且
明
、
左
龍
右
虎
、
停
世
右
名
、
取
者
大
吉
、
保
子
宜
孫
」
(
右
廻
〉

〔
同
箔
鏡
〕

京
都
府
相
楽
郡
山
城
町
椿
井
大
塚
山
古
墳
。
梅
原
末
治
『
椿
井
大
塚
山
古
境
』
図
版
第
一
二
下
。
付
図
一
一

奈
良
県
北
葛
城
郡
河
合
村
佐
味
回
宝
塚
古
墳
。
梅
原
末
治
『
佐
味
田
及
新
山
古
墳
研
究
』

(
大
正
一

O
年
)
図
版
第
七
件
。

な
お
、
岐
阜
県
山
県
郡
厳
美
村
太
郎
丸
古
墳
出
土
と
し
て
、
一
ニ
宅
米
吉
「
古
鏡
」

(
『
考
古
学
会
雑
誌
』
第
一
編
第
五
号
、

明
治
三

O
年
)
の
紹
介
し
た
、

岐
阜
市

太
郎
九
内
山
一
号
墳
出
土
鏡
も
同
箔
の
可
能
性
が
強
い
。

16 

唐
草
文
帯
四
神
四
獣
鏡
(
複
像
式
)

A
型
式

〔銘〕

「
日
而
月
而
口
口
日
月
天
下
之
明
」
(
右
廻
)

〔
問
箔
鏡
〕

兵
庫
県
赤
稽
郡
上
郡
町
与
井
新
西
野
山
第
三
号
墳
。
楢
崎
彰
一
・
上
田
宏
範
・
島
田
清
・
川
端
真
治
『
兵
庫
県
赤
穂
郡
西
野
山
第
三
号
墳
h

(円有

年
考
古
館
研
究
報
告
』
第
一
輯
、
昭
和
二
七
年
)
図
版
第
一

O
。

京
都
府
久
世
郡
城
陽
町
平
川
車
塚
古
墳
。
梅
原
末
治
『
久
津
川
古
墳
研
究
』

(
大
正
九
年
)
図
版
第
二
。
付
図
一
二

17 

櫛
歯
文
帯
四
神
四
獣
鏡
(
複
像
式
)

A
型
式

〔
問
箔
鏡
〕

京
都
府
相
楽
郡
山
城
町
椿
井
大
塚
山
古
墳
、
二
面
。
梅
原
末
治
円
椿
井
大
塚
山
古
墳
』

(
昭
和
三
九
年
)
図
版
第
二
六
上
・
下
。
付
図

18 

獣
文
帯
五
神
四
獣
鏡
(
複
像
式
〉

A
型
式

〔
同
箔
鏡
〕

岡
山
市
湯
迫
車
塚
古
墳
。
小
林
行
雄
『
古
墳
時
代
の
研
究
』

(
昭
和
三
六
年
)
口
絵
口
。
付
図
一
回

京
都
府
相
楽
郡
山
城
町
椿
井
大
塚
山
古
墳
。
梅
原
末
治
『
椿
井
大
塚
山
古
墳
』

(
昭
和
三
九
年
〉
図
版
第
一
八
上
。

奈
良
市
大
和
田
町
丸
山
古
墳
(
伝
〉
0

『
奈
良
市
史
(
考
古
編
)
』

(
昭
和
四
三
年
)
図
版
一
四
。

19 

天
王
日
月
・
唐
草
文
帯
四
神
四
獣
鏡
(
複
像
式
)

A
型
式



〔銘〕

「
天
王
日
月
〈
逆
字
〉
」
ハ
外
向
〉
六
個
所

〔
間
箔
鏑
〕

兵
庸
県
揖
保
郡
新
宮
町
古
島
古
墳
、
二
回
。
梅
原
末
治
「
揖
保
郡
香
島
村
古
島
古
墳
」

(
『
兵
庫
県
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
調
査
報
告
書
』
第
二
輯
、

大
正
一
四
年
)
第
三
六
図
版
一
・
二
。

京
都
府
相
楽
郡
山
城
町
椿
井
大
塚
山
古
墳
。
梅
原
末
治
『
椿
井
大
騒
山
古
墳
』

(
昭
和
三
九
年
〉
図
版
第
一
八
下
。

奈
良
県
北
葛
城
郡
河
合
村
佐
味
田
宝
塚
古
墳
。
梅
原
末
治
『
佐
味
田
及
新
山
古
墳
研
究
』

(
大
正
一

O
年
)
図
版
第
九
付
。
付
図
一
五

静
同
県
浜
北
市
内
野
赤
門
上
古
墳
。
静
岡
県
立
浜
名
高
等
学
校
編
吋
遠
江
赤
門
上
古
墳
h

〈
『
浜
北
市
史
資
料
h

一
、
昭
和
四
一
年
〉
図
版
一
一
。

20 

天
王
日
月
・
獣
文
帯
四
神
四
獣
鏡
(
複
像
式
〉

A
型
式

〔錦〕

「
天
王
日
月
」
〈
外
向
〉
八
個
所

〔
岡
地
鏡
〕

山
口
県
都
濃
郡
南
陽
町
竹
島
御
家
老
屋
敷
古
墳
。
弘
津
史
文
『
防
長
漢
式
鏡
の
研
究
』

(
昭
和
三
年
〉
図
版
第
二
一
一
。

京
都
府
相
楽
郡
山
城
町
椿
井
大
塚
山
古
墳
、
一
一
一
面
。
梅
原
末
治
『
椿
井
大
塚
山
古
墳
』

神
奈
川
県
川
崎
市
南
加
瀬
越
路
白
山
古
墳
。
柴
田
常
恵
・
森
貞
成
円
日
吉
加
瀬
古
墳
』

(
昭
和
三
九
年
〉
図
版
第
一
九
・
第
二

O
上
・
下
。
付
図
一
六

〈
『
考
古
学
民
族
学
叢
刊
』
第
二
冊
、

昭
和
二
八
年
)
図
版
第
二
ハ
上
。

21 

天
王
日
月
・
獣
文
帯
四
神
四
獣
鋭
ハ
単
像
式
〉

民
型
式

〔鈍〕

「
天
王
日
月
」
〈
外
向
〉
八
個
所

〔
同
箔
鏑
〕

京
都
府
相
楽
郡
山
城
町
椿
井
大
塚
山
古
墳
。
梅
原
末
治
『
椿
井
大
塚
山
古
墳
』

〈
昭
和
三
九
年
〉
図
版
第
二
四
上
。
付
図
一
七

岐
阜
市
長
良
竜
門
寺
古
墳
。
楢
崎
彰
一
『
岐
阜
市
長
良
竜
門
寺
古
墳
』

Q
岐
阜
市
文
化
財
調
査
報
告
書
』
第
一
輯
、
昭
和
三
七
年
)
図
版
第
一
四
。

22 

天
王
・
日
月
・
獣
文
帯
四
神
四
獣
鏡
(
単
像
式
〉

R
型
式

〔銘〕

「
天
王
」
ハ
内
向
〉
七
個
所
、

「
日
月
」
(
内
向
)
一
個
所

〔
問
箔
鏡
〕

岡
山
県
総
社
市
秦
上
沼
古
墳
。
梅
原
末
治
「
岡
山
県
下
の
古
墳
発
見
の
古
鏡
」

(
『
士
口
備
考
古
』
第
八
五
号
、
昭
和
二
七
年
〉
口
絵
表
。

京
都
府
相
楽
郡
山
城
町
椿
井
大
塚
山
古
墳
。
梅
原
末
治
『
棒
井
大
塚
山
古
墳
』

(
昭
和
一
一
一
九
年
〉
岡
版
第
二
五
下
。
付
図
一
八

一
O
一一一



〔銘〕
〔
問
箔
鏡
〕

〔銘〕
〔
問
箔
鏡
〕

〔銘〕
〔
問
箔
鏡
〕

〔銘〕
〔
同
箔
鏡
〕

〔銘〕

一O
四

23 

天
王
・
日
月
・
獣
文
帯
四
神
四
獣
鏡
〈
単
像
式
)

h
H
M

型
式

「
天
王
」
(
内
向
)
七
個
所
、

「
日
月
」
(
内
向
〉
一
個
所

福
岡
県
筑
紫
郡
大
野
町
御
陵
古
墳
。
森
貞
次
郎
教
示
。

福
岡
県
京
都
郡
苅
田
町
南
原
石
塚
山
古
墳
。
小
林
行
雄
『
古
墳
時
代
の
研
究
』

(
昭
和
三
六
年
〉
口
絵
担
。
付
図
一
九

24 

九
型
式

天
王
・
日
月
・
獣
文
帯
四
神
四
獣
鏡
(
単
像
式
〉

「
天
王
」
(
内
向
)
七
個
所
、

「
日
月
」
(
内
向
)
一
個
所

福
岡
県
京
都
郡
苅
田
町
南
原
石
塚
山
古
墳
。
小
林
行
雄
『
古
墳
時
代
の
研
究
』

(
昭
和
三
六
年
)
口
絵
辺
。

岡
山
市
湯
迫
車
塚
古
墳
。
東
京
国
立
博
物
館
編
『
日
本
考
古
展
図
録
』

(
昭
和
四
五
年
)
九
八
頁
図
2
。
付
図
ニ

O

奈
良
県
北
葛
城
郡
広
陵
町
大
塚
新
山
古
墳
。
梅
原
末
治
『
佐
味
田
及
新
山
古
墳
研
究
b

(
大
正
一

O
年
)
図
版
第
二
八
件
。

25 

天
王
・
日
月
・
獣
文
帯
四
神
間
獣
鏡
(
単
像
式
〉

民
型
式

「
天
王
ハ
逆
字
〉
」
(
外
向
〉
七
個
所
、

「
日
月
(
逆
字
)
」
(
外
向
〉
一
個
所

鳥
取
県
倉
吉
市
旧
社
村
付
近
(
伝
〉
。
山
川
七
左
衛
門
編
『
梅
仙
居
蔵
日
本
出
土
漢
式
鏡
図
集
』

(
大
正
二
一
年
)
図
版
第
二
。

京
都
府
相
楽
郡
山
城
町
椿
井
大
塚
山
古
墳
。
梅
原
末
治
『
椿
井
大
塚
山
古
墳
』

(
昭
和
三
九
年
)
図
版
第
二
五
上
。
付
図
二
一

26 

日
月
日
日
・
唐
草
文
帯
四
神
四
獣
鏡
(
単
像
式
〉

民
型
式

「
日
月
日
日
」
(
外
向
〉
四
個
所

大
阪
府
枚
方
市
枚
方
万
年
山
古
墳
。
後
藤
守
一

『
漢
式
鏡
』

(
大
正
一
五
年
〉
第
二
九
七
図
。

静
岡
県
磐
田
市
新
貝
経
塚
古
墳
。

『
静
岡
県
史
』
第
一
巻
(
昭
和
五
年
〉
図
版
九
五
。
付
図
ニ
ニ

27 

天
王
日
月
・
鋸
歯
文
帯
四
神
間
獣
鏡
(
単
像
式
〉

G
型
式

「
天
王
日
月
」
(
内
向
〉
四
個
所



〔
問
箔
鏡
〕

大
分
県
宇
佐
郡
宇
佐
町
高
森
赤
塚
古
墳
。
後
藤
守
一
『
古
鏡
衆
英
(
上
簾
)
』

(
昭
和
一
七
年
〉
図
版
第
五
七
1
0
付
図
エ
三

京
都
府
乙
訓
郡
長
岡
町
長
法
寺
南
原
古
墳
。
梅
原
末
治
「
乙
訓
郡
長
法
寺
南
原
古
墳
の
調
査
」
(
『
京
都
府
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
調
査
報
告
』
第
一
七
冊
、
昭

和
一
一
年
)
図
版
第
二
二
2
0

京
都
府
相
楽
郡
山
城
町
椿
井
大
塚
山
古
墳
。
梅
原
末
治
足
時
井
大
塚
山
古
墳
』

(
昭
和
三
九
年
〉
図
版
第
二
三
下
。

奈
良
県
桜
井
市
外
山
茶
臼
山
古
墳
。
上
田
宏
範
・
中
村
春
寿
「
桜
井
茶
臼
山
古
墳
」

Q
奈
良
県
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
報
告
h

第
一
九
冊
、
昭
和
一
一
一
六
年
〉

問
販
第
二
二
2
1
1
0

28 

天
王
日
月
・
獣
文
帯
四
神
四
獣
鏡
(
単
像
式
〉

G
型
式

〔銘〕

「
天
王
日
月
(
逆
字
)
」
〈
内
向
)
四
個
所
。

〔
問
箔
錦
〕

愛
媛
県
伊
予
市
上
三
谷
大
下
回
古
墳
。
鎌
木
義
国
同
教
示
。

京
都
府
相
楽
郡
山
城
町
椿
井
大
塚
山
古
墳
。
梅
原
末
治
『
椿
井
大
塚
山
古
墳
』

ハ
昭
和
一
一
一
九
年
〉
図
版
第
二
一
下
。
付
図
ニ
四

29 

唐
草
文
帯
一
一
一
神
二
獣
鏡
〈
単
像
式
)

I
型
式

〔
問
箔
錬
〕

県
庫
県
加
古
川
市
日
岡
東
車
塚
古
墳
。
小
林
行
雄
『
古
墳
時
代
の
研
究
h

(
昭
和
三
六
年
〉
口
絵
幻
。
付
図
ニ
七

神
戸
市
東
灘
区
本
山
町
岡
本
ヘ
ボ
ソ
塚
古
墳
。
梅
原
末
治
「
武
庫
郡
本
山
村
マ
ン
パ
イ
の
へ
ボ
ソ
塚
古
墳
」
(
『
兵
庫
県
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
調
主
被
告
書
h

第
二
輯
、
大
正
一
四
年
〉
第
二
一
一
一
図
版
ニ
。

30 

唐
草
文
帯
二
神
二
獣
鏡
ハ
単
像
式
〉

τ山
型
式

〔
問
箔
錦
〕

大
分
県
宇
佐
郡
宇
佐
町
高
森
赤
塚
古
墳
。
小
林
行
雄
編
『
世
界
考
古
学
大
系
』
第
三
巻
(
昭
和
一
一
一
四
年
〉
図
版
位
。
付
図
ニ
九

岡
山
県
和
気
郡
備
前
町
香
登
ハ
伝
)
。
梅
原
末
治
『
日
本
考
古
学
論
孜
』

(
昭
和
一
五
年
〉
第
八
二
図
下
。

31 

天
・
王
・
日
・
月
・
獣
文
帯
二
神
二
獣
鏡
(
単
像
式
)

T
h
型
式

〔銘〕

「
天
」

「
王
」

「
日
」

「
月
」
(
外
向
・
右
廻
〉

一O
五



一O
六

〔
同
箔
鎖
〕

福
岡
県
宗
像
郡
大
島
村
沖
ノ
島
一
八
号
遺
跡
。
宗
像
神
社
復
興
期
成
会
編
『
続
沖
ノ
島
』

(
昭
和
三
六
年
〉
図
版
第
四
二
。
付
図
三

O

山
口
県
ド
松
市
宮
洲
古
墳
。
後
藤
守
一

『
古
墳
緊
英
(
上
篇
)
』

(
昭
和
一
七
年
〉
図
版
第
五
六
2
0

32 

天
・
王
・
日
・
月
・
獣
文
帯
二
神
二
獣
鏡
〈
単
像
式
〉

T
h
型
式

〔銘〕

「
天
」

「
王
」

「
日
」

「
月
」
(
右
廻
)

〔
同
箔
鏡
〕

京
都
市
右
京
区
樫
原
百
々
ケ
池
古
墳
。
後
藤
守

『
漢
式
鏡
』

(
大
正
一
五
年
)
第
一
一

O
七
図
。

京
都
府
相
楽
郡
山
城
町
椿
井
大
塚
山
古
墳
。
梅
原
末
治
『
棒
井
大
塚
山
古
墳
h

(
昭
和
三
九
年
〉
図
版
第
二
四
下
。
付
図
三
一

33 

天
・
王
・
日
・
月
・
唐
草
文
帯
二
神
二
獣
鏡
(
単
像
式
)

T
h
型
式

〔銘〕

「
天
」

「
王
」

「
日
」

「
月
」
(
外
向
・
右
廻
)

〔
同
箔
鏡
〕

神
戸
市
東
灘
区
本
山
町
岡
本
ヘ
ボ
ソ
塚
古
墳
。
梅
原
末
治
「
武
庫
郡
本
山
村
マ
ン
パ
イ
の
ヘ
ボ
ソ
塚
古
墳
」

(
『
兵
庫
県
史
蹟
名
勝
天
物
紀
念
物
調

査
報
告
書
』
第
二
輯
、
大
正
一
四
年
)
第
二
三
図
版
一
。

京
都
府
乙
訓
郡
長
岡
町
長
法
寺
南
原
古
墳
、
二
面
。

梅
原
末
治
「
乙
訓
郡
長
法
寺
南
原
古
墳
の
調
査
」

(
『
京
都
府
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
調
査
報
告
』
第

七
冊
、
昭
和
二
年
)
図
版
第
二
一
付
・
第
二
ニ
付
。
付
図
三
ニ

京
都
府
綴
喜
郡
八
幡
町
八
幡
大
芝
西
車
塚
古
墳
。
後
藤
守
一

『
古
鏡
緊
英
(
上
篇
)
』

(
昭
和
一
七
年
)
図
版
第
六
一
一
1
。

奈
良
県
北
葛
城
郡
河
合
村
佐
味
田
宝
塚
古
墳
。
西
田
守
夫
「
三
角
縁
神
獣
鏡
の
向
箔
関
係
資
料
」
(
『
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
』
第
二
三
二
号
、
昭
和
四
五
年
)
第
六
凶
。

岐
阜
県
不
破
郡
赤
坂
町
矢
道
長
塚
古
墳
。
藤
井
治
左
衛
門
「
岐
阜
県
不
破
郡
青
墓
村
大
字
矢
道
長
塚
古
墳
」
(
『
考
古
学
雑
誌
』
第
一
九
巻
第
六
号
、
昭
和
四
年
)

第
五
凶
。

岐
阜
県
海
津
郡
南
濃
町
庭
田
円
満
寺
山
古
墳
。
網
干
善
教
・
笠
井
保
夫
「
岐
阜
県
南
濃
町
円
満
寺
山
古
墳
調
査
報
告
」

(
『
関
西
大
学
考
古
学
研
究
年
報
」
二
、

昭
和
四
三
年
)
図
版
第
一
O
2
0

た
だ
し
、
西
田
守
夫
に
よ
れ
ば
、
同
箔
鏡
お
七
面
は
文
様
の
細
部
に
小
異
の
あ
る
こ
種
に
区
別
し
う
る
と
い
う
。



〔錨〕
〔
問
箔
鏑
〕

〔銘〕
〔
問
箔
錦
〕

34 

天
・
王
・
日
・
月
・
獣
文
帯
二
神
二
獣
鏡
ハ
単
像
式
)

ム
型
式

〔鈍〕

「
王
」

「
天
」

「
日
」

「
月
」
(
左
姐
)

〔
問
箔
鏡
〕

福
岡
市
香
椎
町
香
椎
ケ
丘
古
墳
。
森
貞
次
郎
教
示
。

奈
良
県
桜
井
市
金
崎
古
墳
。
後
藤
守
一

円
古
鏡
楽
英
(
上
篇
〉
h

(
昭
和
一
七
年
〉
図
版
第
六
二
2
0
付
図

35 

尚
方
作
二
神
二
獣
鏡
〈
単
像
式
〉

T--A
型
式

「
尚
方
作
寛
一
剛
一
旦
好
、
明
而
日
月
世
少
有
、
刻
治
問
一
守
悉
皆
右
、
長
保
二
親
宜
孫
子
、
富
査
一
一
一
公
利
古
市
、
告
后
世
」
(
左
廻
)

京
都
府
綴
喜
郡
八
幡
町
志
水
東
車
塚
。
梅
原
末
治
「
山
城
国
八
幡
町
の
東
車
塚
古
墳
」

(
梅
原
『
久
津
川
古
墳
研
究
』
、
大
正
九
年
〉
図
版
第
二
一
。

奈
良
県
北
葛
城
郡
広
陵
町
大
塚
新
山
古
墳
。
梅
原
末
治
円
佐
味
岡
及
新
山
古
墳
研
究
h

(
大
正
一

O
年
〉
図
版
第
二
七
付
。
付
図
一
一
一
四

福
原
家
蔵
。
梅
原
末
治
「
本
邦
古
墳
出
土
の
同
箔
鏡
に
就
い
て
の
一
二
の
考
察
」

(
吋
史
林
』
第
一
一
一

O
巻
第
一
一
一
号
、
昭
和
二
一
年
〉
に
よ
る
。

36 

九
型
式

長
・
宜
・
子
・
孫
・
獣
文
帯
三
神
三
獣
鏡
〈
単
像
式
)

「
長
」

「
宜
」

「
子
」

「
孫
」
〈
右
廻
〉

福
岡
県
筑
紫
郡
筑
紫
野
町
武
蔵
原
口
古
墳
。
島
田
寅
次
郎
「
異
例
の
古
墳
」

(
『
福
岡
県
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
調
査
報
告
書
』
第
一

O
輯、

昭
和

一
O
年
)
凶
版
第
五
右
。

(
昭
和
三
六
年
)
口
絵
位
。
付
図
三
五

大
阪
府
茨
木
市
街
久
庄
紫
金
山
古
墳
。
小
林
行
雄
司
古
墳
時
代
の
研
究
h

37 

民
型
式

君
・
宜
・
高
・
官
・
獣
文
帯
一
一
一
神
一
一
一
獣
鏡
ハ
単
像
式
〉

〔錦〕

「
君
」

「{且」

「
官
」
ハ
右
廻
)

コ
両
」

〔
問
抱
鏑
〕

京
都
府
乙
訓
郡
長
岡
町
長
法
寺
南
原
古
墳
。

〈
円
京
都
府
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
調
査
報
告
h

第

梅
原
末
治
「
乙
訓
村
長
法
寺
南
原
古
墳
の
調
査
」

一
七
冊
、
昭
和
二
一
年
〉
図
版
第
二
一

ω。
付
図
三
六

奈
良
県
山
辺
郡
都
祁
村
白
石
(
伝
)
。
西
田
守
夫
「
一
一
一
角
縁
神
獣
鏡
の
同
箔
関
係
資
料
」

(
『
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
』
第
二
三
二
号
、
昭
和
四
五
年
〉
第
二
図
。

一O
七



〔銘〕
〔
同
箔
鏡
〕

〔銘〕
〔
同
箔
鏡
〕

一O
八

38 

天
王
日
月
・
獣
文
帯
三
神
三
獣
鏡
〈
単
像
式
)

九
型
式

「
天
王
日
月
(
逆
字
〉
」
(
内
向
〉
四
個
所

大
分
県
宇
佐
郡
宇
佐
町
高
森
赤
塚
古
墳
。
小
林
行
雄
『
古
墳
時
代
の
研
究
』

(
昭
和
三
六
年
〉
口
絵
却
。
付
図
三
七

滋
賀
県
栗
太
郡
栗
東
町
六
地
蔵
岡
山
古
墳
。
柏
倉
亮
士
口
『
滋
賀
県
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
概
要
』

(
昭
和
二
年
)
図
版
第
二
ハ
上
。

三
重
県
一
志
郡
嬉
野
町
一
志
筒
野
古
墳
。
三
重
県
教
育
委
員
会
編
『
一
三
思
考
古
図
録
』

(
昭
和
二
九
年
〉
図
版
四
二
3
。

明
治
大
学
蔵
。
小
林
三
郎
「
三
角
縁
神
獣
鏡
の
新
例
」

〈
吋
駿
台
史
学
』
第
一
一
号
、
昭
和
三
六
年
)
図
版
l
。

39 

凡
型
式

天
王
日
月
・
獣
文
帯
一
ニ
神
三
獣
鏡
(
単
像
式
)

「
天
王
日
月
〈
逆
字
〉
」
(
外
向
)
四
個
所

福
岡
県
筑
紫
郡
筑
紫
野
町
武
蔵
原
口
古
墳
。

島
田
寅
次
郎
「
異
例
の
古
墳
」

(
『
福
岡
県
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
調
査
報
告
書
』
第
一

O
輯
、
昭
和

一
O
年
)
図
版
第
四
左
。

福
岡
県
京
都
郡
苅
田
町
南
原
石
塚
山
古
墳
、
二
面
。
九
州
考
古
学
会
編
『
北
九
州
古
文
化
図
鑑
』
第
二
輯
(
昭
和
二
六
年
〉
第
一
九
凶
3
0

大
分
県
宇
佐
郡
宇
佐
町
高
森
赤
塚
古
墳
。
小
林
行
雄
『
古
墳
時
代
の
研
究
』

〈
昭
和
三
六
年
〉
口
絵
泊
。
付
図
三
八

京
都
府
相
楽
郡
山
城
町
椿
井
大
塚
山
古
墳
。
梅
原
末
治
『
椿
井
大
塚
山
古
墳
』

(
昭
和
三
九
年
)
図
版
第
二
一
上
。

40 

君
・
宜
・
官
・
獣
文
帯
三
神
三
獣
鏡
(
単
像
式
〉

L
型
式

〔銘〕

「
宜
」

「
官
」
(
右
廻
)

「君」

〔
向
箔
鏡
〕

大
阪
府
枚
方
市
枚
方
万
年
山
古
墳
。
後
藤
守
一

『
漢
式
鏡
』
第
二
九
九
図
。

奈
良
県
北
葛
城
郡
河
合
村
佐
味
田
宝
塚
古
墳
。
梅
原
末
治
『
佐
味
田
及
新
山
古
墳
研
究
』

(
大
正
一

O
年
)
図
版
第
一

O
付
υ

付
図
z
一九

41 

天
・
王
・
日
・
月
・
獣
文
帯
三
神
三
獣
鏡
(
単
像
式
〉

L
型
式

〔銘〕

「天」

「
王
」

「
月
」

「
日
」

「
月
」
(
内
向
・
右
廻
)

「
日
」



〔
岡
箔
続
〕

福
岡
県
筑
紫
郡
筑
紫
野
町
武
蔵
原
口
古
墳
。

島
田
寅
次
郎
「
異
例
の
古
墳
」

(
司
福
岡
県
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
調
査
報
告
書
』
第
一

O
輯
、
昭
和

一
O
年
〉
図
版
第
四
右
。
付
図
問
。

兵
庫
県
神
戸
市
東
灘
区
住
吉
町
求
女
塚
古
墳
。
梅
原
末
治
「
武
庫
郡
住
吉
町
呉
田
の
求
女
塚
」
(
『
兵
庫
県
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
調
査
報
告
書
』
第
二
輯
、
大

正
一
四
年
〉
第
一
七
岡
版
一
。

福
岡
県
高
良
神
社
蔵
。
梅
原
末
治
「
本
邦
古
墳
出
土
の
問
箔
銃
に
就
い
て
の
一
二
の
考
察
」

(
円
史
林
』
第
一
一
一

O
巻
第
三
号
、
昭
和
二
一
年
〉
に
よ
る
。

42 

日
・
月
・
獣
文
帯
一
一
一
神
一
一
一
獣
鏡
〈
単
像
式
〉

し
型
式

〔銘〕

「
日
」
(
内
向
)
一
ニ
個
所
、

「
月
」
ハ
内
向
)
一
一
一
個
所

〔
間
箔
鏑
〕

岐
阜
市
下
城
田
寺
坂
尻
一
号
墳
(
打
越
古
墳
〉
。
後
藤
守
一

町
中
肉
鏡
緊
英
(
上
篇
)
』

(
昭
和
一
七
年
)
図
版
第
五
八
5
0

静
岡
県
磐
田
市
寺
谷
銚
子
塚
古
墳
。
後
藤
守
一

『
古
鏡
緊
英
(
上
篇
〉
』

ハ
昭
和
一
七
年
)
図
版
第
五
九
5
。
付
図
四
一

山
梨
県
東
八
代
郡
中
道
町
上
向
山
大
丸
山
古
墳
。
後
藤
守
一

『
古
鏡
聴
衆
英
(
上
篇
)
』

(
昭
和
一
七
年
〉
図
版
第
五
八
2
0

43 

獣
文
帯
三
神
三
獣
鏡
(
単
像
式
)

九
型
式

〔
問
箔
鋪
〕

大
阪
府
富
田
林
市
真
名
井
古
墳
。
北
野
耕
平
「
富
田
林
真
名
井
古
墳
」

(
藤
直
幹
・
井
上
蕪
・
北
野
耕
平
吋
河
内
に
お
け
る
古
墳
の
調
究
h

Q
大
阪

大
学
文
学
部
闘
史
研
究
室
研
究
報
告
』
第
一
冊
)
昭
和
一
一
一
九
年
)
図
版
第
一
八
1
。
付
図
四
ニ

奈
良
県
北
蔦
城
郡
広
陵
町
大
塚
新
山
古
墳
。
梅
原
末
治
『
佐
味
回
及
新
山
古
墳
研
究
h

(
大
正
一

O
年
〉
図
版
第
二
九

ω。

群
馬
県
高
崎
市
柴
崎
町
蟹
沢
柴
崎
古
墳
。
森
本
六
爾
「
上
野
に
於
け
る
口
始
元
年
鏡
出
土
古
墳
」

(
町
考
古
学
研
究
』
第
二
年
第
四
号
、
昭
和
三
年
)
第
四
凶
。

44 

波
文
帯
三
神
三
獣
鏡
ハ
単
像
式
〉

凡
型
式

〔
閑
箔
錬
〕

大
分
市
志
手
町
亀
甲
古
墳
。
後
藤
守
一
『
古
鏡
緊
英
ハ
上
篇
〉
』

い
っ
さ
い
り
ゅ
う
こ

兵
庸
県
竜
野
市
揖
西
町
竜
子
三
ツ
塚
古
墳
。
梅
原
末
治
「
龍
子
の
一
一
マ
/
塚
古
墳
」

Q
兵
庸
県
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
調
査
報
告
』
第
九
輯
、
昭
和
七
年
)
凶
版

(
昭
和
一
七
年
〉
図
版
第
六
0
3
0
付
図
四

第
二
一
付
。

一O
九



一一

O

山
川
家
旧
蔵
。
山
川
七
左
衛
門
編
『
梅
仙
居
蔵
日
本
出
土
漢
式
鏡
凶
集
』

(
大
正
二
一
年
〉
図
版
第
六
。

45 

波
文
帯
一
一
一
神
一
二
獣
鏡
(
単
像
式
〉

凡
型
式

兵
庫
県
竜
野
市
揖
西
町
竜
子
三
ツ
塚
古
墳
。
梅
原
末
治
「
龍
子
の
一
一
一
ツ
塚
古
墳
」

七
年
〉
凶
版
第
二
一
付
。
付
図
四
回

〔
岡
箔
錬
〕

(
町
兵
庫
県
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
調
査
報
告
』
第
九
輯
、

サ
，
d
T

・E唱官
『

E
4

川
町
布
引

和
歌
山
市
岩
橋
千
塚
古
墳
群
。
田
沢
金
五
日
円
岩
橋
千
塚
第
一
期
調
査
』

〈
『
和
歌
山
県
史
蹟
調
査
報
告
』
第
一
、
大
正
一

O
年
)
図
版
第
三
九
4
0

愛
知
県
小
牧
市
小
木
古
墳
。
井
口
喜
晴
「
小
木
出
土
の
一
一
一
角
縁
三
神
三
獣
鏡
」

(
『
い
ち
の
み
や
考
古
』
第
六
号
、
昭
和
四

O
年
)
凶
版
第
五
下
。

46 

波
文
帯
三
神
三
獣
鏡
〈
単
像
式
)

L
型
式

〔
同
箔
鏡
〕

三
重
県
一
志
郡
嬉
野
町
一
+
応
筒
野
古
墳
。
三
重
県
教
育
委
員
会
編

一
重
県
考
古
図
録
』

(
昭
和
二
九
年
)
凶
版
四
二
1
。

岐
阜
県
不
破
郡
赤
坂
町
矢
道
長
塚
古
墳
。
藤
井
治
左
衛
門
「
岐
阜
県
不
破
郡
青
墓
村
大
字
矢
道
長
塚
古
墳
」

(
『
考
古
学
雑
誌
』
第
一
九
巻
第
六
号
、
昭
和
四
年
)

第
六
図
。
付
図
四
五

47 

波
文
帯
三
神
三
獣
鏡
(
単
像
式
〉

L
型
式

〔
同
箔
続
〕

福
岡
県
嘉
穂
郡
穂
波
町
忠
隈
古
墳
。
東
京
国
立
博
物
館
編
『
日
本
考
古
展
図
録
』

(
昭
和
四
五
年
)

一
O
七
一
良
上
図
。

兵
庫
県
城
崎
郡
城
崎
町
今
津
小
見
塚
古
墳
。
梅
原
末
治
「
城
崎
郡
今
津
の
小
見
塚
古
墳
」
〈
『
兵
庫
県
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
調
査
報
告
書
』
第
二
輯
、
大
正
一

四
年
)
第
四
四
図
版
一
。

兵
庫
県
姫
路
市
妻
鹿
御
旅
山
一
ニ
号
墳
。
松
本
正
信
・
加
藤
史
郎
町
御
旅
山
3
号
墳
発
掘
調
査
報
告
』

あ

じ

ま

愛
知
県
名
古
屋
市
北
区
味
銃
白
山
薮
古
墳
。
熱
田
神
宮
編
『
古
代
に
み
る
熱
田
の
す
が
た
』

(
昭
和
四
六
年
)
三
五
頁
下
凶
。
付
図
四
六

(
昭
和
四
五
年
〉
二
六
頁
お
凶
。

泉
屋
博
古
館
蔵
。

『
泉
屋
清
賞
』
鑑
鏡
部
第
一
冊
(
大
正
二
年
〉
第
三
三
図
。

48 

波
文
帯
一
ニ
神
二
獣
博
山
炉
鏡
(
単
像
式
)

M
型
式

〔
問
箔
鏡
〕

広
島
県
芦
品
郡
駅
家
町
掛
迫
古
墳
。
広
島
県
立
府
中
高
等
学
校
生
徒
会
地
歴
部
編
『
古
代
吉
備
品
治
国
の
古
墳
に
つ
い
て
』
(
『
府
高
学
隈
』
町
、
昭



和
四
二
年
)
岡
版
第
五
4
。

兵
庫
県
芦
屋
市
打
出
親
玉
城
古
墳
(
伝
〉
。
梅
原
末
治
「
武
庫
郡
精
道
村
打
出
発
見
の
古
鏡
」

(
『
兵
庫
県
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
調
査
報
告
書
』
第
二
輯
、
大
正

一
四
年
〉
第
一
九
図
版
。

奈
良
県
北
葛
城
郡
河
合
村
佐
味
田
貝
吹
古
墳
。
後
藤
守

円
古
鏡
爽
英
(
上
編
〉
』
凶
版
第
五
七
3
。

闘す薗
現業骨

繊
同
国

川
通
郵
甘
廿
限
沖
郡
丸
〉
羽
詰
郡
丸
〉
ゆ
祉
部
執



有節重弧花・振J1 

珠文円圏振J2 

有節重弧挟K1 鋸

有節重弧援K1 弧・鋸

有節重弧'挟K1 鋸

有節重弧援K1 鋸

有節重弧振L2 鋸

獣天・玉・日・月壁

左

横

右

横

右

内

外

検

右

内

右

孫

官

月

?

?

骨

日

月

日

月

哨

L
r

h
r
t
w

天

王

天

王

也

世

長

君

君

天

獣

獣

獣

獣

櫛鋸・波・鋸34 

櫛・尚方・櫛鋸・波・鋸35 

鋸鋸・波・鋸36 

鋸鋸・波・鋸37 

獣櫛鋸鋸・波・鋸38 

獣鋸・波・鋸39 

鋸鋸・波・鋸40 

有節重弧振-
A
 

d
 

v

・
A鋸鋸・波・鋸41 

有節重弧京L1 有節重弧内日・月獣櫛弧波・鋸42 

有節重弧円K1 獣櫛鋸・波・鋸43 

圏円円K1 波櫛鋸・波・鋸44 

有節重弧車K2 鋸波持百鋸・波・鋸45 

闘円車L2 鋸波相官鋸・波・鋸46 

鋸珠円圏素L1 鋸波櫛鋸・波・鋸47 

鋸歯文圏

鋸=鋸歯文，波=波文，櫛=櫛歯文，獣=獣文，唐草=唐草文，弧-弧形文，右z 右廻，左z 左廻，

内内向，外=外向，横=横位，円=立円圏，振=摂文圏，車-車輪圏，珠-珠文圏，花z 内行花文

車M 鋸波揃.鋸・波・鋸48 

岐
阜
県
海
津
郡
南
濃
町
庭
田
円
満
寺
山
古
墳
。

網
干
善
教
・
笠
井
保
犬

「
岐
阜
県
南
濃
町
円
満
寺
山
古
墳
調
査
報
告
」
(
『
関
西
大
学
考
古
学
研
究
年
報
』

二
、
昭
和
四
三
年
〉
図
版
第
一

0
1
。
付
図
四
七

3 

内
区
主
文
の
配
置
に
よ
る
型
式
分
類

四
神
四
獣
鏡
と
三
神
五
獣
鏡

ま
ず
四
神
四
獣
鏡
に
お
け
る
神
像
・
獣
形

の
配
置
法
を
考
え
て
み
よ
う
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
四
神
四
獣
鏡
の
神
像

お
よ
び
獣
形
の
数
は
各
四
個
で
あ
る
が
、
こ
の
計
八
個
の
要
素
を
配
置
す

る
空
間
は
、
あ
ら
か
じ
め
四
区
に
区
画
し
て
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

/¥ 
個

の
要
素
を
四
分
す
れ
ば
、

ど
の
一
区
に
も
各
二
個
の
要
素
を
収
容
す
る
こ

と
に
な
る
。
た
だ
し
、
そ
の
要
素
の
う
ち
に
は
神
像
と
獣
形
と
の
二
種
を

ふ
く
む
か
ら
、
二
個
の
要
素
の
実
体
は
、
同
種
二
個
の
ば
あ
い
と
異
種
二

個
の
ば
あ
い
と
が
あ
り
う
る
。
そ
の
う
ち
同
種
二
個
の
要
素
を
一
区
に
収

容
す
る
ば
あ
い
に
は
、
鏡
の
四
区
は
神
像
区
二
区
と
獣
形
区
二
分
と
に
裁

然
と
わ
か
れ
る
。
こ
れ
が
、

か
つ
て
複
像
式
鏡
と
よ
ん
だ
も
の
に
属
す
る

こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

こ
こ
で
注
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、
神
像
は
大
部
分
が
正
面
形
の
坐
像

を
用
い
る
に
た
い
し
て
、
獣
形
は
す
べ
て
側
面
形
を
も
っ
て
表
現
す
る
と

い
う
事
実
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
獣
形
に
は
左
を
向
く
も
の
と
右
を
向
く



一
一一一一

番号

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

30 

31 

32 

33 

外 区 斜面

素 文

鋸・波・鋸

鋸・波・鋸 鋸

鋸・波・鋸 鋸

鋸・波・鋸 鋸

鋸・波・錦

鋸・波・鋸

鋸・波・鋸

鋸・波・鋸

鋸・波・鋸 鋸

鋸・波・鋸 鋸

鋸・波・鋸 錦

鋸・波・鋸 鋸

鋸・波・鋸 鋸

鋸 . 鋸 鋸

鋸・波・鋸 鋸

鋸・波・鋸 鋸

鋸 ι波・鋸 鋸

鋸・波・鋸 鋸

鋸・波・鋸 鋸

鋸・波・鋸 鋸

鋸・波・鋸 鋸

鋸・波・鋸 鋸

鋸・波・鋸 鋸

錯・波・鋸 鋸

鋸・波・鋸 鋸

鋸・波・鋸

鋸・波・鋸

鋸・波・鋸

鋸・波・鋸 鋸ー

鋸・波・鋸 鋸

鋸・波・鋸 弧

鋸・波・鋸

第一表 三角融神獣鏡同箔鏡細部一覧表

文様帯・銘帯 界 閤 内区 乳・乳座 組 座

櫛 . 尚方右 鋸a 花 有節重弧

櫛 . 獣 鋸 竜虎 珠 有節重弧

櫛・波・櫛 鋸 竜虎 珠 有節重弧

櫛 . 陳右 重列 円 有節重弧

櫛 . 獣 月日天玉 11- 鋸 重列 素 有節重弧

櫛 . 陳右 鋸 X 摂 有節重弧

櫛・鋸・ 陳右 鋸 X 振 珠文円圏

櫛 . 陳右 鋸 X 円 有節重弧

櫛 . 新右 鋸 C 素 有節重弧

櫛 . 張右 鋸 B 円 珠文円圏

櫛 . 苦右 鋸 B 円 円圏

櫛 . 吾左 鋸 B 素 円閤

櫛 . 吾友 E 京恥 円周

櫛 . 吾友 鋸 A 素 円周

櫛 . 右 鋸 A 素 有節重弧

櫛・唐草 日而右 鋸 A 素 有節重弧

櫛 鋸 A 東 円閤

櫛 . 獣 鋸 A 円 有節重弧

櫛・唐草 天三五月日 y剖r 弧・鋸 A 素 円閣

櫛 . 獣 月日天五 ノH- 鋸 A 円 有節重弧

櫛 . 獣 月日天三E 剖t 鋸 F1 円 有節重弧

櫛 . 獣月日・三五天内 鋸 F1 素 有節重弧

櫛 . 獣月日・王天内 鋸 F1 素 有節重弧

櫛 . 獣月日・王天内 鋸 F2 !素 有節重弧

櫛 . 獣天王・日月外 鋸 F2 素 有節重弧

櫛・唐草 日日月日 ハ剖ー 鋸 F2 素 有節重弧

櫛 . 鋸 月日天玉 市川 鋸 G 円 円圏

獣 王天月日 川市 鋸 G 援 有節重弧

櫛・唐草 弧・鋸 I 振 有節重弧

櫛・庇草 弧・鋸 J1 花・援 有節重弧

櫛 . 獣天・玉・日・月2 鋸 J1 花・振 有節重弧

櫛 . 獣天・王・日・月号 鋸 J1 花・挟 有節重弧

櫛 ・唐草天・玉・日・月2 J1 挟 有節重弧
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一
一
四

も
の
と
の
二
種
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
二
個
の
獣

形
を
一
区
画
の
う
ち
に
並
置
す
る
ば
あ
い
に
は
、
ま

ず
二
獣
の
体
向
を
反
対
に
す
る
方
法
と
、
同
一
に
す

る
方
法
と
を
考
え
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
ふ
つ

三角縁神獣鏡の型式分類

う
に
見
い
だ
す
の
は
反
対
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
し

か
し
、
二
獣
の
体
向
を
反
対
に
す
る
並
置
法
の
う
ち

に
も
、
二
獣
が
頭
部
を
近
づ
け
て
向
か
い
あ
う
も
の

と
、
頭
部
を
遠
ざ
け
て
外
方
を
向
く
も
の
と
が
あ
る
。

こ
れ
ら
を
か
り
に
対
向
型
お
よ
び
背
向
型
と
よ
び
わ

第 2図

け
る
こ
と
に
し
た
い
。

さ
て
現
実
に
は
、
二
つ
の
獣
形
区
に
お
け
る
二
獣

の
表
現
を
、
い
ず
れ
も
対
向
型
と
し
た
鏡
は
多
数
に

存
在
す
る
。
こ
れ
を

A
型
式
と
し
て
分
類
す
る
。
と

こ
ろ
が
、
二
つ
の
獣
形
区
に
わ
た
っ
て
背
向
型
を
採

用
し
た
四
神
四
獣
鏡
は
、
ま
だ
見
い
だ
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、

一
方
の
獣
形
区
は
対
向
型
と
し
、
他
方
は
背
向
型
と
し
た
鏡
は
稀
で
は
な
い
。
こ
れ

を
C
型
式
と
し
て
分
類
す
る
ハ
第
二
図
)
。

C
型
式
の
鏡
背
文
に
は
、
も
う
一
つ
の
共
通
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
各
区
の
中
央
に
顕
著
な
傘
松
形
の
表
現
を
と
も
な
う
こ
と
で
あ
る
。
各
区
の
中
央

に
傘
松
形
を
配
置
す
る
結
果
、
並
置
し
た
こ
個
の
神
像
ま
た
は
獣
形
は
、
む
し
ろ
こ
れ
に
よ
っ
て
分
離
し
た
印
象
を
あ
た
え
る
。
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、

傘
松
形
の
下
端
に
乳
状
の
表
現
を
行
な
っ
た
も
の
も
あ
る
の
で
、
か
り
に
こ
れ
を
正
規
の
乳
と
認
め
る
な
ら
ば
、
各
区
に
一
個
ず
つ
の
神
像
と
獣
形
と



を
配
置
す
る
、
後
述
の

D
型
式
と
の
関
連
も
無
視
で
き
な
く
な
る
。
し
か
し
、
こ
の

C
型
式
で
は
、
正
規
の
乳
を
外
周
と
銀
座
乙
の
ほ
ぼ
中
間
に
配
置

す
る
通
性
を
も
ち
、
ま
た
傘
松
形
の
下
端
に
乳
状
の
表
現
を
行
な
わ
ぬ
も
の
も
あ
る
の
で
、
各
区
の
分
割
線
を
上
記
の
ご
と
く
考
え
る
こ
と
に
誤
り
は

、mh

、。

φ
'句

s
hい

ま
、

C
型
式
の
特
色
を
単
純
化
し
て
、
か
り
に

A
型
式
の
獣
形
区
の
一
区
に
変
化
を
加
え
た
も
の
と
見
れ
ば
、
こ
れ
に
た
い
し
て
、

A
型
式
の
神

像
区
の
一
区
に
変
化
を
加
え
た
型
式
と
も
い
え
る
も
の
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
神
像
の
一
個
を
獣
形
に
お
き
か
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
三
神
五
獣

の
構
成
を
と
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
B
型
式
と
す
る
〈
第
二
図
〉
。
こ
の
ば
あ
い
の
神
像
と
置
換
し
た
獣
形
の
位
置
は
、
神
像
並
置
区
を
下
方
に
お
い

て
見
た
上
方
神
像
区
の
向
か
っ
て
左
側
に
一
定
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
鏡
の
上
下
を
逆
転
し
て
外
周
か
ら
見
れ
ば
、
左
に
神
像
が
残
り
、
右
に
獣
形
が

加
わ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
こ
の
獣
形
の
み
は
、
残
し
た
神
像
に
対
向
せ
ず
に
外
方
を
向
く
こ
と
と
、
向
か
っ
て
右
側
の
獣
形
区
の
上
方
の
一
獣
、

す
な
わ
ち
、
鏡
を
右
側
か
ら
見
れ
ば
向
か
っ
て
右
の
獣
形
は
、
後
半
身
を
省
略
し
た
表
現
を
採
用
す
る
と
い
う
不
思
議
な
約
束
が
あ
る
〈
第
八
悶

1
1

つ
ぎ
に
検
討
し
た
い
の
は
、

か
つ
て
単
像
式
鏡
と
よ
ん
だ
一
群
で
あ
る
。
単
像
式
の
四
神
四
獣
鏡
で
は
、
四
分
し
た
各
区
の
う
ち
に
各
一
個
の
神
像

お
よ
び
獣
形
を
収
容
す
る
の
で
、
神
像
区
・
獣
形
区
の
区
別
は
消
滅
し
て
い
る
。
し
か
し
、
各
区
に
お
け
る
神
像
と
獣
形
と
の
配
置
法
は
、
か
な
ら
ず

し
も
一
様
で
は
な
い
。
か
っ
、
そ
の
相
違
を
説
明
す
る
方
法
に
も
、
種
々
の
考
慮
が
必
要
で
あ
る
。
ま
ず
結
論
を
示
す
な
ら
ば
、

か
つ
て
複
像
式
鋭
と

よ
ん
だ
も
の
の
一
部
を
加
え
て

D
・
E
・
R
・
巳
・

G
の
五
型
式
が
あ
り
、
相
互
に
共
通
点
と
相
違
点
と
を
も
っ
て
い
る
。

こ
の
五
型
式
を
比
較
し
て
第
一
に
気
づ
く
こ
と
は
、
外
周
の
方
向
か
ら
各
区
の
ニ
個
の
要
素
を
見
た
ば
あ
い
に
、
向
か
っ
て
右
に
神
像
を
お
き
左
に

獣
形
を
お
く
民
型
式
と
、
そ
れ
と
は
反
対
に
、
向
か
っ
て
右
に
獣
形
を
お
き
左
に
神
像
を
お
く
九
・

G
両
型
式
と
の
相
違
で
あ
る
。
し
か
も
こ
れ
ら
は
、

一
つ
の
鏡
に
お
い
て
、

ど
の
一
区
を
と
っ
て
も
成
立
す
る
特
色
で
あ
る
か
ら
、

か
り
に
そ
の
点
の
み
を
と
り
司
め
げ
れ
ば
、

P
H

・
R
・
G
の
一
一
一
型
式
は
全

体
と
し
て
、
神
像
・
獣
形
の
配
置
が
交
互
的
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
第
二
に
注
意
を
ひ
く
の
は
、
こ
れ
に
た
い
し
て
、
区
画
に
よ
っ
て
神
像
と
獣
形
と

の
配
置
を
異
に
す
る
型
式
が
存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

D
-
E
両
型
式
と
し
て
区
別
し
た
も
の
は
、
神
像
を
右
に
お
く
こ
区
画
と
、
左
に

お
く
二
区
間
と
を
交
互
に
混
用
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
乳
を
無
視
し
て
、
こ
の
両
型
式
の
神
像
・
獣
形
の
配
置
を
表
現
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
が
こ
個

一
一
五



一
一
六

ず
つ
並
置
し
て
あ
る
と
も
い
え
る
。
と
く
に

D
型
式
は

A
型
式
の
乳
の
位
置
を
四
五
度
ず
つ
変
位
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
か
つ
て
、
そ
れ

ら
を
複
像
式
鏡
の
う
ち
に
ふ
く
め
た
の
は
、
そ
の
た
め
で
あ
り
、

い
ま
、
こ
れ
を
中
間
式
と
認
め
る
の
も
同
じ
理
由
に
よ
る
が
、
同
意
を
え
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
あ
ら
た
め
て
こ
れ
を
単
像
式
鏡
と
し
て
と
り
あ
っ
か
う
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

第
三
に
と
り
あ
げ
た
い
の
は
、
こ
の
五
種
の
型
式
に
お
け
る
獣
形
の
体
向
で
あ
る
。
ま
ず
大
別
す
れ
ば
、
四
個
の
獣
形
が
同
一
方
向
を
向
く

E
・
G

両
型
式
と
、
交
互
に
異
方
向
を
向
く

D
-
R
・
九
三
型
式
と
が
あ
る
。
た
だ
し
れ
れ

-
R両
型
式
は
、
内
区
の
主
文
の
み
に
つ
い
て
い
え
ば
、
相
互
に
同

一
図
形
の
表
一
哀
を
反
転
し
た
も
の
に
相
当
す
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
民
型
式
の
鏡
に
お
け
る
図
文
の
配
置
と
方
向
と
を
、
そ
の
ま
ま
鋳
型
に
移
し
て
鋳

造
す
れ
ば
、

で
き
あ
が
る
鏡
は
九
型
式
と
な
り
、
も
と
の
鏡
が
民
型
式
で
あ
る
ば
あ
い
に
は
、
民
型
式
の
鏡
が
で
き
る
と
い
う
関
係
に
あ
る
。
こ
れ
に

，『、

J
f
L

、

ふ
J
L
E
L
W

E
・
G
両
型
式
の
あ
い
だ
に
は
、
そ
の
よ
う
な
関
係
が
成
立
し
な
い
こ
と
は
、

と
も
に
そ
の
獣
形
が
右
を
向
く
も
の
の
み
で
あ
る
点
に
注

意
を
は
ら
え
ば
、
容
易
に
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
(
第
二
図
〉
。
し
い
て
蛇
足
を
加
え
れ
ば
、
獣
形
の
体
向
を
一
方
的
に
統
一
す
る
ば
あ
い
に
、

E
・
G

両
型
式
の
い
ず
れ
も
が
、
右
を
向
く
形
を
選
ぶ
に
い
た
っ
た
の
は
、
鋳
型
で
は
左
を
向
く
形
を
も
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
原
型
を
用
い
ず
、

鋳
型
に
直
接
に
彫
刻
す
る
製
法
を
採
用
し
た
事
実
を
傍
証
す
る
こ
と
に
も
な
ろ
う
。

な
お
、
四
神
四
獣
鏡
に
は
以
上
の
八
型
式
に
属
さ
ぬ
特
殊
型
式
の
鏡
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、

①
 

し
た
、
む
し
ろ
三
神
四
獣
鏡
と
よ
ぶ
べ
き
も
の
ハ
兵
庫
県
牛
谷
天
神
山
古
墳
鏡
)
、

@
 

(
京
都
府
内
里
古
墳
鏡
〉
、

A
型
式
に
お
い
て
神
像
区
の
一
区
の
二
神
を
一
二
像
型
と

神
像
区
を
二
区
と
も
三
像
型
と
し
た
二
神
四
獣
鏡
と
よ
ぶ
べ
き
も
の

⑦
 

同
じ
く
神
像
区
の
二
区
を
騎
獣
の
一
神
像
に
か
え
た
二
神
六
獣
鏡
と
で
も
よ
ぶ
べ
き
も
の
(
岡
山
県
湯
迫
車
塚
古
墳
鏡
〉
、
あ
る

③
 

G
型
式
に
お
い
て
四
区
の
神
像
と
獣
形
と
を
組
み
あ
わ
せ
、
四
組
の
騎
獣
神
像
と
し
た
吾
作
銘
鏡
(
奈
良
県
丸
山
古
墳
鏡
)
な
ど
が
あ
る
。

-
中
小
、

i
l
 

ニ
神
ニ
獣
鏡
と
三
神
三
獣
鏡

二
神
二
獣
鏡
と
い
う
名
称
を
厳
密
に
考
え
れ
ば
、
鏡
の
四
区
を
神
像
区
二
と
獣
形
区
こ
と
を
も
っ
て
構
成
し
、
各
区
に

は
一
図
形
を
配
置
す
る
も
の
に
か
、
ぎ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
、
同
箔
鏡
に
ふ
つ
う
に
見
る
二
神
二
獣
鏡
は
、
二
個
の
獣
形
が
い
ず
れ
も
右
を
向
く

L

型
式
で
あ
る
が
、
獣
形
が
左
を
向
く
y
h
型
式
も
稀
に
あ
る
(
同
箔
鏡
お
〉

O
L
-
L両
型
式
が
相
互
に
鋳
型
を
媒
介
と
し
て
反
転
し
た
関
係
に
あ
る
こ
と



は
、
前
述
の
民
・

R
両
型
式
の
ば
あ
い
と
同
様
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
二
神
二
獣
鏡
の
変
種
と
し
て
、
神
像
区
の
一
区
ま
た
は
二
区
に
二
神
を
並
置
し
た
型
式
が
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
神
像
区
を
二
区
と
も
に

二
神
並
置
と
し
た
も
の
は

H
-
W
雨
型
式
で
あ
る
o

こ
の
う
ち
H
型
式
で
は
、

⑨

⑩

'

 

(
波
賀
県
古
骨
剛
被
山
古
墳
鏡
、
岐
阜
県
い
ち
り
ん
山
古
墳
鏡
〉
、
町
型
式
で
は
、
右
を
向
く
も
の
と
左
を
向
く
も
の
と
を
並
用
し
て
い
る
(
伝
熊
本
県
八
代
郡
出

⑪
 

土
鏡
)
o
v
h
型
式
と
同
様
に
、
二
個
の
獣
形
が
と
も
に
左
を
向
く
鏡
も
あ
る
可
能
性
を
考
え
た
い
が
、
そ
の
実
例
は
管
見
の
う
ち
に
は
な
い
。
つ
ぎ
に
、

獣
形
区
の
二
個
の
獣
形
と
し
て
、

い
ず
れ
も
右
を
向
く
も
の
を
用
い

神
像
区
の
一
区
の
み
を
二
神
並
置
と
し
た
鏡
を
見
る
と
、
こ
れ
に
も
、
一
一
個
の
獣
形
が
と
も
に
右
を
向
く
I
型
式
〈
同
箔
鏡
却
)
と
、

⑫
 

と
を
向
く
Y
型
式
〈
奈
良
県
鏡
作
神
社
鏡
〉
と
の
こ
種
が
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
神
像
の
数
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
鏡
を
三

一
個
ず
つ
左
と
右

神
ニ
獣
鏡
・
四
神
ニ
獣
鏡
な
ど
と
よ
ぶ
こ
と
は
さ
ま
た
げ
な
い
(
第
二
図
)
。

一
一
一
神
三
獣
鏡
の
ば
あ
い
は
、
以
上
の
諸
鏡
が
内
区
を
四
区
闘
に
分
割
し
て
四
個
の
乳
を
も
っ
て
い
た
の
に
た
い
し
て
、
六
区
画
に
分
割
し
て
六
個
の

乳
を
も
つ
こ
と
を
特
色
と
す
る
。
ま
た
そ
の
六
区
画
は
、
神
像
区
三
と
獣
形
区
一
一
一
と
の
構
成
を
と
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
が
、
例
外
が
な
い
わ
け

で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
ま
ず
各
三
個
の
神
像
区
と
獣
形
区
と
を
交
互
に
配
置
し
、
そ
の
獣
形
が
右
を
向
く
も
の
を
丸
型
式
と
し
て
、
一
二
神
一
一
一
獣
鏡
の
代

表
と
す
る
。
た
だ
し
、
民
型
式
と
な
ら
ん
で
、
獣
形
が
左
を
向
く
九
型
式
も
存
在
す
る
。
凡
・
凡
両
型
式
の
関
係
も
ま
た
、
鋳
型
を
媒
介
と
し
て
反
転

し
た
も
の
に
相
当
す
る
。

と
こ
ろ
が
、
一
二
神
一
二
獣
鏡
の
う
ち
に
は
、

か
な
ら
ず
し
も
三
個
の
獣
形
が
同
一
方
向
を
向
か
ぬ
も
の
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
一
個
の
み
は
、
他

の
二
個
と
園
内
方
向
を
と
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
だ
け
の
表
現
で
は
説
明
と
し
て
不
十
分
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
同
方
向
の
獣
形
二
個
が
右
を
向
く

L
型
式
と
、
左
を
向
く

L
型
式
と
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
ば
あ
い
の
し
・

L
両
型
式
も
ま
た
、

一
対
の
反
転
関
係
に
あ
る
。

さ
ら
に
一
二
神
三
獣
鏡
の
獣
形
の
一
個
を
博
山
炉
形
に
か
え
た
構
成
の
鏡
が
あ
る
。
一
一
一
個
の
獣
形
の
う
ち
か
ら
ニ
個
を
残
す
の
で
あ
る
か
ら
、

rm型
式

を
碁
本
と
し
て
も
、

L.型
式
を
基
本
と
し
て
も
、
右
を
向
く
二
個
の
獣
形
を
残
す
こ
と
は
で
き
る
。
し
か
し
実
例
は
、
右
を
向
く
も
の
二
個
を
残
し
た

⑬
 

M
型
式
と
、
右
と
在
と
を
向
く
も
の
を
一
個
ず
つ
残
し
た

M
型
式
(
鳥
取
県
馬
ノ
山
古
填
鏡
〉
と
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
三
神
三
獣
鏡
に
は
、
す
く
な

一
一
七



一
一
八

く
と
も
凡
・
凡

-
L
・
T
H
・
M
・
M
M

の
六
型
式
が
あ
る
こ
と
に
な
る
が
(
第
二
図
〉
、
内
区
の
主
文
以
外
の
特
徴
を
考
慮
す
れ
ば
、
内
区
外
周
の
文
様
帯

と
し
て
獣
文
帯
を
用
い
る
も
の
は
KA
・
L
-
L
の
三
型
式
で
あ
り
、
波
文
帯
を
用
い
る
も
の
は
六
型
式
の
す
べ
て
に
わ
た
る
相
違
が
あ
る
。

⑬
 

な
お
、
し
型
式
の
変
化
と
し
て
、
神
像
区
の
す
べ
て
に
三
神
形
を
用
い
た
鏡
が
あ
る
(
奈
良
県
白
石
古
墳
鏡
)
。
ま
た
、

も
は
や
三
神
一
二
獣
鏡
と
は
い

⑬
 

え
な
い
が
、
六
区
の
う
ち
の
二
区
を
神
像
区
と
し
、
四
区
を
獣
形
区
と
し
た
構
成
の
二
神
四
獣
鏡
も
あ
る
(
岡
山
県
一
宮
銃
)
。

こ
の
鏡
は
、
隣
接
す
る

二
獣
が
と
も
に
背
向
型
の
配
置
を
と
る
点
で
も
、
三
角
形
神
獣
鏡
の
各
型
式
に
類
例
を
見
な
い
異
色
を
そ
な
え
て
い
る
。
さ
ら
に
異
色
を
発
陣
し
た
一

⑬
 

例
を
あ
げ
る
と
、
一
二
神
三
獣
鋭
で
は
あ
る
が
、
六
個
の
乳
を
用
い
ず
に
、
半
数
の
一
一
一
個
に
省
略
し
た
も
の
も
あ
る
(
岡
山
県
天
神
山
古
墳
鏡
)

0

4 

銘
帯
お
よ
び
文
様
帯
に
よ
る
検
討

銘
帯
と
吉
祥
句

三
角
縁
神
獣
鏡
の
型
式
を
細
分
す
る
ば
あ
い
に
、
内
区
の
主
文
に
つ
い
で
特
徴
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
の
は
、
内
区
の
外
周
を
め
ぐ

る
銘
帯
あ
る
い
は
文
様
帯
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

ま
ず
銘
帯
か
ら
は
じ
め
て
、
内
区
の
主
文
に
よ
る
型
式
分
類
の
結
果
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

こ
こ
で
銘
帯
と
よ
ぶ
の
は
、
原
則
と
し
て
、
数
句
を
連
結
し
た
構
成
を
も
っ
長
文
の
鏡
銘
を
、
こ
れ
を
収
容
す
る
た
め
に
設
け
た
圏
内
を
一
周
し
て

配
置
し
た
も
の
を
さ
す
こ
と
に
し
た
い
。
た
だ
し
、
文
様
帯
の
約
四
分
の
一
周
を
こ
れ
に
あ
て
た
例
外
的
な
鏡
(
同
箔
鋭
凶
)
は
、
便
宜
上
、
銘
帯
の
あ

る
も
の
に
ふ
く
め
る
が
、
文
様
帯
中
に
四
言
句
を
一
回
な
い
し
数
回
く
り
か
え
し
て
挿
入
し
た
も
の
な
ど
は
、
そ
の
文
様
帯
の
種
類
に
重
点
を
お
い
て

と
り
あ
っ
か
う
こ
と
と
す
る
。

さ
て
、
銘
帯
を
構
成
す
る
長
文
の
鏡
銘
は
、
そ
の
句
の
構
造
に
よ
っ
て
、

七
言
句
と
四
一
一
一
一
口
句
と
に
わ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
鏡
銘
を
鋳
型

に
彫
刻
す
る
段
階
に
発
生
し
た
脱
字
に
よ
っ
て
、
完
句
を
表
現
で
き
な
か
っ
た
も
の
が
あ
る
の
は
、
完
句
に
準
じ
て
と
り
あ
っ
か
う
こ
と
に
す
る
。
と

こ
ろ
が
、
鏡
銘
を
構
成
す
る
各
句
は
、
そ
れ
自
身
が
吉
祥
句
と
し
て
呪
一
一
一
日
的
性
格
を
も
つ
の
で
、
そ
の
一
部
を
も
っ
て
一
旬
を
象
徴
す
る
こ
と
を
許
し

た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
鏡
銘
の
後
半
部
に
お
い
て
は
、
意
識
的
に
完
句
の
表
現
を
省
略
す
る
傾
向
を
示
す
こ
と
が
多
い
。
し
た
が
っ
て
、
前
半
は
七

言
句
の
構
成
を
と
る
鏡
銘
が
、
後
半
は
四
言
句
の
よ
う
な
外
観
を
示
す
こ
と
は
あ
る
(
同
箔
鏡
臼
〉
。
ま
た
、
こ
の
逆
の
ば
あ
い
も
あ
る
。
し
か
し
、
以



上
の
よ
う
な
注
意
は
、
お
も
に
七
言
句
に
よ
る
鏡
銘
を
読
解
す
る
ば
あ
い
に
必
要
で
あ
る
が
、
四
言
句
に
よ
る
鏡
銘
で
は
末
句
の
一
字
を
省
略
す
る
て

い
ど
で
、

ほ
と
ん
ど
脱
字
を
見
い
だ
さ
ぬ
と
い
う
相
違
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
両
者
の
相
違
を
鏡
銘
全
文
の
字
数
に
つ
い
て
比
較
す
る
と
、

七
一
百
句
に
よ
る
も
の
は
、
二

O
字
か
ら
四
四
字
ま
で
長
短
種
々
で
あ
る
。
完

全
に
七
一
一
一
口
句
と
し
て
の
構
成
を
守
る
な
ら
ば
、
こ
の
字
数
は
七
の
倍
数
で
あ
る
か
、
そ
の
最
後
に
「
今
」
の
一
字
を
加
え
た
字
数
で
あ
る
べ
き
で
あ
る

が
、
実
際
に
は
そ
う
な
っ
て
い
な
い
の
は
、
前
記
の
よ
う
に
脱
字
や
略
句
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
た
い
し
て
四
言
句
に
よ
る
も
の
は
、
一
二
九
字

か
ら
六

O
字
ま
で
、
ま
た
長
短
種
々
で
は
あ
る
が
、

一
般
的
に
い
え
ば
七
言
句
の
鏡
銘
に
く
ら
べ
て
長
文
の
傾
向
が
強
い
。
す
な
わ
ち
、
鏡
銘
が
七

句
か
四
一
一
一
一
日
句
か
の
区
別
は
、

た
ん
に
鏡
銘
の
構
造
の
相
違
に
と
ど
ま
ら
ぬ
こ
と
を
暗
示
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
さ
ら
に
そ
の
相
違
は
、
内
区
の
主
文

の
型
式
と
の
あ
い
だ
に
、

ど
の
よ
う
な
相
関
関
係
を
示
す
も
の
か
、

つ
、
ぎ
に
そ
の
観
点
か
ら
検
討
し
て
み
よ
う
。

ま
ず
七
言
句
に
よ
る
鏡
銘
を
、
第
一
旬
の
冒
頭
の
四
字
に
よ
っ
て
、

「
尚
方
作
鏡
」

「
陳
氏
作
鏡
」

「
杏
作
明
鏡
」
の
一
一
一
種
に
分
類
し
て
み
よ
う
。

第
一
の
「
尚
方
」
が
官
立
工
房
の
名
称
で
あ
る
こ
と
は
説
明
を
必
要
と
す
る
ま
い
。
第
二
に
あ
げ
た
「
陳
氏
」
は
「
張
氏
」
そ
の
他
を
ふ
く
め
た
作
鏡

者
の
代
表
の
意
味
で
あ
り
、

「
陳
氏
」
に
か
え
て
「
陳
是
」
の
文
字
を
用
い
た
ば
あ
い
を
も
あ
わ
せ
て
、

か
り
に
「
某
氏
作
鏡
」
と
も
よ
ぶ
こ
と
の
で

き
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
作
鏡
者
が
、
発
注
者
名
で
あ
る
か
工
人
名
で
あ
る
か
は
、
従
来
は
結
論
が
で
な
い
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。
第
三
の

Z
E
も
ま
た
、
同
様
に
二
種
の
解
釈
が
成
立
す
る
が
、
お
そ
ら
く
発
注
者
を
限
定
し
な
い
た
め
の
配
意
か
ら
考
案
し
た
表
現
で
あ
ろ
う
と
考
え
た
い
。

た
だ
ち
に
鏡
銘
全
文
の
内
容
が
一
一
一
種
に
と
ど
ま
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
し

さ
て
、
こ
の
冒
頭
の
四
宇
に
よ
る
一
一
一
種
の
区
別
は
、

尚
方
作
鏡
は
、
一
一
一
角
縁
神
獣
鏡
の
う
ち
に
は
実
例
が
す
く
な
く
、
同
符
鏡
と
し
て
も

L
型
式
の
一
例
を
見
る
に
す
、
ぎ
な
い
の
で
速
断
は
避
け
た
い
が
、

そ
の
鍛
銘
が
他
と
は
異
な
り
、

ま
た
内
区
の
主
文
も
A
型
式
や

B
型
式
で
な
い
こ
と
は
注
意
を
し
て
お
い
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。

つ
ぎ
に
某
氏
作
鋭
と
吾
作
鏡
と
を
あ
わ
せ
て
、
七
一
一
首
旬
に
よ
る
鏡
銘
を
第
二
表
の
よ
う
な
形
に
整
理
し
て
見
た
。
こ
の
表
に
よ
る
と
、

ま
ず
鏡
銘
中

の
一
句
に
「
王
喬
赤
松
子
」
二
仙
の
名
を
あ
げ
る
も
の
ハ
同
箔
鋭

m
-
M〉
と
、

「
東
王
父
西
王
母
」
二
神
の
名
を
あ
げ
る
も
の
(
同
箔
鏡

u
-
m〉
と
、

「
上
有
仙
人
不
知
老
」
の
句
を
用
い
て
具
体
的
に
そ
の
名
を
記
さ
ぬ
も
の
ハ
同
箔
鏡
6
・
7
〉
と
の
三
種
に
大
別
で
き
そ
う
で
あ
る
。
か
り
に
こ
の
三
種

一
一
九



鏡同
箔
鏡
6

同
箔
鏡
7

同
箔
鏡
8

同
箔
鏡
U

同
箔
鏡
M

同
箔
鏡
ロ

同
箔
鏡
日

同
箔
鏡
日

牛

谷

鏡

古
富
波
山
鏡

大
塚
山
鏡

白

石

鏡

茶
臼
山
鏡

同
箔
鏡
お 第

二
表

七

言

句

鏡

銘

表

一
二

O

銘

方
向
字
数
型
式

名

鏡

上
有
仙
人
不
知

君
宜
高
官

保
子
宜
孫

長
需

右
廻
二
一
ニ

X

陳
氏
作
鏡
用
青
同

陳
氏
作
鏡
甚
大
好

陳
是
作
克
甚
大
好

吾
作
明
寛
甚
大
工

張
氏
作
鏡
真
巧

吾
作
明
克
甚
大
好

吾
作
明
克
甚
大
好

吾
作
明
党
甚
大
好

陳
是
作
克
甚
大
好

陳
氏
作
党
甚
大
好

吾
作
明
寛
甚
大
好

吾
作
明
寛
甚
大
好

吾
作
明
寛
真
大
好

尚
方
作
克
佳
且
好

上
有
仙
人
不
知
老

君
宜
高
官

保
子
宜
孫

書
如
金
石

右
廻
二
六

X

上
有
王
父
母

左
有
倉
龍
右
白
虎

宜
遠
道
相
保

右
廻
二
四

X

上
有
王
喬
以
赤
松

師
子
天
鹿
其
口
龍

天
下
名
好
世
無
捜

左
廻
二
八

A

右
廻
三
五

B

仙
人
王
喬
赤
松
子

師
子
酔
邦
世
少
有

渇
飲
玉
泉
飢
食
薬

生
如
金
石
天
相
保

/¥ 
マ

上
有
神
守
及
龍
虎

古
有
聖
人
東
王
父

渇
飲
玉
全
飢
食
薬

書
如
金
石

左
廻
一
二
二

B

上
有
神
守
及
龍
虎

身
有
文
章
口
街
巨

右
廻
四
二

B

古
有
聖
人
東
王
父
西
王
母

渇
飲
玉
詮
飢
食
長

書
如
金
石

上
有
神
守
及
龍
虎

身
有
文
章
口
街
巨

左
廻
四
四

E

古
有
聖
人
東
王
父
西
王
母

渇
飲
玉
詮

五
男
二
女

長
相
保
吉
日
日

上
有
神
守
及
龍
虎

身
有
文
章
口
街
巨

右
廻
四

古
有
聖
人
東
玉
父
西
王
母

渇
飲
玉
詮
飢
食
薬

「
君
・
宜
・
高
・
官
」

長
相
保

上
有
戯
守
及
龍
虎

身
有
文
章
口
街
巨

右
廻
三
五

H

古
有
聖
人
王
父
母

渇
飲
玉
泉
飢
食
薬

上
有
東
王
父
西
王
母

仙
人
王
喬
赤
松
子

左
廻
三
七

渇
飲
玉
泉
飢
食
薬

千
秋
高
歳
不
知
老

分

長
保
二
親
宜
子
孫

浮
由
天
下
放
四
海

右
廻
二
五

君
宜
高
官

浮
由
天
下
放
四
海

用
青
銅

至
海
東

「
君
・
宜
・
高
・
官
」

右
廻
二

O

X

明
而
日
月
世
少
有

刻
治
分
守
悉
皆
右

長
保
二
親
宜
孫
子

官
至
三
公
利
古
市

告
后
世

左
廻
三
八

T
A

の
区
別
に
よ
り
、
向
箔
鏡
の
ば
あ
い
に
つ
い
て
鏡
銘
の
字
数
を
比
較
す
る
と
、

「
王
父
母
」
と
略
記
し
た
二
四
字
の
一
例
を
除

喬
赤
松
子
」
の
名
を
あ
げ
る
も
の
は
二
八

l
一
二
五
字
、

「
上
有
仙
人
不
知
老
」

の
句
を
用
い
る
も
の
は
二
三
二
六
字
、

「王

「
東
王
父
西
王
母
」

の
名
を
あ
げ
る
も
の
は
、

け
ば
、
三
二
|
四
四
字
と
な
り
、
ほ
ぼ
こ
の
順
番
に
増
加
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
し
か
も
総
字
数
の
多
く
な
っ
た
も
の
に
は
、

⑫

⑬

 

山
古
墳
出
土
の
吾
作
鏡
(
一
ニ
七
字
〉
や
、
奈
良
県
佐
味
田
宝
塚
古
墳
出
土
の
吾
作
鏡
(
四
二
字
〉
の
よ
う
に
、

京
都
府
椿
井
大
塚

「
東
王
父
西
王
母
」
と
「
王
喬
赤
松
子
」
と

の
両
者
を
ふ
く
む
も
の
が
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
神
仙
の
名
に
よ
る
区
別
は
、
鏡
銘
の
字
数
が
す
く
な
い
ば
あ
い
に
の
み
成
立
す
る
も
の
と
考
え
ね
ば

な
ら
な
い
。
し
か
し
ま
た
、
字
数
が
す
く
な
い
ば
あ
い
に
、
一
ニ
種
の
う
ち
の
い
ず
れ
を
選
ん
で
い
る
か
は
、

か
え
っ
て
鏡
銘
の
作
り
方
の
傾
向
を
知
る



手
が
か
り
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
あ
ら
た
め
て
鱒
ニ
菰
配
検
討
一
す
る
と
、

「
東
王
父
西
王
母
」
の
名
を
あ
げ
る
ば
あ
い
に
は
、
第
二
句
・
第
三
句
と
し
て
「
上
有
神
守
及
龍

虎
、
身
有
文
章
口
棚
田
」
の
対
句
を
用
い
、
そ
れ
に
つ
づ
け
て
「
古
有
聖
人
東
玉
父
西
王
母
比
の
一

O
字
を
お
く
こ
と
を
定
型
と
す
る
傾
向
が
強
い
の

に
た
い
し
て
、

「
上
有
仙
人
不
知
器
」
や
「
王
喬
赤
松
子
」
系
の
句
を
用
い
る
ば
あ
い
に
は
、
こ
れ
を
た
だ
ち
に
第
二
句
と
す
る
こ
と
、
ま
た
「
王
喬

赤
松
子
」
燕
の
鱒
エ
卸
に
つ
づ
く
綿
一
一
一
旬
と
し
て
は
、

「
師
子
蹄
邪
世
少
有
」
や
「
師
子
天
鹿
其
口
竜
」
な
ど
の
句
を
好
む
傾
向
の
あ
る
こ
と
が
注
意

に
の
ぼ
る
。
そ
う
し
て
総
事
散
が
一
一
一

O
事
官
趨
え
る
ば
あ
い
に
は
、
さ
ら
に
「
渇
飲
玉
泉
飢
食
薬
」
の
句
を
、
神
仙
名
を
ふ
く
む
句
の
後
に
そ
え
る
傾

-F 

向
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

怒
ら
に
、
以
上
の
一
一
一
輔
の
区
別
と
、
第
一
句
が
某
氏
作
で
は
じ
ま
る
か
吾
作
で
は
じ
ま
る
か
の
相
違
と
が
、

に
し
よ
う
。
ま
ず
「
上
有
仙
人
不
知
者
い
の
句
を
ふ
く
む
も
の
は
某
氏
作
鏡
に
か
、
ぎ
り
、

ど
の
よ
う
に
関
連
す
る
か
を
見
る
こ
と

「
王
喬
赤
松
子
」
や
「
東
王
父
西
王
母
」
の
名
を
あ
げ
る
も

の
は
、
某
同
作
舗
と
吾
作
鍋
と
の
両
者
に
わ
た
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
一
一
種
の
神
仙
名
を
併
用
す
る
も
の
は

吾
作
鏑
に
騰
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
資
料
と
し
て
同
箔
鏡
を
重
視
し
た
ば
あ
い
の
結
論
と
し
て
は
、
某
氏
作
鏡
の
ほ
う
が
吾
作
鏡
よ
り
も
、
鏡
銘
の

字
数
昨
如
い
て
多
癖
の
雌
柵
が
大
曽
い
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
吾
作
鏡
の
う
ち
に
も
、
細
部
に
種
々
の
特
殊
手
法
を
示
す
静
岡
県
松
林
山
古
墳

。

出
土
の
ニ
神
一
一
献
鏑
に
見
る
繊
錨
の
よ
う
に
、

「
吾
作
明
克
甚
濁
奇
、
保
子
宜
孫
富
無
誓
」
と
い
う
一
四
字
の
最
小
例
が
あ
り
、
大
阪
府
国
分
茶
臼
山

古
墳
出
土
繊
の
鱗
錦
ハ
雛
一
一
謙
〉
の
よ
う
に
、
神
仙
名
を
ふ
く
ま
な
い
こ

O
字
の
も
の
も
あ
る
か
ら
、
特
殊
な
も
の
を
加
算
す
れ
ば
結
論
は
ち
が
っ
て
く

る
。
こ
こ
で
は
む
し
ろ
、
某
民
作
鏑
の
ほ
う
が
字
数
の
す
く
な
い
鏡
銘
を
用
い
た
と
い
う
結
論
の
で
て
き
た
理
由
を
解
明
し
て
お
き
た
い
。

あ
ら
た
め
て
某
同
作
鋤
の
鍋
錦
の
う
ち
、
四
一
一
一
口
旬
を
用
い
た
同
箔
鏡
4
を
除
き
、

七
一
一
一
一
口
句
を
用
い
た
も
の
に
つ
い
て
検
討
を
試
る
と
、
そ
の
表
現
方

法
に
は
一
一
種
の
願
輔
な
相
溝
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
一
は
、
銘
帯
中
に
円
閤
を
も
っ
小
乳
を
多
数
に
挿
入
す
る
と
い
う
特
殊

か
な
ら
ず
こ
の
小
乳
を
一
個
ず
つ
配
置
し
て
い
る
(
第
三
図

1
1
し
た
が
っ
て
、

⑫
 

原
則
と
し
て
は
、
鏡
銘
の
字
数
と
小
乳
の
偶
数
と
は
一
致
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
た
い
し
て
、
そ
の
こ
は
、
銘
帯
を
鏡
銘
の
み
で
構
成
し
、
特
殊

な
方
法
を
用
い
た
も
の
で
あ
っ
て
、
鍋
銘
を
構
成
す
る
各
字
問
に
は
、



一一一一一

な
方
法
を
用
い
な
い
も
の
で
あ
る
(
第
三
凶

2
1
4
1
た
だ
し
、
鏡
銘
の
終
始
個
所
に
特
殊
な
記

号
を
挿
入
し
た
も
の
は
、
銘
帯
を
鏡
銘
の
み
で
構
成
し
た
も
の
に
ふ
く
め
る
ハ
同
2

・
3
〉
。
ま
ず

こ
れ
だ
け
の
相
違
に
よ
っ
て
両
者
を
比
較
す
る
と
、
各
字
問
に
小
乳
を
挿
入
す
る
方
法
を
用
い
た

ば
あ
い
に
は
、
銘
帯
中
に
鏡
銘
を
収
容
で
き
る
空
間
は
半
減
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
が
某
氏
作

(1) 8， (2) 11， (3) 14， (4) 12 

鏡
の
鏡
銘
の
う
ち
に
、
字
数
の
す
く
な
い
も
の
を
生
み
だ
し
た
大
き
な
理
由
で
あ
る
と
考
え
た
い
。

そ
の
ほ
か
、
鏡
銘
の
表
現
に
右
廻
り
(
同
1

・
2
〉
と
左
廻
り
(
同
3

・
4
〉
と
の
相
違
を
見
る
が
、

型
式
と
の
関
係
は
顕
著
で
な
い
。

な
お
、
銘
帯
に
小
乳
を
挿
入
す
る
方
法
を
用
い
た
某
氏
作
鏡
は
、
管
見
の
範
囲
で
い
え
ば
、
す

@
 

べ
て
そ
の
作
者
名
を
陳
氏
ま
た
は
陳
是
と
表
記
し
た
も
の
に
か
、
ぎ
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
も
、
内

区
の
主
文
と
し
て
も
、
神
像
・
獣
形
の
ほ
か
に
車
馬
・
山
形
な
ど
を
併
用
す
る
傾
向
が
顕
著
で
あ

.帯の表現方法

る。

一
方
で
は
、
こ
の
よ
う
な
共
通
性
を
示
す
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
乳
数
に
よ
る
内
区
の
区
画
法

は
、
四
区
画
の
も
の
も
六
区
画
の
も
の
も
あ
っ
て
一
定
し
て
い
な
い
。
そ
の
う
ち
四
区
画
に
よ
り
、

内
区
の
主
文
を
神
像
と
獣
形
と
に
限
定
し
た
同
箔
鏡
8
は、

し
い
て
分
類
す
れ
ば
W
型
式
に
あ
て

る
こ
と
が
で
き
る
が
、
む
し
ろ
、
こ
の
特
殊
な
銘
帯
表
現
を
採
用
し
た
某
氏
作
鏡
の
一
群
は
、
内

第 3図

区
の
型
式
分
類
の
枠
外
に
お
く
こ
と
に
し
て
、

か
り
に

X
型
式
と
よ
ん
で
お
き
た
い
。
銘
帯
に
小

乳
を
用
い
な
い
某
氏
作
鏡
に
は
、
陳
氏
の
ほ
か
に
張
氏
の
名
を
見
い
だ
す
。
ま
た
内
区
の
神
像
・

⑧
 

A
型
式
(
泉
屋
博
古
館
蔵
陳
是
作
鏡
)
や

B
型
式
(
同
箔
鏡
刊
)
に
属
す
る
も
の
が

獣
形
の
配
置
は
、

あ
る
。
こ
れ
は
、
吾
作
鏡
が
ま
た

A
・
B
両
型
式
に
わ
た
り
、
例
外
的
に

E
型
式
を
ふ
く
む
こ
と

と
、
同
じ
傾
向
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
以
上
の
分
析
か
ら
推
論
す
る
と
、
銘
帯
の
表
現
方
法
や
車



馬
の
図
形
の
採
用
は
、
陳
氏
を
工
人
名
と
解
釈
す
る
に
有
利
で
あ
る
と
も
い
え
る
が
、
重
列
式
鏡
(
問
箔
鏡
4
〉
を
ふ
く
め
て
、
主
文
の
構
成
法
が
あ
ま

り
に
も
多
岐
に
わ
た
る
こ
と
は
、
む
し
ろ
陳
氏
を
工
人
名
と
見
る
よ
り
も
、
発
注
者
名
と
解
釈
す
る
ほ
う
が
妥
当
性
が
多
い
か
と
考
え
る
。

つ
ぎ
に
四
言
句
に
よ
る
鏡
銘
の
ば
あ
い
を
見
る
と
、
同
箔
鏡
日
は
「
吾
作
明
寛
」
で
は
じ
ま
る
四

O
字
の
鏡
銘
を
用
い
、
内
区
の
主
文
は

A
型
式
で

一
宇
の
相
違
は
終
句
を
「
宜

子
孫
」
の
一
一
一
字
と
し
、

あ
る
に
た
い
し
、
同
箔
鏡
9
は
「
新
作
明
寛
」
で
は
じ
ま
る
三
九
字
の
鋭
銘
を
用
い
、
内
区
の
主
文
は

C
型
式
で
あ
る
。

「
長
」
の
一
宇
を
省
略
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
に
も
興
味
あ
る
相
違
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ

⑫

⑫

⑧

⑩

)

 

の
説
明
に
は
、
奈
良
県
佐
味
田
宝
塚
古
墳
、
滋
賀
県
織
部
山
古
墳
、
兵
庫
県
森
尾
古
墳
、
大
阪
府
国
分
茶
臼
山
古
墳
か
ら
出
土
し
た
四
鏡
の
鏡
銘
を
あ

わ
せ
て
表
示
し
た
第
一
一
一
表
を
用
い
る
こ
と
に
し
た
い
。

第一一一表

四

鏡

名

同
箔
鏡
日

吾
作
明
党

左
龍
右
虎

同
箔
鏡
9

新
作
明
党

佐
味
田
鋭

新
作
大
克

左
龍
右
虎

森

尾

鏑

新
作
大
寛

織
部
山
鏡

左
龍
右
虎

新
作
明
党

左
龍
右
虎

新
作
明
党

左
龍
右
虎

茶
臼
山
鏡

句

鏡

銘

表

鏡

胸
律
三
剛

博
世
右
名

幽律一↓一剛

幽
減
三
剛

師
子
有
名

幽
律
三
剛

師
子
有
名

幽樟一一一剛

師
子
有
名

幽
律
三
剛

輔
世
有
名

長名

銅
出
徐
州

取
者
大
吉

配
徳
君
子

取
者
大
・
百

配
徳
君
子

取
者
大
吉

配
徳
君
子

取
者
大
吉

配
徳
君
子

取
者
大
古

銅
出
徐
州

師
子
酔
邪

方
向

字
数

型
式

彫
鍍
文
章

配
徳
君
子

清
而
且
明

保
子
宜
孫

右
廻

四
O 

A 

清
而
且
明

師
出
洛
陽

皆
作
文
章

銅
出
徐
州

周
文
刻
鍍

宜
子
孫

右
廻

九

C 

清
而
且
明

師
出
洛
陽

皆
作
文
章

出
徐
州

彫
文
刻
鍵

宜
子
孫

右
廼

C 

四
六

清
而
且
明

師
出
洛
陽

皆
作
文
章

銅
出
徐
州

彫
文
刻
鍵

長
宜
子
孫

右
廻

四
ハ、

C 

清
而
且
明

彫
文
刻
鍍

皆
作
文
章

銅
出
徐
州

師
出
洛
陽

宜
子
孫

右
廻

C 

四
七

師
出
洛
陽

皆
作
文
章

清
而
且
明

彫
文
刻
鍵

配
徳
君
子

集
会
井
王
父
玉
母

遊
一
剛
一
糊
口
口

六
O

C 

右
廻

口
宜
子
孫



一
二
四

ま
ず
注
意
を
ひ
く
の
は
、

い
ま
ま
で
こ
の
鏡
銘
を
四
言
句
と
記
し
て
き
た
が
、
事
実
は
四
言
句
の
二
句
を
一
連
と
し
た
構
成
を
も
つ
こ
と
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
同
箔
鏡
9
と
臼
と
に
つ
い
て
、
そ
の
鏡
銘
を
四
一
一
一
一
口
句
の
二
句
を
一
連
と
し
た
形
で
比
較
す
る
と
、
両
者
は
第
二
連
と
第
三
連
と
の
位
置
を

交
換
し
、
第
四
連
を
異
に
す
る
が
、
同
趣
の
第
五
連
で
終
っ
て
い
る
と
い
う
関
係
に
あ
る
。
こ
れ
を
兵
庫
県
森
尾
古
墳
鏡
を
基
準
と
し
て
具
体
的
に
い

う
と
、
同
箔
鏡
9
の
鏡
銘
は
、
森
尾
鏡
の
四
八
字
か
ら
な
る
鏡
銘
の
う
ち
、
第
五
連
に
あ
た
る
「
左
龍
右
虎

師
子
有
名
」
の
二
句
を
省
略
し
た
も
の

で
あ
る
。
同
箔
鏡
9
の
第
四
連
の
「
周
」
が
「
彫
」
の
筒
体
で
あ
る
こ
と
は
特
記
す
る
ま
で
も
あ
る
ま
い
。
と
こ
ろ
が
、
同
箔
鏡
日
の
鏡
銘
の
ほ
う
は
、

い
さ
さ
か
複
雑
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
第
二
連
の
「
銅
出
徐
州

彫
鐘
文
章
」
の
前
半
は
、
森
尾
鏡
銘
第
三
連
の
「
銅
出
徐
州

師
出
洛
陽
」
の

後
半
を
省
略
し
た
も
の
で
あ
り
、
後
半
は
森
尾
鏡
銘
第
四
連
の
「
彫
文
刻
鐘

皆
作
文
章
」
か
ら
四
字
を
選
び
だ
し
た
も
の
に
相
当
す
る
。
同
箔
鏡
?
"

の
第
三
連
は
森
尾
鏡
銘
第
二
連
の
位
置
を
変
え
た
も
の
で
あ
っ
て
、
同
じ
句
を
第
四
連
と
し
た
一
例
は
大
阪
府
間
分
茶
臼
山
古
墳
鏡
に
見
る
こ
と
が
で

き
る
。
第
四
連
の
「
左
龍
右
虎

停
世
右
名
」
は
森
尾
鏡
銘
第
五
連
と
後
半
に
小
異
が
あ
り
、
国
分
茶
臼
山
鏡
銘
第
五
連
後
半
の
「
縛
世
有
名
」
に
近

い
。
そ
の
「
右
」
が
「
有
」
の
筒
体
で
あ
る
こ
と
は
、

い
う
ま
で
も
な
い
。
第
五
連
の
「
取
者
大
吉

保
子
宜
孫
」
は
、
森
尾
鏡
銘
第
六
連
と
小
異
を

不
す
が
、

「
保
子
宜
孫
」
も
「
長
宜
子
孫
」
も
、
鏡
銘
と
し
て
は
使
用
頻
度
の
多
い
句
で
あ
る
。

さ
て
、
あ
ら
た
め
て
指
摘
し
た
い
の
は
、
第
一
二
表
に
掲
げ
た
諸
鏡
が
、
鏡
銘
中
に
「
銅
出
徐
州

師
出
洛
陽
」
の
二
句
を
ふ
く
む
こ
と
で
あ
る
。
さ

ら
に

A
型
式
に
属
す
る
同
箔
鏡
日
を
除
け
ば
、
す
べ
て
第
一
旬
を
「
新
作
明
克
」
あ
る
い
は
「
新
作
大
克
」
の
四
字
で
は
じ
め
る
と
い
う
共
通
性
を
も

ち
、
内
区
の
主
文
は

C
型
式
ば
か
り
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
分
析
を
す
す
め
て
行
く
と
、
同
じ
四
言
句
に
よ
る
鏡
銘
を
用
い
な
が
ら
、
第
一
旬
を
「
吾

作
明
寛
」
で
は
じ
め
、

「
銅
出
徐
州
」
を
残
し
て
「
師
出
洛
陽
」
を
脱
落
し
、

し
か
も
A
型
式
に
属
す
る
同
箔
鏡
日
の
特
殊
性
が
明
瞭
に
な
っ
て
く
る

で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
は
三
角
縁
神
獣
鏡
と
し
て
特
殊
性
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
音
ω
味
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
鏡
の
細
部
に
つ
い
て
、
ち
が
っ
た

観
点
か
ら
も
特
殊
性
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
す
な
わ
ち
、

一
般
に
三
角
縁
神
獣
鏡
で
は
、
外
区
の
文
様
帯
と
し
て
鋸
歯
文
・
波
文
・
鋸
歯
文
の
三
帯

を
用
い
る
こ
と
を
通
則
と
す
る
う
ち
に
あ
っ
て
(
第
四
図
1
)
、
い
ま
問
題
に
し
て
い
る
同
箔
鏡
日
の
み
は
、
そ
の
う
ち
の
波
文
帯
を
省
略
し
た
鋸
歯
文

@
 

二
帯
の
構
成
を
用
い
(
同
2
〉
、
こ
こ
に
も
異
色
を
発
揮
し
て
い
る
の
で
あ
る
。



な
お
、
向
箔
鏡
4
の
「
正
始
元
年

陳
是
作
鏡
」
で
は
じ
ま
る
二
八
字
の
鏡
銘

(1) 8， (2) 15 

は
、
七
個
の
四
一
一
一
一
口
匂
か
ら
成
立
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
各
句
は
第
一
一
一
表
の
諸

鏡
と
共
通
し
な
い
要
素
が
多
く
、
ま
た
総
字
数
が
す
く
な
い
点
で
も
顕
著
な
相
違

が
あ
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
鏡
の
内
区
の
主
文
が
重
列
式
の
構
成
を
と
る
こ
と
と
あ

外区文様帯

わ
せ
て
考
え
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
あ
る
い
は
、
作
者
名
を
「
陳
是
」
と
表
記
し
、

か
っ
紀
年
を
用
い
た
こ
と
と
も
関
連
す
る
、
特
殊
現
象
と
理
解
し
て
よ
い
も
の
か

第4図

も
し
れ
な
い
。

「
長
宜
子
孫
」

一
一
一
角
縁
神
獣
鏡
の
鏡
銘
に
は
、
さ
ら
に
「
君
宜
高
官
」

「
天
王

日
月
」
な
ど
の
四
一
一
一
一
口
句
を
、

一
回
あ
る
い
は
反
復
し
て
用
い
た
も
の
が
あ
る
。
こ

の
舗
の
四
宮
句
在
使
用
す
る
方
法
と
し
て
は
、
純
冊
中
に
挿
入
し
た
方
格
に
お
さ
め
る
も
の
も
あ
る
が
、
多
く
の
ば
あ
い
に
は
、
銘
帯
に
か
わ
る
文
様

一
個
の
方
格
に
お
さ
め
る
字
数
や
、
方
格
の
挿
入
方
法
に
は
、
数
種
の

帯
中
に
同
じ
く
方
格
に
お
さ
め
て
挿
入
す
る
こ
と
を
慣
例
と
す
る
。
た
だ
し
、

変
化
が
あ
あ
。

ま
ず
字
数
か
ら
い
え
ば
、
四
一
宇
壮
一
個
の
ガ
格
に
お
さ
め
た
も
の
、
こ
れ
を
二
字
ず
つ
に
分
離
し
て
方
格
に
お
さ
め
た
も
の
、
さ
ら
に
一
字
ず
つ
に

分
離
し
て
ガ
栴
に
お
潜
め
た
も
の
の
一
一
一
轍
に
大
別
で
哲
る
。
た
だ
し
、
四
字
を
一
個
の
方
格
に
お
さ
め
た
も
の
に
は
、
方
格
を
十
字
に
区
画
し
た
う
ち

に
一
宇
ず
つ
官
加
君
臨
た
も
の
と
、
十
事
の
区
醐
常
用
い
な
い
も
の
と
が
あ
る
の
で
、
全
体
を
四
種
と
数
え
る
こ
と
に
し
た
い
。
た
だ
し
、
同
一
の
四

h

一
一
一
回
旬
で
こ
の
四
輔
の
礎
化
壮
一
耶
す
も
の
は
、
「
来
五
日
月
」
お
よ
び
そ
の
変
化
句
に
か
、
ぎ
り
、
そ
れ
以
外
の
四
一
一
一
口
句
の
ば
あ
い
は
、

一
字
、
ず
つ
に
分
離

し
て
各
一
個
の
ガ
棉
に
加
古
ゆ
る
方
法
の
も
の
の
み
で
あ
る
。

一
"
と
こ
ろ
が
時
「
天
一
点
四
月
比
の
四
宇
は
(
い
ず
批
も
左
右
対
称
の
文
字
で
あ
る
た
め
、

は
二
字
を
一
個
の
方
格
に
お
さ
め
た
ば
あ
い
に
は
、
文
字
の
配
置
が
相
違
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
正
字
と
左
右
を
逆
転
し
た
逆
字
と
の
あ
る
こ
と
が
わ

一
字
、
ず
つ
に
分
離
す
る
と
識
別
で
き
な
い
が
、
四
字
あ
る
い

一
二
五



第5図 文様帯中に挿入した四言句の表現方法

(1)構井大塚山鏡.(2)却. (3) 28. (4)・(5)25. (6) 22. (7)石塚山鏡. (8) 32. (9) 36 

一
一
一
六

か
る
。
す
な
わ
ち
、

一
例
を
あ
げ
る
と
、
四
字
を
一
個
の
方
格
に
お
さ
め
た
逆
字
の

ば
あ
い
に
は
、

一
見
す
る
と
「
日
月
天
王
」
と
読
め
る
こ
と
に
な
る
(
第
五
図

3
1

さ
ら
に
観
点
を
変
え
て
見
る
と
、
文
様
帯
中
に
こ
れ
ら
の
文
字
を
挿
入
す
る
ば
あ
い

に
、
そ
れ
を
鏡
の
外
周
か
ら
読
む
よ
う
に
表
現
す
る
か
〈
同
1
・
2
1
鏡
の
中
心
か

ら
読
む
よ
う
に
表
現
す
る
か
(
同
3
〉
の
相
違
が
お
こ
る
。
か
り
に
前
者
を
外
向
と
よ

び
、
後
者
を
内
向
と
よ
ぶ
こ
と
に
し
た
い
。
と
こ
ろ
が
、

一
字
ず
つ
に
分
離
し
た
ば

あ
い
に
は
、
外
向
・
内
向
の
二
種
の
ほ
か
に
、
文
様
帯
に
そ
う
て
横
位
に
表
現
し
た

も
の
が
加
わ
る
(
同
8
・

9
)
0

さ
て
、
方
格
内
の
十
字
の
区
画
に
し
た
が
っ
て
「
天
王
日
月
」
の
四
字
を
お
さ
め

た
複
像
式
の
同
箔
鏡
悶
〈
A
型
式
)
と
、

「
日
月
日
日
」
の
四
字
を
お
さ
め
た
単
像
式

の
同
箔
鏡
却
(
れ
型
式
〉
と
を
比
較
す
る
と
、
方
格
の
数
は
前
者
が
六
個
、
後
者
が
四

個
で
相
違
が
あ
る
が
、

と
も
に
文
字
の
方
向
は
外
向
で
あ
っ
て
、

か
つ
唐
草
文
帯
中

に
方
格
を
挿
入
し
て
い
る
点
は
共
通
す
る
(
第
六
図
9
-
m
)
0

た
だ
し
、
同
箔
鏡
以

⑧
 

外
の
資
料
を
参
照
す
る
と
、
京
都
府
椿
井
大
塚
山
古
墳
出
土
の
一
鏡
(
第
五
図
1
〉
や

⑧
 

岡
山
県
観
音
山
古
墳
出
土
鏡
で
は
、
こ
れ
を
獣
文
帯
中
に
挿
入
し
た
も
の
を
見
る
。

し
か
も
、
こ
の
両
鏡
は

A
型
式
に
属
し
、
方
格
数
は
六
個
で
文
字
は
外
向
で
あ
る
か

ら
、
こ
れ
ら
の
共
通
性
を
文
様
帯
の
種
類
よ
り
も
重
視
す
べ
き
も
の
か
も
し
れ
ぬ
。

そ
れ
之
と
鳴
応
、
こ
の
両
鋤
は

A
挫
武
ね
属
す
る
と
は
い
う
も
の
の
、
岡
山
県
観
音
山
古
墳
鏡
は
獣
形
の
一
個
を
鳥
頭
に
し
た
特
異
な
表
現
を
も
つ
も

の
で
あ
り
、
京
都
府
椿
井
大
田
郡
山
古
墳
鏡
峠
1
i文
櫛
帯
と
内
区
主
文
と
の
界
閤
の
両
側
に
弧
形
文
と
鋸
歯
文
と
を
装
飾
と
す
る
点
で
(
第
六
図
6
〉
、
文



様
帯
と
し
て
唐
草
文
を
用
い
た
同
箔
鏡
印
〈
第
六
図
9

・

m)-m
・
却
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
こ
と
を
注
意
し
て
お
き
た
い
。

つ
ぎ
に
、
十
字
の
区
両
を
用
い
ず
に
、

一
個
の
方
格
に
「
天
王
日
月
」
の
四
字
を
お
さ
め
た
も
の
は
、
同
箔
鏡
5
の
外
向
七
個
〈
変
型
式
〉
、

初
ハ
第

五
凶
2
〉
の
外
向
八
個

(
A
型
式
)
、

幻
の
外
向
八
個
〈
民
型
式
〉
、

"
の
外
向
四
個
(
凡
型
式
)
な
ど
の
外
向
を
守
る
諸
鏡
と
、

同
箔
鏡
幻
の
内
向
四
個

(
G
型
式
)
、
お
(
同
3
〉
の
内
向
四
個
〈
G
型
式
)
、
紛
の
内
向
四
個
(
凡
型
式
〉
な
ど
の
内
向
に
変
え
た
諸
鏡
と
に
わ
か
れ
る
が
、
同
箔
鏡
幻
を
除
け
ば
、

す
べ
て
獣
文
帯
中
に
挿
入
す
る
点
は
共
通
す
る
。
い
ま
例
外
と
し
た
同
箔
鏡
幻
の
文
様
帯
は
、
櫛
爾
文
帯
と
鋸
歯
文
帯
と
の
こ
帯
か
ら
な
り
、

し
か
も

方
格
を
こ
の
二
帯
に
ま
た
が
っ
て
挿
入
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
文
様
帯
の
構
成
も
方
格
の
挿
入
法
も
、
他
に
類
例
を
見
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
以

上
の
七
鏡
の
う
ち
に
唐
草
文
帯
を
使
用
し
た
も
の
を
ふ
く
ま
ね
事
実
は
、
あ
ら
た
め
て
十
字
区
画
を
用
い
た
二
種
の
同
箔
鏡
の
唐
草
文
帯
を
特
色
づ
け

る
も
の
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
と
と
も
に
、
文
字
の
方
向
を
外
向
か
ら
内
向
に
変
化
す
る
こ
と
が
、
ガ
格
数
を
八
個
か
ら
四
個
に
減
少
す
る
こ
と
と
、
完

全
に
は
一
致
し
な
い
ま
で
も
、

ほ
ぼ
相
関
関
係
を
も
っ
て
い
た
も
の
と
推
察
し
て
お
き
た
い
。
す
く
な
く
と
も
、
同
箔
鏡

m
-
mの
よ
う
な
一
一
一
神
一
ニ
獣

鏡
に
属
す
る
丸
型
式
に
お
い
て
、
文
様
帯
中
に
挿
入
す
る
方
格
数
を
四
個
と
し
た
理
由
は
、
四
神
四
獣
鏡
に
お
け
る
慣
例
を
踏
襲
し
た
と
は
い
い
え
て

⑩
 

台
、
内
区
の
主
文
の
構
成
と
関
連
づ
け
て
説
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
福
岡
県
石
塚
山
古
墳
出
土
の
一
鏡
に
は
、
「
日
日
日
全
」

の
四
字
を
一
個
の
方
格
に
お
さ
め
た
も
の
が
あ
る
が
、
文
字
は
内
向
で
、
獣
文
帯
中
に
四
個
を
挿
入
し
、
九
型
式
に
属
す
る
こ
と
な
ど
は
例
外
で
な
い
。

「
天
王
日
月
」
の
四
一
一
一
一
口
句
を
、

「
天
王
」
と
「
日
月
」
と
の
こ
字
ず
つ
に
分
離
し
て
、

二
個
の
方
格
に
お
さ
め
る
ば
あ
い
は
、

オ
リ
宮
口
]
す

dm2
・
m

F
u
l
h
q
y
b
E
9
“
F
4
 

M
m

・
%
の
四
例
と
も
、
す
べ
て
「
天
王
」
七
個
、⑧ 

も
の
〈
第
五
図
4

・
5
〉
一
例
、
内
向
す
る
も
の
(
同
6
)
一
一
一
例
に
た
い
し
て
、
内
区
の
主
文
の
型
式
は
民
型
式
二
例
、
民
型
式
二
例
で
あ
る
か
ら
、
文
字

「
日
月
」

一
個
、
計
八
個
を
獣
文
帯
中
に
挿
入
す
る
点
で
共
通
す
る
。
た
だ
し
、
文
字
の
外
向
す
る

の
方
向
と
型
式
と
は
、

か
な
ら
ず
し
も
一
致
し
な
い
。
し
か
し
、

い
ず
れ
も
F
型
式
の
単
像
式
四
神
四
獣
鏡
で
あ
り
、
有
節
重
弧
文
閤
の
鈍
座
を
も
ち
、

乳
は
素
乳
で
あ
る
点
は
共
通
す
る
。
お
そ
ら
く
、

四
一
一
一
一
口
句
を
二
字
ず
つ
に
分
離
し
て
方
格
に
お
さ
め
る
手
法
は
、

R
・
R.を
ふ
く
む

F
型
式
鏡
の
工
人

の
発
案
に
か
か
る
も
の
で
あ
り
、
文
字
の
外
向
と
内
向
と
の
相
違
も
、
そ
の
間
に
お
け
る
動
揺
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
に
た
い
し
て
、

「
天
王
日
月
」
の
四
言
句
を
一
字
ず
つ
に
分
離
し
て
方
格
に
お
さ
め
、
文
様
帯
中
に
挿
入
し
た
も
の
は
、

同
箔
鏡
幻
・
閉
山
(
第

一
二
七



一
二
八

五
図
8
)
-
m
-
M
の
い
ず
れ
も
J1
型
式
に
属
す
る
二
神
二
獣
鏡
と
、
同
箔
鏡
M
H

の
L
型
式
に
属
す
る
一
一
一
神
三
獣
鏡
と
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
「
日
」
「
月
」

の
二
字
を
各
三
回
く
り
か
え
し
た
、
同
箔
鏡
必
の
T
H
型
式
に
属
す
る
三
神
三
獣
鏡
を
加
え
て
も
、
二
神
二
獣
鏡
の
ば
あ
い
は
方
格
四
個
、
一
二
神
一
二
獣
鏡

い
ち
お
う
は
、
方
格
の
数
を
乳
の
数
と
一
致
さ
せ
た
も
の
と
解
釈
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
た
だ
し
、
同

⑨
 

箔
鏡
以
外
の
資
料
で
方
格
と
乳
と
の
数
が
一
致
し
な
い
も
の
を
探
せ
ば
、
福
岡
県
石
塚
山
古
墳
出
土
の
一
鏡
〈
付
図
八
)
に
、
内
区
の
主
文
は

D
型
式
を

の
ば
あ
い
は
方
格
六
個
を
用
い
て
い
る
の
で
、

基
本
と
し
つ
つ
、

四
個
の
乳
ご
と
に
小
神
像
を
追
加
し
た
特
殊
な
構
成
を
も
ち
、

獣
文
帯
中
に
「
日
」

「
月
」
の
二
字
を
各
一
一
一
回
く
り
か
え
し
た
異

例
も
あ
る
(
第
五
凶
7
〉。

さ
て
、

四
一
一
一
一
口
句
を
一
字
ず
つ
に
分
離
し
た
ば
あ
い
の
文
字
の
方
向
は
、
同
箔
鏡
お
の
四
字
が
右
廻
り
の
外
向
で
あ
り
、
同
箔
鏡
狙
の
「
天
」

「壬」

「日」

「月」

「日」

「
月
」
の
六
字
が
右
廻
り
の
内
向
で
あ
る
こ
と
は
、
既
述
の
諸
例
と
く
ら
べ
て
、

い
ち
じ
る
し
く
相
違
す
る
も
の
で
は
な
い
。

し
か
し
、
同
箔
鏡
犯
の
四
個
の
方
格
内
の
四
字
が
、
文
様
帯
に
そ
っ
て
右
廻
り
の
横
位
を
と
り
〈
第
五
図
8
)
、
同
箔
鏡
鈍
で
は
左
廻
り
の
横
位
を
と
っ

て
い
る
こ
と
は
、
手
法
を
異
に
す
る
も
の
と
し
て
住
意
を
必
要
と
す
る
。

つ
、
ぎ
に
「
長
宜
子
孫
」

「
君
宜
高
官
」
な
ど
の
吉
祥
匂
を
一
字
、
ず
つ
に
分
離
し
て
文
様
帯
中
に
挿
入
し
た
鏡
を
見
ょ
う
。
こ
の
ば
あ
い
に
は
、
文
字

が
文
様
帯
に
そ
っ
て
右
廻
り
の
横
位
を
と
る
こ
と
を
原
則
と
す
る
(
同
9
〉o

し
か
も
同
箔
鏡
初
・
釘
(
九
型
式
)
お
よ
び
紛
(
ん
型
式
)
は
、
型
式
は
相
違

す
る
が
、

い
ず
れ
も
三
神
一
二
獣
鏡
で
あ
る
こ
と
を
注
意
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
種
の
吉
祥
句
が
横
位
の
表
現
を
と
る
理
由
の
説
明
に
は
、
京
都
府
内
里

⑥
 

古
墳
出
土
の
張
是
作
二
神
四
獣
鏡
に
お
い
て
、
不
完
全
句
を
ふ
く
む
七
言
句
五
旬
、
計
三
二
字
の
銘
帯
中
に
、
さ
ら
に
「
君
」

「
内
且
」

「
志
向
」

「官」

の
各
字
を
お
さ
め
た
方
格
四
個
を
八
字
目
ご
と
に
挿
入
し
、
い
ず
れ
も
右
廻
り
に
表
現
し
た
も
の
や
、
大
阪
府
国
分
茶
臼
山
古
墳
出
土
の
吾
作
四
神
二

@
 

獣
鏡
に
お
い
て
、
七
一
一
一
一
口
句
を
基
本
と
す
る
二

O
字
の
鏡
銘
を
左
廻
り
に
表
現
し
た
あ
い
だ
に
、

「君」

「宜」

「
宮
内
」

「
官
」
の
各
字
を
お
さ
め
た
方

格
四
個
を
、
逆
方
向
の
右
廻
り
に
挿
入
し
た
も
の
な
ど
が
あ
る
こ
と
を
参
照
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
の
変
化
型
式
の
鏡
と
、
通
常

の
三
神
三
獣
鏡
と
の
、

ど
ち
ら
が
先
行
す
る
か
は
容
易
に
断
言
で
き
な
い
が
、
両
者
の
あ
い
だ
に
関
連
が
あ
っ
て
、

一
字
ず
つ
に
分
離
し
た
吉
祥
句
の

表
現
法
が
共
通
す
る
原
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
推
測
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。



以
上
の
鏡
銘
に
つ
い
て
の
検
討
の
結
果
を
、
内
区
の
主
文
に
よ
っ
て
分
類
し
た
型
式
と
の
関
係
に
重
点
を
お
い
て
表
示
し
て
お
く
(
第
四
表
)
0

鏡銘と型式

特印は方格内に十字区画のあることを示す

君民 天日 天新奇誕尚. . . 型
宜1t 五月王

作作 民方. . . . 
高子 日 日 日 日 {乍作• . • 式
部月 月 日 月 銘銘鋪錦

t 
I ¥ ~ 5 4 

6 

7 x 
8 

11 10 
B 

12 

19串 14: 

15 
A 

20 

。 c 

13 E 

22 21 
F1 

23 

24 26* 
Fa 

25 

27 

28 
G 

31 

32 
Jl 

33 

34 

35 J2 

37 36 38 

39 
K1 

41 

4:2 
L1 

40 L2 

第四表文

嚇

一
一
一
角
融
神
轍
鍋
の
内
区
の
外
周
を
め
ぐ
る
文
欄
帯
は
、
若
干
の
例
外
を
除
い
て
、
内
外
一
一
帯
に
よ
っ
て
構
成
す
る
の
が
普
通
で
あ
る
。

櫛

そ
の
う
ち
、
外
側
の
一
帯
は
櫛
繭
文
帯
転
用
い
る
こ
と
を
牒
則

ιす
る
が
、
内
側
の
文
様
帯
は
獣
文
帯
・
出
府
軍
文
帯
・
波
文
帯
の
一
一
一
種
の
い
ず
れ
か
を

用
い
る
こ
と
が
必
ず
く
、
ま
れ
に
鋸
曲
文
帯
ハ
問
怖
鍋
抑
制
〉
や
珠
文
帯
に
か
、
凡
た
も
の
も
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
外
側
に
櫛
歯
文
帯
を
用
い
る
こ
と
は
、
内
区

の
外
周
に
錨
帯
を
め
ぐ
ら
す
織
の
ば
あ
い
に
も
共
激
す
る
心
と
で
あ
る
か
ら
ハ
第
一
一
一
間
〉
、
ま
ず
、
そ
れ
を
除
い
て
、
内
側
の
文
様
帯
を
考
察
の
対
象
と

し
た
い
。
な
如
、
文
様
帯
が
一
一
帯
構
成
に
よ
ら
ぬ
も
の
は
、
櫛
噛
文
の
一
帯
の
み
を
用
い
た
同
箔
鏑
げ
や
、
銘
帯
ま
た
は
文
様
帯
の
内
側
に
も
櫛
歯
文

帯
を
用
い
た
問
箔
鍋
3
・
舗
な
ど
の
ほ
か
は
、
外
側
の
櫛
品
開
文
帯
を
省
略
し
て
獣
文
帯
の
み
を
用
い
た
も
の
〈
第
六
図
5
〉
で
あ
る
か
ら
(
同
箔
鏡

m
-

M

抑
・
釘

-m
・
紛
・
制
〉
、
便
宜
上
、
ニ
帯
構
成
に
よ
る
獣
文
帯
の
ば
あ
い
に
L

準
じ
て
と
り
あ
っ
か
う
こ
と
に
す
る
。

さ
て
、
こ
こ
で
獣
文
帯
と
総
称
す
る
も
の
の
う
ち
に
は
~
従
来
、
種
々
に
よ
び
わ
け
て
き
た
文
様
を
ふ
く
ん
で
い
る
。
た
と
え
ば
、
同
箔
鏡
2
の
闘

一
二
九



獣文帯と唐草文帯第6図

一一ニ

O

(1) 20， (2) 22， (3) 25， (4) 32. (5) 36， (6)椿井大塚山鏡， (7) 18， (8) 29， (9)・同 19

像
帯
や
、
同
箔
鏡
時
の
画
文
帯
(
第
六
図
7
)
な
ど
は
、
そ
れ
ら
を
獣
文
帯
と
区
別
す
る
こ
と
に
、
相
当
の
理
由
を
も
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
獣
文
帯
あ



る
い
は
獣
帯
と
よ
ん
で
き
た
も
の
の
う
ち
に
も
、
厳
密
に
い
え
ば
、

四
足
獣
ハ
同
1
1
3
)
の
み
で
な
く
、

人
(
同
4
〉
・
鳥
(
同
5

・
6
〉
・
蛙
・
魚
(
同

2
〉
と
、

文
帯
と
総
称
す
る
こ
と
に
し
た
の
は
、

5
)
な
ど
の
図
形
を
ふ
く
む
も
の
や
、

い
ま
ま
で
獣
文
帯
と
よ
ん
で
き
た
も
の
を
二
種
に
大
別
し
て
、
同
一
の
要
素
を
く
り
か
え
し
た
も
の
(
同
1

・

第
五
表
で
は
、

前
者
を
同
形
と
し
、

後
者
を
異
形
と

玄
武
〈
同
6
)
の
存
在
を
標
識
と
し
て
四
神
の
要
素
を
ふ
く
む
と
考
え
う
る
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
ら
を
あ
え
て
獣

異
種
の
要
素
を
配
列
し
た
も
の
〈
同
3
1
7
〉
と
の
区
別
を
重
視
す
る
た
め
で
あ
る
。

名
づ
け
て
表
示
し
た
。
画
像
帯
や
画
文
帯
が
異
形
の
う
ち
に
は
い
る
こ
と
は
、

獣文帯・唐草文帯と型式

8 

16 唐草文帯

18 獣文帯 在・外向
A 

19 唐草文帯 大小 12 6 6 外向

20 獣文帯 同形 8 右・外向 8 外向

21 獣文帯 同形 8 右・外向 8 外向

22 獣文帯 同形 8 右・内向 8 内向 F1 

23 獣文帯 同形 8 右・内向 8 内向

24 獣文帯 同形 8 左・外向 8 内向

25 獣文帯 異形 8 右・外向 8 外向 F2 

26 麿草文帯 大小 8 4 4 外向

27 鋸歯文帯 4 4 内向
G 

28 獣文帯 同形 8 右・外向 4 4 内向

区

7

I
U
 

域
寸

~右外向!
7 1右・外向|

第五表

=__1竺主竺|異形

5 I獣文帯 l異形

い
う
ま
で
も
あ
る
ま
い
。
た
だ
し
、
唐
草
文
帯
の
ば
あ
い
に
は
、
同
形

I 

30 唐草文帯 大小 12 6 6 

31 獣文帯 異形 8 右・外向 4 4 外向

32 獣文帯 異形 8 右・外向 4 4 横 J1 

33 唐草文帯 異形 8 4 4 外向

34 獣文帯 異形 8 右・外向 4 4 横

36 獣文帯 異形 12 右・外向 8 4 横

37 獣文帯 異形 12 右・外向 6 6 横
K1 

38 獣文帯 同形 8 右・外向 4 4 内向

39 獣文帯 同形 8 右・外向 4 4 外向

40 獣文帯 異形 7 右・外向 4 3 横 L2 

41 獣文帯 異形 12 左・外向 6 6 内向

42 獣文帯 異形 6 右・外向 6 内向
L1 

43 K1 

10 

10 10戸両

|唐草加|同形

[獣文帯|異形

29 

一
一一一一
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〈
第
六
図
8
〉
・
異
形
の
区
別
の
ほ
か
に
、

「
大
小
」
と
い
う
第
三
の
種
類
を
設
け
た
。

こ
れ
は
、

要
素
と
し
て
は
同
一
で
あ
る
が
、
単
位
図
形
に
大
小

の
相
違
が
あ
る
(
向

9
-
m〉
こ
と
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
獣
文
帯
に
つ
い
て
は
、

そ
の
獣
形
の
体
位
が
原
則
と
し
て
左
右
の
い
ず
れ
を
向
く
か
を
表
示
し
、

ま
た
、

そ
れ
は
鏡
の
外
周
か
ら
見
る
形

〈
第
六
図
1
)

か
、
中
心
か
ら
見
る
形
(
同
2
)
か
を
、
外
向
・
内
向
の
語
で
区
別
し
た
。
獣
形
の
体
位
が
左
を
向
く
も
の
は
す
く
な
く
、
同
箔
鏡
u
m
(
同

7
〉・
M
m

・
4
の
三
例
に
と
ど
ま
る
こ
と
は
、

鋳
型
に
彫
刻
す
る
ば
あ
い
に
は
左
を
向
く
形
に
す
る
の
が
自
然
で
あ
り
、

鋳
造
し
た
鏡
で
は
右
を
向
く

結
果
に
な
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
当
然
と
い
え
よ
う
。
た
だ
、
上
記
の
一
一
一
例
に
お
い
て
左
を
向
く
形
を
用
い
た
こ
と
に
、
共
通
し
た
理
由
が
あ
る
か
否

か
は
わ
か
ら
な
い
。
こ
れ
に
た
い
し
て
、
獣
形
を
鏡
の
中
心
か
ら
見
る
形
に
表
現
し
た
内
向
の
実
例
は
、
単
像
式
四
神
四
獣
鏡
に
属
す
る
民
型
式
の
同

箔
鏡

m
-
m
の
二
例
に
か
、
ぎ
り
、
他
は
す
べ
て
外
向
の
表
現
を
と
っ
て
い
る
。
こ
の
両
鏡
に
お
い
て
、

と
く
に
獣
形
が
内
向
す
る
こ
と
は
、
そ
の
獣
文

帯
が
同
形
の
く
り
か
え
し
で
あ
り
、
文
様
帯
中
に
お
い
て
、
個
々
の
獣
形
を
配
置
す
る
た
め
に
方
格
を
使
用
し
、
そ
の
方
格
中
に
挿
入
し
た
「
天
王
」

「
日
月
」
の
文
字
が
内
向
す
る
こ
と
(
第
六
凶
2
)
に
よ
っ
て
、

い
ち
お
う
は
説
明
で
き
る
。
し
か
し
、
方
格
中
に
挿
入
し
た
文
字
が
内
向
す
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
獣
形
は
外
向
と
し
た
鏡
は
、
そ
れ
よ
り
も
多
い
か
ら
(
同
箔
鏡

M
-
m
・
お
・
姐
・
位
)
、

や
は
り
、
こ
れ
を
特
殊
現
象
と
し
て
注
意
す
べ
き

で
あ
ろ
う
。
唐
草
文
帯
の
ば
あ
い
に
は
、

そ
の
単
位
図
形
、
が

S
字
形
の
構
図
を
と
る
た
め
、
左
向
・
右
向
の
区
別
も
、
外
向
・
内
向
の
区
別
も
立
て
る

こ
と
が
で
き
な
い
。

つ
ぎ
に
文
様
帯
を
構
成
す
る
図
形
の
数
に
は
、
六
・
七
・
八
・
一

0
・
二
一
個
の
五
種
を
見
る
が
、
六
個
一
例
、

七
個
二
例
、

一
O
個
二
例
、

個
五
例
の
ほ
か
は
、

八
個
の
も
の
が
一
五
例
あ
っ
て
六

O
%を
占
め
る
。
い
ま
、
こ
の
八
個
の
図
形
を
用
い
た
ば
あ
い
に
つ
い
て
、
文
様
帯
を
方
格
八

個
に
よ
っ
て
区
分
す
る
も
の
と
、
乳
四
個
と
方
格
四
個
と
に
よ
っ
て
区
分
す
る
も
の
と
を
分
け
て
み
る
と
、
前
者
は

A
-
R
-
R型
式
の
四
神
四
獣
鏡

に
六
例
、
後
者
は
九
・

G
型
式
の
四
神
四
獣
鏡
、

T
山
型
式
の
二
神
二
獣
鏡
、
九
型
式
の
三
神
三
獣
鏡
と
、
各
種
の
鏡
式
に
わ
た
っ
て
八
例
を
見
る
。
こ

の
う
ち
、
両
者
に
わ
た
る
も
の
が
巳
型
式
の
み
で
あ
る
こ
と
を
注
意
し
て
お
き
た
い
。
あ
る
い
は
、

A
型
式
の
一
例
を
除
け
ば
、
両
者
が
と
も
に
単
像

式
の
諸
鏡
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
に
、

い
っ
そ
う
重
要
な
意
味
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
な
お
、
残
り
の
一
例
は
乳
八
個
に
よ
っ
て
区
分
し
た
獣
文
帯



竜
虎
鏡
ハ
同
箔
鏡
2
〉
で
あ
る
。

以
上
の
事
実
は
、
方
格
お
よ
び
乳
を
用
い
て
文
様
帯
を
八
区
分
す
る
こ
と
が
、
内
区
の
主
文
の
構
成
が
四
区
画
で
あ
る
か
六
区
画
で
あ
る
か
の
区
別

と
は
、
関
連
性
を
も
た
ぬ
慣
例
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
傍
証
を
あ
た
え
る
も
の
と
し
て
、
文
様
帯
を
一
二
区
分
す
る
五
鏡
を
検
討
し
ょ

う
。
そ
の
う
ち
の
四
例
は
方
格
六
個
と
乳
六
個
と
を
用
い
、

一
例
の
み
は
方
格
四
個
と
乳
八
個
と
を
用
い
て
い
る
。
こ
れ
を
内
区
の
主
文
の
区
画
数
と

対
照
す
る
と
、

四
区
闘
に
属
す
る

A
-
L両
型
式
の
各
一
例
は
、
方
格
六
個
と
乳
六
個
と
を
用
い
て
、
あ
き
ら
か
に
文
様
帯
は
六
区
間
の
方
法
に
よ
っ

て
い
る
。
こ
れ
に
た
い
し
て
、
内
区
が
六
区
間
に
属
す
る
九
型
式
二
例
と
ム
型
式
一
例
と
の
ば
あ
い
は
、
両
型
式
の
各
一
例
が
方
格
六
個
と
乳
六
個
と

を
用
い
て
い
る
こ
と
は
当
然
と
も
い
え
る
が
、
九
型
式
の
一
例
は
方
格
四
個
と
乳
八
個
と
を
用
い
て
、
文
様
帯
は
四
区
画
の
方
法
に
よ
っ
た
こ
と
を
示

し
て
い
る
。

な
お
、

さ
き
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
文
様
帯
を
構
成
す
る
図
形
の
数
が
一

O
個
の
も
の
は
こ
例
に
と
ど
ま
る
が
、
そ
れ
は
二
神
二
獣
鏡
系
統
の

I
型

式
(
同
箔
鋭
幼
〉
と
三
神
三
獣
鏡
の
九
型
式
〈
同
箔
鏡
錦
〉
と
に
わ
か
れ
、
ま
た
前
者
は
唐
草
文
帯
ハ
第
六
図
8
〉
を
、
後
者
は
獣
文
帯
を
用
い
な
が
ら
、

と

も
に
乳
一

O
個
を
も
っ
て
単
位
図
形
を
区
画
す
る
点
は
一
致
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
実
は
、
中
国
製
一
一
一
角
縁
神
獣
鏡
と
し
て
は
大
き
な
意
味
を
も
た

ぬ
と
し
て
も
、
仇
製
三
角
縁
神
獣
鏡
の
ほ
と
ん
ど
が
、
獣
文
帯
と
唐
草
文
帯
と
の
い
ず
れ
を
用
い
る
ば
あ
い
に
も
、
乳
一

O
個
を
も
っ
て
文
様
帯
を
区

画
し
て
い
る
こ
と
に
、
き
わ
め
て
緊
密
な
関
連
を
も
つ
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

文
様
帯
を
櫛
歯
文
帯
と
波
文
帯
と
で
構
成
す
る
も
の
は
、
同
箔
鏡
と
し
て
は
竜
虎
鏡
〈
3
)
と
三
神
三
獣
鏡
系
の
一
群
(
“
l

組
〉
と
に
集
中
し
て
い
る

⑬

⑩

 

が
、
岡
山
湯
迫
車
城
古
墳
出
土
の

A
型
式
鏡
や
、
岐
阜
県
い
ち
り
ん
山
古
墳
出
土
の

H
型
式
鏡
や
、
伝
熊
本
県
八
代
郡
出
土
の
W
型
式
鏡
〈
付
図
二
六
〉

な
ど
、
他
の
型
式
に
も
稀
に
そ
の
例
を
見
る
。
し
か
し
、
内
区
の
主
文
と
の
関
係
に
お
い
て
固
定
し
て
い
る
の
は
、
や
は
り
波
文
帯
竜
虎
鏡
と
波
文
帯

⑩
 

三
神
一
ニ
獣
鏡
と
で
あ
る
。
た
だ
、
前
者
の
ば
あ
い
は
、
波
文
帯
の
内
側
に
も
櫛
歯
文
帯
を
用
い
る
に
た
い
し
て
、
後
者
で
は
波
文
帯
が
た
だ
ち
に
内
区

の
界
閣
と
隣
接
し
て
い
る
相
違
が
あ
る
。
な
お
、
文
様
帯
と
し
て
好
ん
で
波
文
帯
を
使
用
す
る
点
で
も
、

H
-
W
両
型
式
は
特
殊
性
を
示
し
て
い
る
。

文
様
帯
の
説
明
を
う
ち
切
る
た
め
に
は
、

は
じ
め
に
詳
し
い
論
及
を
さ
け
た
櫛
歯
文
帯
に
つ
い
て
、

つ
け
く
わ
え
て
お
き
た
い
こ
と
が
あ
る
。
そ
も

一一一一一一一
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一
三
四

そ
も
、
こ
の
文
様
帯
の
名
称
は
、
文
様
帯
を
形
成
す
る
内
外
二
条
の
円
圏
の
あ
い
だ
を
、

ほ
ぼ
平
行
す
る
直
線
で
う
ず
め
た
状
態
を
、
櫛
の
歯
に
な
ぞ

ら
え
た
命
名
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、

ほ
ぼ
平
行
す
る
直
線
と
い
う
の
も
、
全
体
と
し
て
見
れ
ば
、
鏡
の
直
径
の
方
向
に
走
る
放
射
状
の
直
線
の
一

部
で
あ
る
こ
と
を
理
想
と
す
る
。
多
く
の
三
角
縁
神
獣
鏡
で
は
、
櫛
歯
文
帯
を
構
成
す
る
平
行
線
の
方
向
を
、
ほ
ぼ
こ
の
理
想
に
近
い
状
態
に
表
現
し

て
い
る
が
ハ
第
四
図
1
)
、

一
部
の
鏡
に
は
、
こ
と
さ
ら
に
、
こ
れ
を
斜
位
に
表
現
し
た
も
の
が
あ
る
(
同
2
)
。
す
な
わ
ち
、
櫛
歯
文
帯
の
平
行
線
を
斜

位
に
表
現
し
た
同
箔
鏡
は
、

9
-
m
・
K
M

〈同
2
)
・
M
m

・
問

(
第
六
凶
9
・

m〉・

M
m
-
m
-
m
(同
4
)
・
M
・
お
・
必
の
一
一
例
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ

れ
、
な
ん
ら
か
の
意
味
で
特
殊
性
を
示
す
鏡
で
あ
る
こ
と
を
注
意
し
て
お
き
た
い
。

C
型
式
に
属
す
る
9
は
、
外
区
の
波
文
帯
の
内
側
に
珠
文
を
加
え
た
特
殊
な
表
現
を
用
い
て
い
る
以
外
に
、
そ
も
そ
も

C
型
式
が
斜
位

の
櫛
歯
文
帯
の
使
用
を
慣
習
と
す
る
型
式
で
あ
る

o
mは
B
型
式
の
う
ち
で
は
「
張
氏
作
鏡
」
に
属
し
、
鎧
座
に
珠
文
圏
を
加
え
た
特
殊
例
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、

A
型
式
に
属
す
る
日
・
時

-mの
三
鏡
の
う
ち
、
日
が
四
言
句
の
鏡
銘
を
用
い
、

か
つ
外
区
の
波
文
帯
を
省
略
し
て
い
る
こ
と
は
、
す
で
に
指
摘
し
た
。

凶
は
唐
草
文
帯
の
一
部
に
全
文
二
一
字
の
短
い
鏡
銘
を
挿
入
す
る
異
例
の
方
法
を
用
い
、
"
と
丸
型
式
の
お
と
は
、
方
格
内
に
十
字
の
区
闘
を
用
い
た

⑧
 

少
数
例
に
相
当
す
る
。
な
お
、
京
都
府
椿
井
大
塚
山
古
墳
出
土
鏡
に
も
、

方
格
の
十
字
区
画
と
斜
位
の
櫛
歯
文
帯
と
を
併
用
し
た
一
例
が
あ
る
(
第
六

図
6
〉
。
つ
、
ぎ
に

L
型
式
に
属
す
る
初

-m
・
川
崎
は
、

の
ち
に
述
べ
る
よ
う
に
、
内
行
花
文
乳
を
用
い
た
四
例
中
の
一
一
一
例
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、

m
・

M
は
獣
文
帯
中
に
「
天
」

「
王
」

「
日
」

「
月
」
の
四
字
を
横
位
に
配
置
(
第
五
図
8
)
し
た
二
例
に
相
当
し
、
加
は
τ
山
型
式
と
し
て
は
唯
一
の
、
文
様

帯
と
内
区
と
の
界
圏
外
側
に
弧
形
文
を
用
い
た
稀
例
に
属
す
る
(
第
七
図
8
〉
。
お
は
ま
た

L
型
式
の
唯
一
例
で
あ
り
、

「
尚
方
作
寛
」
の
鏡
銘
を
も
ち
、

銘
帯
の
内
側
に
も
櫛
歯
文
帯
を
加
え
た
特
殊
鏡
で
も
あ
る
。
九
型
式
に
属
す
る
必
が
獣
文
帯
の
区
画
に
一

O
個
の
乳
を
用
い
た
特
殊
例
で
あ
る
こ
と
は
、

ま
た
す
で
に
述
べ
た
。
た
だ
し
、
以
上
の
よ
う
な
特
殊
性
を
も
っ
鏡
に
か
、
ぎ
っ
て
、
な
ぜ
櫛
歯
文
帯
を
斜
位
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
と
い

う
疑
問
を
だ
す
と
、
そ
の
必
然
性
ま
で
は
説
明
で
き
な
い
。

⑮
 

最
後
に
、
仇
製
三
角
縁
神
獣
鏡
の
う
ち
に
、
こ
の
櫛
歯
文
帯
の
位
置
を
外
区
に
移
し
た
異
例
の
一
鏡
が
あ
る
こ
と
を
付
記
し
て
お
き
た
い
。
そ
れ
は

佐
賀
県
谷
口
古
墳
・
福
岡
県
銚
子
塚
古
墳
・
大
阪
府
ヌ
ク
谷
北
古
墳
か
ら
同
箔
鏡
の
出
土
を
見
た
も
の
で
、

「
吾
作
明
寛
」
で
は
じ
ま
る
一
四
字
の
鏡



銘
を
鋳
出
し
て
は
い
る
が
、
そ
れ
を
仇
製
鏡
と
判
定
す
る
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
こ
の
櫛
歯
文
帯
の
位
置
も
ま
た
有
効
で
あ
ろ
う
。

5 

細
部
の
表
現
に
よ
る
検
討

神
織
の
鞭
現

三
角
縁
神
獣
鏡
に
お
い
て
、
内
区
の
主
文
を
構
成
す
る
も
の
は
神
像
と
獣
形
と
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
神
像
の
表
現
が
原
則
と
し
て

正
面
形
の
坐
像
を
用
い
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。
し
か
し
、
な
か
に
は
像
形
が
左
右
対
照
で
な
く
、
斜
前
方
を
向
く
形
を
と
る
も
の
や
、
む
し
ろ
側

神像の表現

(1) 19. (2) 12， (3) ~答弁大城山鏑， (4) ;椿井大域山鏡， (5) 18， (6)・(7)29， (8) 30 

第7図
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一一一一六

面
形
と
見
る
一
冊
き
も
の
も
若
干
あ
り
、
ま
れ
に
立
像
も
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
、
あ
る
正
面
脇
市
の
一
神
像
に
た
い
し
て
、
従
属
的
な
性
格
を
あ
ら
わ
す
ば

あ
い
に
使
用
す
る
こ
と
が
多
い
ハ
第
七
図
5

1
ま
た
、
神
像
の
ほ
と
ん
ど
は
、
前
面
の
み
を
弧
形
の
浮
彫
で
あ
ら
わ
す
か
(
同
1

・
3

・
5
・
6

・
8
〉、

象
徴
的
に
両
端
を
渦
状
に
巻
哲
こ
ん
だ
弧
線
で
あ
ら
わ
し
た
ハ
向
2
V
神
鹿
の
上
に
す
わ
っ
た
形
に
表
現
す
る
。
こ
の
神
座
は
、
ま
れ
に
そ
の
下
部
が

⑫
 

湾
曲
し
た
花
茎
状
に
つ
づ
い
た
り
ハ
問
4
1
花
茎
状
の
表
現
を
と
も
な
う
こ
と
が
あ
る
ハ
向
指
鏡
日
〉
の
で
、
平
面
形
は
円
形
の
も
の
で
あ
り
、
上
記
の

形
状
は
そ
の
簡
略
形
と
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
神
像
の
頭
上
に
は
、
冠
の
表
現
一
を
加
え
た
も
の
が
多
い
。
冠
の
形
状
は
種
々
で
一
定
し
な

い
が
、
大
別
す
れ
ば
、
頂
部
に
三
個
の
突
越
を
な
ら
べ
た
も
の
ハ
問
3
〉
と
、
両
端
が
渦
状
に
巻
き
あ
が
っ
た
も
の
(
同
1

・
2

・
5

・
6

・
8
〉
と
が
い

ち
じ
る
し
い
。
前
者
に
は
個
々
の
突
起
が
逆
三
角
形
に
近
い
も
の
や
、
線
表
現
の
も
の
も
あ
る
。
後
者
に
は
中
央
に
突
起
を
そ
え
た
も
の
や
、
そ
え
な

い
も
の
が
あ
る
。
か
り
に
前
者
を
三
山
越
、
後
者
を
渦
状
冠
と
よ
ん
で
、
以
下
の
記
述
を
簡
略
化
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
た
だ
し
、
神
像
区
の
主
像
で

あ
り
な
が
ら
、
冠
の
表
現
を
お
こ
な
わ
ぬ
も
の
も
あ
る
。

さ
て
、
こ
れ
ら
の
神
像
の
う
ち
に
東
王
父
・
西
王
母
を
表
現
し
た
も
の
が
あ
る
こ
と
は
、
同
箔
鏡
路
に
お
い
て
、
隣
接
す
る
こ
個
の
神
像
の
中
間
に
、

そ
れ
ぞ
れ
「
東
王
父
」

「
商
王
母
」
の
文
字
を
挿
入
し
た
実
例
を
見
る
ほ
か
、
鏡
銘
中
に
こ
の
両
神
人
の
名
を
挙
げ
た
も
の
が
あ
る
事
実
に
よ
っ
て
、

ほ
ぼ
推
鱗
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
す
べ
て
の
三
角
縁
神
獣
鏡
を
と
り
あ
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
々
の
神
像
に
つ
い
て
、

ど
れ
が
東
王
父
で
あ
り
、

ど
れ
が
西
王
母
で
あ
る
か
を
決
定
し
よ
う
と
す
る
の
は
、
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。

た
と
え
ば
、
神
像
の
傍
に
神
人
名
を
明
記
し
た
同
箔
鏡
時
の
ぱ
あ
い
に
は
、

「
東
玉
父
」
の
文
字
の
向
か
っ
て
右
に
あ
る
神
像
は
三
山
冠
を
か
ぶ
り
、

「
西
王
母
」
の
文
字
の
左
右
に
あ
る
神
像
は
渦
状
冠
を
か
ぶ
っ
て
い
る
の
で
、

い
ち
お
う
は
、
冠
形
の
相
違
が
両
神
人
の
区
別
を
あ
ら
わ
す
こ
と
も
予

⑮
 

「
王
母
」
の
文
字
を
そ
え
た
静
岡
県
松
林
山
古
墳
鏡
の
ば
あ
い
も
、
こ
れ
と
冠
形
は
一
致
す
る
。
し

想
で
き
そ
う
で
あ
る
。
一
一
個
の
神
像
に
「
王
父
」

か
し
、

そ
こ
ま
で
厳
密
な
表
現
の
区
別
が
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
よ
う
と
す
る
と
、
あ
ら
た
め
て
、

一
面
の
鏡
に
、
東
王
父
あ
る
い
は
西
王
母
を
二
像
な

ら
べ
て
表
現
し
た
理
由
の
説
明
が
困
難
に
な
る
。
さ
ら
に
、

A
型
式
に
属
す
る
同
箔
鏡
mm
や
、
民
型
式
に
属
す
る
幻
、

G
型
式
に
属
す
る
幻
な
ど
で
は
、

四
個
の
神
像
の
す
べ
て
が
三
山
冠
を
か
ぶ
っ
て
い
る
し
、

B
型
式
に
属
す
る
同
箔
鏡
H
・
u
(
第
七
図
2

・
第
八
図
1
〉
で
は
三
個
の
神
像
が
、

ま
た
A



型
式
に
属
す
る
帥
ハ
第
七
凶
1
〉
で
は
四
個
の
神
像
が
、
す
べ
て
渦
状
冠
を
か
ぶ
っ
て
い
る
の
で
、
も
し
冠
の
形
状
に
よ
っ
て
東
王
父
と
西
王
母
と
を
区

別
で
き
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
い
ず
れ
か
一
方
の
み
を
、
一
二
像
な
い
し
四
像
も
表
現
し
た
鏡
が
あ
る
こ
と
を
承
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
結
果
と
な
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
一
一
一
角
縁
神
獣
鏡
の
型
式
分
類
を
目
的
と
す
る
本
稿
で
は
、
こ
れ
以
上
、
こ
の
問
題
に
立
ち
い
る
こ
と
を
避
け
、
詳
論
は
他
の
機
会

に
ゆ
ず
り
た
い
。

む
し
ろ
本
稿
で
解
決
を
必
要
と
す
る
こ
と
は
、

A
型
式
の
特
殊
例
と
し
て
あ
げ
た
若
干
の
鏡
に
お
い
て
、
そ
の
神
像
区
に
三
像
の
表
現
を
見
る
も
の

や、

H
・
I
両
型
式
の
神
像
区
に
見
る
二
像
の
表
現
の
解
釈
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
獣
形
の
配
列
法
に
よ
り

A
型
式
の
特
殊
例
と
し
た
鏡
の
う
ち
、
神
像
区

⑤

⑬

 

二
区
を
一
ニ
像
形
式
と
し
た
も
の
に
京
都
府
内
盟
古
墳
鏡
や
岡
山
県
湯
迫
車
塚
古
墳
鏡
が
あ
り
、
一
区
の
み
を
一
ニ
像
形
と
し
た
も
の
に
兵
庫
県
牛
谷
天
神

⑤
 

山
古
墳
鏡
が
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
湯
迫
車
塚
鏡
の
ば
あ
い
は
、
す
べ
て
の
神
像
が
渦
状
冠
を
か
ぶ
り
、
牛
谷
鏡
の
ば
あ
い
は
、
他
の
神
像
区
の
二
像
が

渦
状
冠
で
あ
る
の
に
た
い
し
て
、
問
題
の
神
像
区
の
一
ニ
像
は
い
ず
れ
も
三
山
冠
を
か
ぶ
っ
て
い
る
。
た
だ
内
里
鏡
の
ば
あ
い
は
、
細
部
が
判
然
と
し
な

い
が
、
中
央
像
の
渦
状
冠
に
た
い
し
て
、
右
の
一
像
は
三
山
冠
を
か
ぶ
る
と
い
う
相
違
は
あ
る
。
し
か
し
、
一
ニ
像
形
式
の
す
べ
て
に
共
通
す
る
こ
と
は
、

中
央
像
の
み
が
大
き
く
て
正
面
形
で
、
両
側
の
二
像
は
小
さ
く
て
斜
な
い
し
側
面
形
を
用
い
て
お
り
、
そ
の
聞
に
主
副
の
区
別
を
示
す
点
で
あ
る
。
な

お
、
以
上
の
三
鏡
の
う
ち
、
内
里
鏡
は
張
是
作
銘
、
牛
谷
鏡
は
陳
是
作
銘
で
あ
る
う
え
に
、

い
ず
れ
も
銘
帯
中
に
「
君
宜
高
官
」
の
四
一
一
一
口
句
を
、
方
格

内
に
一
宇
ず
つ
収
め
て
並
用
す
る
と
い
う
特
殊
な
表
現
も
共
通
し
て
い
る
。
ま
た
湯
迫
車
塚
鏡
は
文
様
帯
と
し
て
波
文
帯
を
用
い
て
い
る
点
で
、

A
型

式
と
し
て
は
異
例
に
属
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

つ
ぎ
に
、
両
神
像
区
に
そ
れ
ぞ
れ
ニ
像
を
並
置
し
た

H
型
式
の
ば
あ
い
を
見
ょ
う
。
滋
賀
県
古
富
波
山
古
墳
鏡
ハ
付
図
二
五
〉
は
、
正
面
形
の
主
像
を

向
か
っ
て
在
に
、
斜
を
向
く
副
像
を
向
か
っ
て
右
に
あ
ら
わ
し
、

一
方
の
神
像
区
で
は
主
像
が
渦
状
ロ
却
を
、
副
像
が
一

山
冠
を
か
ぶ
る
こ
と
が
あ
き
ら

か
で
あ
る
。
こ
の
鏡
は
陳
氏
作
銘
の
七
言
句
に
よ
る
銘
帯
を
め
ぐ
ら
す
ほ
か
、
獣
形
区
の
両
獣
形
が
頭
位
を
縦
に
し
て
い
る
こ
と
、
乳
座
に
車
輪
闘
を

@
 

用
い
る
こ
と
な
ど
に
特
殊
性
を
示
し
て
い
る
。
岐
阜
県
い
ち
り
ん
山
古
墳
鏡
は
、
向
か
っ
て
右
が
主
像
で
、
向
か
っ
て
在
が
副
像
で
あ
る
こ
と
を
識
別

で
き
る
。
た
だ
し
、
主
副
両
像
の
大
き
さ
に
は
大
差
が
な
い
が
、
副
像
の
一
つ
は
あ
き
ら
か
に
斜
を
向
く
。
獣
形
の
頭
位
は
横
に
な
っ
て
い
る
が
、
文

一一二七



一
三
八

様
帯
と
し
て
珠
文
を
そ
え
た
波
文
帯
を
用
い
、
銀
座
の
有
節
重
弧
文
圏
の
外
周
に
鋸
歯
文
圏
を
用
い
る
こ
と
も
、
波
文
帯
一
一
一
神
三
獣
鏡
系
の
手
法
に
類

似
す
る
。
こ
れ
に
た
い
し
て
町
型
式
に
属
す
る
伝
熊
本
県
八
代
郡
出
土
鏡
(
付
図
二
六
)
は
、
神
像
区
の
二
像
が
ほ
ぼ
同
大
で
、
か
つ
、

と
も
に
正
面
形

を
と
り
、
正
副
の
区
別
を
つ
け
に
く
い
。
た
だ
、
獣
形
は
頭
位
を
縦
に
し
、
文
様
帯
と
し
て
波
文
帯
を
用
い
て
い
る
こ
と
は
、

H
型
式
の
両
鏡
の
特
色

を
あ
わ
せ
も
つ
も
の
と
も
い
え
て
、
こ
の
鏡
の
特
殊
性
を
示
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
ほ
か
に
、
銘
帯
の
各
字
聞
に
小
乳
を
挿
入
し
て
い
る
こ
と
に
よ

X
型
式
と
し
て
一
括
し
た
鏡
の
う
ち
に
、
内
区
の
神
像
獣
形
の
配
置
か
ら
い
え
ば
町
型
式
に
相
当
す
る
も
の
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
同
箔
鏡
8

@
 

は
神
像
区
の
二
像
が
ほ
ぼ
同
大
の
正
面
形
を
と
り
、
正
副
の
区
別
を
つ
け
に
く
い
も
の
で
あ
り
、
大
阪
府
間
分
茶
臼
山
古
墳
鏡
は
、
正
面
形
の
主
像
と

っ
て
、

斜
を
向
く
副
像
と
の
区
別
を
明
示
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
主
像
は
三
山
冠
と
渦
状
冠
と
に
表
現
を
か
え
た
も
の
で
あ
る
。
以
上
の
説
明
は
、
資
料
の
細
部
に

言
及
し
す
ぎ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
は
H
-
W
両
型
式
が
特
殊
性
の
多
い
不
安
定
な
型
式
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
よ
う
と
し
た
た
め
で
あ
る
o

こ
れ
に
た
い
し
て
、
神
像
区
の
一
方
の
み
に
二
個
の
神
像
を
配
置
す
る

I
-
Y
両
型
式
は
、

は
る
か
に
安
定
性
が
強
い
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
両
型
式

の
鏡
で
は
、
そ
の
一
区
に
並
置
し
た
二
個
の
神
像
を
い
ず
れ
も
側
面
形
と
し
、
二
像
が
向
か
い
あ
っ
た
形
に
す
る
特
徴
が
あ
る
。
し
か
も
、

ー
型
式
に

属
す
る
同
箔
鏡
却
で
は
、
そ
の
二
像
が
渦
状
の
尾
を
も
つ
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
〈
第
七
図
7
)
。
そ
れ
と
と
も
に
、
他
方
の
神
像
区
の
一
神
像
に
は
神

座
の
表
現
が
あ
る
の
に
(
同
6
)
、
並
置
し
た
二
像
に
は
そ
れ
が
な
い
。
同
じ
く

I
型
式
に
属
す
る
大
阪
府
紫
金
山
古
墳
鏡
や
、

Y
型
式
に
属
す
る
奈
良

⑬
 

県
鏡
作
神
社
蔵
鏡
(
付
図
二
八
)
で
は
、
こ
の
尾
の
表
現
は
変
形
し
て
し
ま
っ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
神
座
の
表
現
を
お
こ
な
わ
ぬ
点
は
共
通
す
る
。
し

た
が
っ
て
、

-
-
Y型
式
に
お
け
る
こ
像
並
置
の
神
像
は
、
他
方
の
神
像
区
の
主
像
に
た
い
し
て
、
副
像
と
し
て
の
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
り
、
神
像

区
自
身
に
主
副
の
区
別
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
尾
を
も
っ
姿
の
副
像
に
関
連
す
る
も
の
と
し
て
、
T

ム
型
式
に
属
す
る
同
箔
鏡
却
の
神
像
を
紹
介

し
て
お
き
た
い
。
こ
の
鏡
で
は
二
区
の
神
像
区
に
、
そ
れ
ぞ
れ
三
山
冠
を
か
ぶ
る
神
像
と
、
渦
状
冠
を
か
ぶ
る
神
像
と
を
配
置
し
て
、
二
像
の
表
現
を

⑮
 

区
別
し
て
い
る
。
し
か
も
後
者
の
傍
に
は
、
人
頭
竜
身
の
小
像
を
側
面
形
の
表
現
を
用
い
て
そ
え
て
い
る
(
第
七
図

8
1

獣
形
の
頭
位
と
頭
向

三
角
縁
神
獣
鏡
に
お
い
て
内
区
の
主
文
の
一
半
を
し
め
る
獣
形
に
つ
い
て
は
、
型
式
分
類
の
段
階
で
は
、
も
っ
ぱ
ら
そ
の
体



縦
位
を
と
る
も
の
と
横
位
を
と
る
も
の
と
の
区
別
で
あ
る
。

向
の
み
を
問
題
と
し
た
。
し
か
し
、
さ
ら
に
注
意
を
必
要
と
す
る
の
は
、
頭
位
の
表
現
に
も
二
種
の
相
違
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
頭
位
が

こ
こ
で
縦
位
と
い
い
横
位
と
い
う
の
は
、
頭
頂
と
顎
と
を
結
ぶ
中
心
線
が
、
鏡
の
直
径
の
方
向
に
そ
う
も
の
を
縦
位
(
第
八
図
1

・
2
左
〉
と
し
、
直

直
径
の
方
向
と
一
致
せ
ず
、

径
に
直
向
す
る
も
の
を
横
位
(
同
3
〉
と
よ
び
わ
け
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
若
干
の
注
釈
を
必
要
と
す
る
。
そ
の
一
は
、
か
な
ら
ず
し
も

し
い
て
い
え
ば
斜
位
に
あ
た
る
も
の
(
同
2
右
)
は
、
特
殊
な
ば
あ
い
を
除
い
て
、
便
宜
上
、
縦
位
・
横
位
の
う
ち
に
ふ
く

め
て
と
り
あ
つ
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
二
は
、
そ
も
そ
も
縦
位
・
横
位
を
区
別
す
る
理
由
と
し
て
、
一
…
一
角
縁
神
獣
鏡
に
お
け
る
獣
形
の
頭
部
の
表

9
 

現
は
、
原
則
と
し
て
そ
れ
を
正
面
か
ら
見
た
形
と
す
る
事
実
を
前
提
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
獣
形
の
体
部
は
つ
ね
に
側
面
形
を
用
い
る
か
ら
、
な
か

属
す
る
同
箔
鏡
必
(
し
型
式
)
の
よ
う
に
、

一
個
の
獣
形
の
頭
部
を
横
位
と
し
、
二
個
は
側
面
形
を
用
い
た
例
外
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

に
は
、
二
神
二
獣
鏡
に
属
す
る
同
箔
鏡
お
(
ん
型
式
)
の
よ
う
に
、
二
個
の
獣
形
の
頭
部
が
と
も
に
側
面
形
を
用
い
た
も
の
ハ
同
5
〉
や
、
一
ニ
神
三
獣
鏡
に

さ
て
、
頭
位
の
縦
横
と
型
式
と
の
関
係
を
第
六
表
に
よ
っ
て
見
る
と
、
横
位
の
採
用
は

X
-
I
-
L
の
一
一
一
型
式
に
集
中
す
る
現
象
で
あ
る
こ
と
を
知

る
。
と
く
に
、

-
-
L両
型
式
に
属
す
る
同
箔
鏡
の
す
べ
て
に
お
い
て
、
そ
の
獣
形
の
頭
位
が
横
位
を
と
る
こ
と
は
、

y
h
型
式
の
一
鏡
(
同
箔
鏡
お
)
が

一
三
九

獣形の表現

(1) 12， (2) 10， (3) 29， (4) 5， (5) 35 

第8図
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O

型式

逆・同

K2 

K1 

K1 

c 

L2 

L1 

x 

A 

L. 

B 

L1 

M 

B 

J1 

JI 

I 

獣形の体向・調向と顕位

頼向

問

逆

問横

横

位頭

縦

向

左1

右 1左1

二

第六表

5 

5 

2 

4 

2 

11・12

14，，-，20 

30，，-，33 

36，，-，39 

43・44

10 

13 

26 

29 

34 

40 

42 

46 

47 

48 

9 

側
面
形
を
用
い
て
い
る
こ
と
を
あ
わ
せ
て
、
二
神
二
獣
鏡
系
統
の
諸
型
式
で
は
、
こ
と
さ
ら
に
縦
位
の
頭
位
を
さ
け
る
傾
向
が
強
い
こ
と
を
一
不
す
も
の

さ
き
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、

H
型
式
に
属
す
る
滋
賀
県
古
富
波
山
古
墳
鏡
ゃ
、
町
型
式
に
属

す
る
伝
熊
本
県
八
代
郡
出
土
鏡
に
、
二
個
の
獣
形
の
頭
位
を
縦
位
と
し
た
も
の
が
あ
る
。
た
だ
し
こ
の
事
実
は
、
ま
た
四
神
二
獣
鏡
と
し
て
の
構
成
を

と
し
て
注
意
し
て
お
き
た
い
。
し
い
て
例
外
を
探
せ
ば
、

と
る

H
・
町
両
型
式
が
、

一
般
の
二
神
二
獣
鏡
と
は
相
違
す
る
と
こ
ろ
の
多
い
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

う
ち
の
同
箔
鏡
8
の
内
区
は
町
型
式
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
問
題
と
す
べ
き
も
の
は
、
や
は
り
、
一
二
角
縁
神
獣
鏡
の
う
ち
で
、
ほ
と

し
か
し
、
陳
氏
作
小
乳
銘
鏡
と
で
も
よ
ぶ
べ
き
X
型
式
は
、
内
区
の
構
成
の
点
で
は
、
四
区
画
と
六
区
画
と
を
ふ
く
む
混
成
型
式
で
あ
る
が
、
そ
の

ん
ど
二
神
二
獣
鏡
系
統
の
鏡
式
の
み
が
、
頭
位
を
横
位
に
し
た
獣
形
を
採
用
し
た
理
由
で
あ
る
。
も
と
よ
り
、
そ
の
解
決
は
早
急
に
は
困
難
で
あ
る
が
、



そ
れ
が
中
国
鏡
と
し
て
き
わ
め
て
特
異
な
現
象
で
あ
る
こ
と
は
、
内
区
の
構
成
に
お
い
て
二
神
二
獣
鏡
と
類
似
す
る
闘
像
鏡
で
は
、
か
え
っ
て
二
個
の

獣
形
の
頭
位
・
頭
向
の
統
一
を
さ
け
、
縦
位
・
横
位
・
同
向
・
逆
向
な
ど
を
混
用
し
て
、
変
化
を
あ
た
え
る
こ
と
に
努
力
し
て
い
る
事
実
と
比
較
し
て

も
、
容
易
に
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
も
せ
よ
、
二
神
二
獣
鏡
に
見
る
獣
形
の
頭
位
を
横
位
と
し
た
現
象
の
特
異
性
を
強
調
す
る
の
は
、
仇

製
一
一
一
角
縁
神
獣
鏡
の
ば
あ
い
に
、
ほ
と
ん
ど
が
一
一
一
神
一
一
一
獣
鏡
の
鏡
式
に
属
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
獣
形
の
頭
位
の
み
は
中
国
鏡
と
相
違
し
て
、
横
位

を
用
い
る
も
の
が
は
な
は
だ
多
い
と
い
う
事
実
と
の
あ
い
だ
に
、
関
連
が
あ
る
こ
と
を
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

な
お
、
頭
位
と
と
も
に
頭
向
を
と
り
あ
げ
た
の
は
、
獣
形
の
頭
部
を
側
面
形
(
第
八
岡
4
〉
と
し
た
ば
あ
い
に
、
し
ば
し
ば
体
向
と
頭
向
と
を
逆
に
す

る
も
の
ハ
同
5
〉
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
頭
位
が
横
位
で
あ
る
ば
あ
い
に
は
、
体
向
と
頭
向
と
を
同
じ
に
す
る
も
の
が
多
い
が
、
ま
れ
に
こ
れ
を

逆
広
し
た
も
の
が
あ
る
。
第
六
表
の
頭
向
欄
に
「
同
」

「
逆
」
と
の
み
記
入
し
た
の
は
、
体
向
と
同
方
向
か
逆
方
向
か
を
意
味
し
て
い
る
。
つ
い
で
な

が
ら
、
第
六
表
に
は
鏡
式
を
記
入
し
て
い
な
い
が
、
そ
れ
は
獣
形
数
に
よ
っ
て
推
定
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。

傘
松
形
の
配
置
法

さ
き
に
内
区
の
主
文
を
な
す
神
像
・
獣
形
の
配
置
に
よ
っ
て
型
式
を
分
類
す
る
段
階
で
は
、

C
型
式
に
つ
い
て
の
み
、
さ
ら
に

各
区
の
中
央
に
傘
松
形
の
表
現
を
も
つ
こ
と
に
言
及
し
た
。
た
し
か
に
、
一
一
一
角
縁
神
獣
鏡
の
諸
型
式
の
う
ち
で
、
傘
松
形
の
図
形
の
用
法
が
同
定
し
て

い
る
の
は
、
こ
の

C
型
式
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
、
第
七
表
に
示
す
よ
う
に
、
内
区
に
傘
松
形
の
図
形
を
併
用
す
る
こ
と
は
、
四
神
四
獣
鏡
・
一
一
一
神
五

獣
鏡
お
よ
び
二
神
二
獣
鏡
の
ば
あ
い
に
は
、
か
な
ら
ず
し
も
め
ず
ら
し
い
現
象
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
む
し
ろ
注
意
を
喚
起
し
た
い
こ
と
は
、
一
一
一

神
三
獣
鏡
の
ば
あ
い
に
は
、
九
・
凡

-
L
・
M
の
諸
型
式
に
わ
た
っ
て
、
い
ず
れ
も
傘
松
形
の
図
形
を
用
い
た
も
の
が
な
い
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
た

だ
し
、
し
型
式
に
属
す
る
特
殊
鏡
似
の
よ
う
に
、
傘
松
形
の
図
形
を
用
い
た
例
外
を
の
ぞ
け
ば
、
し
型
式
も
こ
の
う
ち
に
加
算
で
き
る
。
ま
た
、
同
箔

鏡
州
制
(
凡
型
式
〉
・
日
制
〈
T
H
型
式
〉
な
ど
に
見
る
松
盛
形
の
図
形
を
、
こ
れ
に
か
わ
る
も
の
と
し
て
解
釈
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

一
一
一
神
三
獣
鏡
を
除
い
て
、
さ
ら
に
傘
松
形
の
図
形
を
用
い
な
い
鏡
を
さ
が
せ
ば
、
単
像
式
の
四
神
四
獣
鏡
に
同
箔
鏡
幻
・
犯

(
G
型
式
〉
が
あ
り
、
同

じ
く
二
神
二
獣
鏡
に
同
箔
鏡

m
ハ
I
型
式
〉
と
お
(
T
M
型
式
)
と
が
あ
る
。
既
知
の
同
箔
鏡
の
範
囲
で
は
、

G
・
I
・
-
山
の
三
型
式
に
属
す
る
鏡
は
、
い
ち

四
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お
う
、
こ
こ
に
列
挙
し
た
四
鏡
で
全
部
を
つ
く
し
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
三
塑
式
も
ま
た
傘
松
形
の
表
現
を
用
い
な
い
型
式
と
い
い
う
る
可
能
性
が

あ
る
が
、

一
例
に
と
ど
ま
る
も
の
は
断
定
を
ひ
か
え
た
い
。
た
だ

G
型
式
の
二
例
に
つ
い
て
は
、
同
じ
く
単
像
式
の
四
神
四
獣
鏡
に
属
す
る

1
・
R
両

を
重
視
し
て
も
よ
か
ろ
う
。

型
式
が
、

C
型
式
に
つ
い
で
、
か
な
り
固
定
し
た
傘
松
形
の
用
法
を
示
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
と
の
対
照
に
お
い
て
、
傘
松
形
を
用
い
て
い
な
い
事
実

さ
て
、

p
h

・
R
両
担
式
に
お
け
る
傘
松
形
の
用
法
を
一
一
一
一
口
で
い
え
ば
、
釦
を
結
ん
で
一
直
線
上
に
位
置
す
る
二
個
の
乳
を
基
端
と
し
て
、
こ
の
図
形

を
二
個
に
か
、
ぎ
っ
て
使
用
す
る
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
条
件
を
満
た
す
二
個
の
乳
は
、

一
面
の
鏡
に
つ
い
て
二
組
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

か
つ
民
型
式
の
ば
あ
い
に
は
、
現
実
に
そ
の
二
組
の
変
化
が
あ
る
。
す
で
に
説
明
し
た
こ
と
で
あ
る
が
、
民

-
R両
型
式
の
主
文
を
構
成
す
る
獣
形
の

一
個
の
神
像
を
中
に
し
て

体
向
は
、
右
を
向
く
も
の
と
左
を
向
く
も
の
と
が
二
個
ず
つ
あ
り
、
乳
を
無
視
し
て
い
え
ば
、
体
向
を
異
に
す
る
二
獣
は
、

対
向
す
る
と
も
、
こ
れ
と
直
角
の
位
置
に
あ
る
神
像
を
中
に
し
て
背
向
す
る
と
も
、
両
様
に
見
る
こ
と
の
で
き
る
関
係
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
傘
松
形



の
図
形
を
配
置
す
る
た
め
に
二
個
の
乳
を
選
定
す
る
ば
あ
い
に
も
、

そ
れ
に
よ
っ
て
二
分
し
た
各
二
区
に
お
い
て
、

二
個
の
獣
形
が
対
向
す
る
も
の

(
同
箔
鏡

m
-
m
)
と
、
背
向
す
る
も
の
(
同
箔
鏡

m
-
m
・
お
・

mm
〉
と
が
、
必
然
的
に
わ
か
れ
る
結
果
と
な
る
。
た
だ
し
、
こ
の
六
面
の
同
箔
鏡
に
つ
い

⑧
 

て
い
え
ば
、
獣
形
が
対
向
す
る
二
両
と
背
向
す
る
一
面
(
同
箔
鏡
幻
)
と
は

R
型
式
で
あ
り
、
背
向
す
る
他
の
一
一
一
面
は
す
べ
て
九
型
式
で
あ
る
。
こ
の
事

実
が
な
に
を
意
味
す
る
か
と
い
う
と
、
さ
き
に
民

-
R両
型
式
は
、
主
文
の
配
置
の
み
に
よ
っ
て
い
え
ば
、
相
互
に
反
転
し
た
関
係
に
あ
る
と
説
明
し

た
が
、
あ
ら
た
め
て
傘
松
形
の
位
置
を
加
え
て
再
検
討
す
れ
ば
、
民
型
式
の
う
ち
で
獣
形
の
背
向
す
る
も
の
の
み
が
九
型
式
と
反
転
関
係
に
あ
り
、
同

じ
民
型
式
で
も
傘
松
形
に
よ
っ
て
分
割
し
た
二
区
内
の
獣
形
が
対
向
す
る
も
の
は
、
そ
れ
と
反
転
関
係
に
あ
る
鏡
を
民
型
式
の
う
ち
に
見
い
だ
し
て
い

な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
以
上
の
事
実
を
↓
感
知
し
た
う
え
で
、

hh
・
R
両
型
式
を
、
傘
松
形
の
図
形
の
用
法
が
ほ
ぼ
一
定
し
た
型
式
と
し
て
認
め
る

こ
と
に
し
た
い
。

な
お
、
四
個
の
傘
松
形
を
各
区
の
中
央
に
配
置
す
る

C
型
式
で
は
、
傘
松
形
が
全
体
と
し
て
十
字
形
の
構
成
を
と
る
の
で
、

R
-
R両
型
式
に
見
る

よ
う
に
、
乳
を
基
端
と
し
て
各
区
の
境
界
に
傘
松
形
を
配
置
し
、
そ
れ
が
十
字
形
の
構
成
を
と
る
配
置
も
原
理
的
に
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
試

⑧
 

み
に
そ
の
実
例
を
探
す
と
、

A
型
式
で
は
岡
山
県
観
音
山
古
墳
鏡
が
あ
り
、

B
型
式
で
は
同
箔
鏡
"
が
そ
れ
に
相
当
す
る
。
し
か
し
、
同
じ
く

B
型
式

に
属
す
る
同
箔
鏡
日
・
ロ
の
ば
あ
い
は
、
神
像
区
の
右
側
の
傘
松
形
が
乳
の
位
置
か
ら
ず
れ
(
第
七
図
2
1
か
つ
右
側
の
獣
形
区
の
中
央
に
第
五
の
傘

松
形
を
追
加
し
て
い
る
(
第
八
図
1
〉
の
で
、
乳
を
基
端
と
す
る
傘
松
形
の
十
字
形
配
置
法
は
、

い
わ
ば
試
作
の
段
階
に
と
ど
ま
り
、
ど
の
型
式
に
お
い

て
も
定
着
す
る
に
い
た
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

外
区
内
側
斜
面

三
角
縁
神
獣
鏡
の
外
区
は
、
内
区
に
く
ら
べ
て
厚
み
を
増
し
て
作
る
の
で
、
そ
の
内
側
に
わ
ず
か
な
斜
面
な
い
し
段
が
で
き
る
。

こ
の
斜
面
に
は
装
飾
を
行
な
わ
ぬ
鏡
も
す
く
な
く
な
い
が
(
第
六
図
8
〉
、
そ
れ
よ
り
も
多
い
の
は
、
こ
こ
に
も
鋸
歯
文
を
使
用
す
る
鏡
で
あ
る
(
同

1
1

3

・
5
l
7
・

9
)
。
た
だ
し
、
ま
れ
に
は
弧
形
文
〈
問
4
)
を
も
っ
て
鋸
歯
文
に
か
え
た
鏡
も
あ
る
(
同
箔
鏡
招
・
必
〉
。
試
み
に
、
こ
の
部
分
に
鋸
歯
文

を
使
用
す
る
こ
と
の
有
無
と
、
内
区
の
主
文
の
型
式
と
の
関
係
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
そ
れ
に
は
、
鋸
歯
文
ま
た
は
弧
形
文
を
使
用
し
な
い
鏡
の
み
を

一
四
三



外区内側斜面に装飾のない鏡

種鏡

6 X 

7 X 陳氏作小乳銘帯鏡

8 X 

9 C 複像式四神四獣鏡

27 G 

28 
単像式四神四獣鏡

G 

29 I 

33 J1 

34 J1 

二神二獣鏡

35 J2 

39 K1 

41 L1 獣文帯三神三獣鏡

1 

式|

|獣文帯竜虎鏡

第八表

同箔鏡番号|型

2 

波文帯三神三獣鏡

L

L

L

L

M

 

44 

45 

46 

ば
、
ま
ず
こ
こ
に
鋸
歯
文
を
用
い
な
い
こ
と
を
、

そ
の
型
式
の
特
徴
と
す
る
も
の
は
、

銘
帯
に
多
数
の
小
乳
を
挿
入
し
た
陳
氏
作
銘
の

X
型
式
(
第
四

い
い
か
え
れ

47 

48 

一
四
四

摘
出
し
て
表
示
す
れ
ば
明
瞭
に
な
る
。

す
な
わ
ち
、
外
区
内
側
斜
面
に
鋸
歯
文
な
ど
の
装

飾
を
使
用
し
な
い
鏡
は
、
第
八
表
に
示
し
た
よ
う
に
、

ま
ず
同
箔
鏡
で
は
、

型
式
記
号
を
つ
け
な
か
っ
た

獣
文
帯
竜
虎
鏡
(
同
箔
鏡
2
〉
を
は
じ
め
、

X
・
C

G
・
I
-
L
・
T
h
・
九
・
九
・

LA
・
L
・
M
の
諸
型

同
箔
鏡
に
は
該
当
す
る
も
の
を

市
川
}

見
な
い

M
型
式
を
も
ふ
く
ん
で
い
る
。

式
に
わ
た
る
ほ
か
、

新
作
徐
州
銘
四
神
四
獣
鏡
の

C
型
式
と
、
単
像
式
四
神
四
獣
鏡
の
う
ち
の

G
型
式
と
、
二
神
二
獣
鏡
の
う
ち
の

I
型
式
と
、
三
神
一
二
獣
鏡

の
う
ち
の

M
-
M
両
型
式
と
で
あ
る
と
い
え
る
o

さ
ら
に
二
神
二
獣
鏡
の
ム

-
L両
型
式
と
、
三
神
一
一
一
獣
鏡
の
民
・
凡

-
L
-
L四
型
式
と
は
、
そ
の

図
1
〉
と
、

一
部
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。
た
だ
し
、
最
後
に
あ
げ
た
三
神
三
獣
鏡
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
た
め
て
、
こ
れ
を
内
区
の
外
周
に
獣
文
帯
を
め
ぐ
ら
す
も
の

と
、
波
文
帯
を
め
ぐ
ら
す
も
の
と
に
分
け
る
と
、
後
者
の
波
文
帯
三
神
三
獣
鏡
は
、
そ
の
型
式
は

L
-
L
-
v
h
・
孔

M

・
M
・M
M

と
多
様
で
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
全
部
が
外
区
内
側
斜
面
に
鋸
歯
文
を
用
い
な
い
点
で
共
通
す
る
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
う
ち
で
も
、

と
く
に
銘
帯
の
表
現
の
特
殊
性
に
よ
っ
て
分
類
し
た

X
型
式
と
、
内
区
に
お
け
る
傘
松
形
の
用
法
が
固
定
し
、

か
っ

鏡
銘
が
四
一
言
句
に
一
定
し
た
新
作
徐
州
銘
の

C
型
式
と
、
波
文
帯
三
神
三
獣
鏡
と
の
三
者
が
、
さ
ら
に
外
区
内
側
斜
面
に
鋸
歯
文
を
用
い
な
い
特
色
を

あ
わ
せ
も
つ
こ
と
を
強
調
し
て
お
き
た
い
。

乳
座
と
銃
座

三
角
縁
神
獣
鏡
の
乳
に
は
、
乳
座
を
も
た
ね
素
乳
(
第
九
図
1
)
と
、
各
種
の
乳
座
を
も
つ
も
の
と
が
あ
る
。
乳
座
の
種
類
を
円
圏
陸



飾
を
加
え
た
も
の
を
、
内
行
花
文
乳
(
同
2
)

と
命
名
し
て
区
別
す
れ
ば
六
種
類
と
な
る
。

(同
3
〉
・
珠
文
間
座
(
同
5

・
6
〉
・
振
文
閤
座
(
同
4
〉
・
車
輪
圏
座
ハ
同
7
)
の
四
種
に
大
別
し
、
そ
の
ほ
か
に
、
乳
の
下
部
周
囲
に
内
行
花
文
状
の
装

こ
の
う
ち
、

車
輪
閤
座
と
い
う
の
も
新
し
い
仮
称
で
、
従

る
た
め
に
は
、
さ
ら
に
内
行
花
文
圏
座
(
同
8
〉
の
一
種
を
加
算
す
る
必
要
が
あ
る
。

F
A品
、

D

、

J
J
φ
4
 

来
は
「
粗
な
涙
文
圏
」
な
ど
と
よ
ば
れ
て
き
た
も
の
に
相
当
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
表
に
あ
げ
た
四
八
種
の
向
箔
鏡
に
つ
い
て
乳
座
の
種
類
を
表
示
す

第
九
表
に
お
い
て
、
乳
数
と
し
て
4
ま
た
は
6
と
表
示

し
た
の
は
、
向
時
に
内
区
を
分
割
し
た
区
数
を
示
す
。
ま
た
、
振
文
圏
座
お
よ
び
車
輪
閤
座
に
つ
い
て
左
・
右
の
区
別
を
記
入
し
た
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
圏
内
を
う
ず
め
る
弧
線
の
方
向
を
示
す
も
の
で
、
乳
に
接
近
す
る
内
側
端
を
基
準
と
し
て
、
弧
形
が
向
か
っ
て
右
に
時
曲
す
る
も
の
を
右
と
し
、
左

に
噂
曲
す
る
も
の
ハ
第
九
図
2

・
4

・
7
〉
を
左
と
略
記
し
た
。

さ
て
、
第
九
表
に
よ
っ
て
、
乳
と
鏡
の
型
式
と
の
相
関
関
係
を
見
る
と
、

A
・
B
・
C
・
E
・
R
-
R
の
諸
型
式
に
わ
た
り
、
四
神
四
獣
鏡
お
よ
び

乳と乳座の表現

(1)素手L14， (2)内行花文乳 32，(3)門閣gE21， 
(4)振文圏距 28，(5)珠文閤鹿 3，

(6)味文閤座椿井大塚山鏡， (列車輪国座 48，

(8)内行1E文悶距 1，

~~ 9図

一
四
五



乳および乳座と型式

l箔鏡番。司 乳素 行花ま内 円 振車 珠男花文座圏
弧線方の向

型

潤文輸文
圏圏閤

鹿座座座 式

1 6 
• 3 4 
4 4 
5 4 

6 4 
右右7 6 X 

8 4 

9 

6 

右 L1 
6 

6 

一
四
六

6 

左

6 

A 

J1 

-

&

、
6

・A0
4

2

4

E

L

Y

A

K

L

一

K

K

L

一
L

M 

式
は
素
乳
を
用
い
る
こ
と
が
多
く
、

H
-
w
u
型
式
を
不
安
定
な
も
の
と
し
、

左

6 

左6 

6 

右
左

4 

a品
τ

d吐
必
品

E
Aせ
d
U
1

4 

4 

6 
6 

45 

13 

29 

0
1
2
3
4
一
5

q
d
q
d
q
o
q
o
q
d

一
q
o

48 

三
神
五
獣
鏡
は
、
複
像
式
と
単
像
式
と
を
問
わ
ず
、
素
乳
ま
た
は
円
周
座
の
う
ち
の
い
ず
れ
か
を
用
い
る
傾
向
が
顕
著
で
あ
る
。
た
だ
し
、
単
像
式
四

4 

4 

神
四
獣
鏡
の
う
ち
で
も
G
型
式
に
は
、
振
文
圏
座
を
使
用
す
る
も
の
(
同
箔
鋭
部
〉
を
見
い
だ
す
。
な
お
、
同
箔
鏡
以
外
の
資
料
を
参
照
し
て
も
、

C
型

⑩
 

D
型
式
の
二
例
も
ま
た
素
乳
で
あ
る
。
ま
た
、
二
神
二
獣
鏡
系
の

I
-
Y
-
L
-
Lの
諸
型
式
は
、
す
べ
て
採
文

第九表

い
4 

4 

圏
座
を
使
用
し
、
か
っ
、
ェ
型
式
で
は
同
時
に
内
行
花
文
乳
を
組
み
あ
わ
せ
て
用
い
る
傾
向
が
強
い
。
と
こ
ろ
が

H
・
町
型
式
の
ば
あ
い
は
、
滋
賀
県

2 

古
富
波
山
古
墳
鏡
〈
付
図
二
五
〉
が
車
輪
閤
座
を
用
い
て
い
る
か
と
思
え
ば
、
他
の
二
例
は
簡
単
な
円
閤
座
を
用
い
て
い
る
。
こ
れ
は
神
像
に
つ
い
て
、

4 

4 

4 

4 

4 

4 

-
-
Y型
式
を
安
定
性
の
強
い
も
の
と
述
べ
た
こ
と
を
裏
づ
け
る
事
実
で
あ
る
。
な
お
、
内
行
花
文
乳
を
振
文

圏
座
以
外
の
乳
座
に
組
み
あ
わ
せ
た
も
の
は
管
見
の
う
ち
に
は
な
い
。
つ
、
ぎ
に
三
神
二
一
獣
鏡
系
の
ば
あ
い
は
、
型
式
と
乳
の
種
類
と
の
関
係
が
複
雑
で

4 

27 
28 



あ
っ
て
、
し
型
式
に
素
乳
の
、
九
型
式
に
円
閤
座
の
使
用
例
を
見
る
が
、
主
調
と
し
て
は
、
獣
文
帯
三
神
三
獣
鏡
に
は
採
文
圏
座
を
、
波
文
帯
三
神
一
一
一

X
型
式
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た

獣
鏡
に
は
車
輪
閤
座
を
好
ん
で
使
用
し
た
と
い
え
る
。
な
お
、
採
文
簡
鹿
を
多
く
使
用
す
る
型
式
と
し
て
、

ぃ
。
こ
の
ほ
か
、
珠
文
閤
座
は
同
箔
鏡
2
・
3
の
二
種
の
竜
虎
鏡
と
A
型
式
に
属
す
る
京
都
府
椿
井
大
塚
山
古
墳
出
土
の
一
鏡
(
第
九
凶
6
〉
に
、
内
行

花
文
閥
座
は
同
箔
鏡
1
の
竜
虎
獣
帯
鏡
に
使
用
例
を
見
る
も
の
で
あ
る
。

釦
践
は
乳
座
に
く
ら
べ
て
変
化
が
す
く
な
い
。

す
な
わ
ち
、
大
別
す
れ
ば
円
閤
座
〈
第
一

O
図

1γ
珠
文
円
圏
座
(
同

2γ
鋸
爾
文
閤
座
(
向
4
)

お
よ
び
有
節
電
弧
文
閤
座
(
同
3
〉
の
四
種
と
な
る
が
、
同
箔
鏡
訂
の
珠
文
円
閤
座
の
外
周
に
鋸
歯
文
闘
を
加
え
た
銀
座
を
一
種
と
数
え
れ
ば
五
種
と
も

組座の表現第10図

い
え
る
。
あ
る
い
は
、
珠
文
円
閤
座
は
円
閤
座
の
外
周
に
珠
文
閣
を
加

(1)円圏直17，(2)珠文円圏座10，(3)有節重弧文圏直20，(4)鋸歯文樹鹿48

え
た
も
の
と
し
て
、
こ
れ
を
円
閤
座
の
う
ち
に
ふ
く
め
て
三
種
と
す
る

こ
と
も
で
き
よ
う
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
一
一
一
角
縁
神
獣
鏡
の
銀
座
と
し
て
、
圧
倒
的
に
多

い
も
の
は
有
節
重
弧
文
圏
座
で
あ
っ
て
、
第
一

O
表
に
示
す
よ
う
に
、

複
像
式
・
単
像
式
を
問
わ
ず
、
ほ
と
ん
ど
の
型
式
に
使
用
例
を
見
る
。

さ
ら
に
同
箔
鏡
以
外
の
資
料
を
加
え
る
と
、

D
-
H
-
w
-
Y
-
M
の

諸
型
式
を
追
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、

し
い
て
欠
除
す
る
型

式
を
挙
げ
る
と
、

B
・
E
・

-ω・
M
の
諸
型
式
と
な
る
。
こ
の
う
ち
、

B
型
式
の
三
神
五
獣
鏡
に
有
節
重
弧
文
圏
座
の
使
用
例
を
見
な
い
こ
と

が
、
同
箔
鏡
以
外
の
ば
あ
い
に
も
通
性
で
あ
る
な
ら
ば
、
重
要
な
特
色

と
考
え
ね
ば
な
る
ま
い
。
今
後
の
検
討
を
ま
つ
べ
き
問
題
で
あ
る
。
つ

ぎ
に
多
い
も
の
は
円
圏
座
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
使
用
す
る
型
式
数
は
、

一
四
七



第一0表組距と型式

一
四
八

昨

48 

K1 

日
「

K1 

同
同
i
(
|
い一同「ハげ一同一

恥f

A 

G 

I 

• • 

•• 

e . 

• 

• 

• • • 

• 

• • 
• • • 
• 

e， 

• 

• 

座

円

圏

L竺

• 
• 

• 
• 

企竺J

同

箔

鏑

番

号

13 

27 

28 

43 

44 

29 

35 

40 

45 

46 

47 

9 

有
節
重
弧
文
閥
座
の
ば
あ
い
の
半
分
に
も
お
よ
ば
な
い
。
た
だ
し
、
そ
こ
に
欠
除
し
て
い
た

B
・
E
両
型
式
を
ふ
く
む
こ
と
を
注
意
し
て
お
き
た
い
。

な
お
、
こ
れ
に
珠
文
円
閤
躍
を
合
算
す
れ
ば
、
か
ろ
う
じ
て
み
型
式
の
一
例
を
ふ
く
む
こ
と
に
は
な
る
が
、
円
閤
座
の
み
を
釦
座
と
す
る
同
箔
鏡
の
う

ち
に
、
二
神
ニ
獣
鏡
系
の
鏡
を
見
な
い
こ
と
も
、
検
討
を
必
要
と
す
る
問
題
で
あ
る
。
鋸
歯
文
閤
座
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を
用
い
る
同
箔
鏡
幻
・
紛
が
、

と
も
に
波
文
帯
一
一
一
神
三
獣
鏡
に
属
す
る
こ
と
を
強
調
す
る
に
と
ど
め
る
。

6 

結

誼一山

神
像
・
獣
形
の
表
現
や
傘
松
形
の
配
置
法
、
あ
る
い
は
乳
・
乳
座
お
よ
び
銀
座
な
ど
の
細
部
に
わ
た
っ
て
詳
細
に
検
討
し
て
み
た
。
そ
の
結
果
を
、
あ

内
区
主
文
の
配
置
法
に
よ
っ
て
お
こ
な
っ
た
三
角
縁
神
獣
鏡
の
型
式
分
類
の
適
否
を
知
る
た
め
に
、
こ
れ
を
銘
帯
お
よ
び
文
様
帯
の
表
現
、
内
区
の

ら
た
め
て
各
型
式
の
特
色
と
し
て
列
挙
し
、
も
っ
て
本
稿
の
結
語
に
か
え
る
こ
と
に
し
た
い
。

A 

型

い
ず
れ
も
対
向
型
と
す
る
。
長
文
の
銘
帯
を
も
つ
も
の
は
七
言

式

複
像
式
四
神
四
獣
鏡
。
二
つ
の
獣
形
区
に
お
け
る
こ
獣
の
表
現
を
、

句
を
好
む
傾
向
を
示
し
、
正
口
作
鏡
が
多
い
が
某
氏
作
鏡
も
あ
る
。

「
天
王
日
月
」
の
四
字
は
一
個
の
方
格
に
収
め
て
用
い
る
。
乳
は
素
乳
ま
た
は
円
圏



B 

型

座
乳
、
銀
座
は
円
圏
座
ま
た
は
有
節
重
弧
文
圏
座
。
神
像
の
数
を
か
え
て
特
殊
な
変
形
を
試
み
た
も
の
を
見
る
。

一
方
の
神
像
区
に
お
い
て
向
か
っ
て

式

複
像
式
三
神
五
獣
鏡
。
二
つ
の
獣
形
区
に
お
け
る
二
獣
の
表
現
を
、

い
ず
れ
も
対
向
型
と
し
、

右
の
一
像
を
獣
形
に
か
え
る
。
た
だ
し
、

一
方
の
獣
形
区
の
一
獣
を
半
身
形
と
す
る
。
七
一
一
一
口
句
に
よ
る
長
文
の
銘
帯
を
も
ち
、
吾
作
鏡
の
ほ
か
に
某
氏

C 

型

作
鏡
が
あ
る
。
乳
は
素
乳
ま
た
は
円
閤
座
乳
、
釦
座
は
円
閤
座
な
い
し
珠
文
円
周
座
。

式

複
像
式
四
神
四
獣
鏡
。
二
つ
の
獣
形
区
に
お
け
る
二
獣
の
表
現
を
、

一
区
は
対
向
型
と
し
、
他
区
は
背
向
型
と
す
る
。
神
像
区
・
獣

「
新
作
明
党
」
ま
た
は
「
新
作
大
克
」
で
は
じ
ま
り
、

「
銅
出
徐
州
、
師
出
洛
陽
」
の
対
句
を
ふ
く
b

形
区
と
も
、
す
べ
て
中
央
に
傘
松
形
を
お
く
。

D 

型

四
一
一
一
一
口
句
に
よ
る
長
文
の
銘
帯
を
も
っ
。
外
区
内
側
斜
面
に
装
飾
な
し
。
乳
は
素
乳
、
銀
座
は
有
節
重
弧
文
閤
座
。

式

中
間
式
四
神
間
獣
鏡
。
向
か
っ
て
右
に
神
像
を
、
左
に
獣
形
を
お
く
こ
区
と
、
左
に
神
像
を
、
右
に
獣
形
を
お
く
二
区
と
を
交
互
に

配
列
す
る
。
四
個
の
獣
形
は
交
互
に
異
方
向
を
向
く
。
乳
は
素
乳
、
釦
座
は
有
節
重
弧
文
圏
座
。

E 

型

配
置
す
る
。
四
個
の
獣
形
は
す
べ
て
向
か
っ
て
右
を
向
く
。
七
一
一
一
口
句
に
よ
る
長
文
の
銘
帯
を
も
っ
吾
作
鏡
。
乳
は
素
乳
、
銀
座
は
円
閤
座
。

単
像
式
四
神
四
獣
鏡
。
四
区
と
も
向
か
っ
て
右
に
神
像
を
、
左
に
獣
形
を
お
く
。
四
個
の
獣
形
は
交
互
に
異
方
向
を
向
く
。
鈍
を
結

Fl 

型

式

中
間
式
四
神
四
獣
鏡
。
向
か
っ
て
右
に
神
像
を
、
左
に
獣
形
を
お
く
こ
区
と
、
左
に
神
像
を
、
右
に
獣
形
を
お
く
こ
区
と
を
交
互
に

式

ん
で

直
線
上
に
位
置
す
る
二
個
の
乳
の
み
に
傘
松
形
を
用
い
る
。

「
天
王
」
〈
七
個
〉
「
日
月
」
(
一
個
〉
の
二
字
ず
つ
を
一
個
の
方
格
に
収
め
て
用
い

F2 

型

る
こ
と
が
多
い
。
乳
は
素
乳
ま
た
は
円
閤
座
乳
、
釦
座
は
有
節
重
弧
文
閤
座
。

式

単
像
式
四
神
四
獣
鏡
。
四
区
と
も
向
か
っ
て
左
に
神
像
を
、
右
に
獣
形
を
お
く
。
四
個
の
獣
形
は
交
互
に
異
方
向
を
向
く
。
釦
を
結

ん
で
一
直
線
上
に
位
置
す
る
こ
個
の
乳
の
み
に
傘
松
形
を
用
い
る
。

「
天
王
」
(
七
個
〉
「
日
月
」
(
一
個
)

の
二
字
ず
つ
を
一
個
の
方
格
に
収
め
て
用
い

G 

製

る
こ
と
が
多
い
。
乳
は
素
乳
、
釦
庫
は
有
節
電
一
弧
文
困
座
。

式

単
像
式
四
神
四
獣
鏡
。
四
区
と
も
向
か
っ
て
左
に
神
像
を
、
右
に
獣
形
を
お
く
。
四
個
の
獣
形
は
す
べ
て
向
か
っ
て
右
を
向
く
。
傘

松
形
を
用
い
な
い
。

「
天
王
日
月
」
の
四
字
を
一
個
の
方
格
に
収
め
て
用
い
る
。
外
区
内
側
斜
面
に
装
飾
な
し
。
乳
は
円
圏
座
ま
た
は
挟
文
閤
座
乳
、

一
四
九
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銀
座
は
円
圏
座
ま
た
は
有
節
重
弧
文
圏
座
。

四
神
二
獣
鏡
。
神
像
区
は
い
ず
れ
も
二
神
を
並
置
す
る
。
二
個
の
獣
形
は
向
か
っ
て
右
を
向
く
。
乳
は
円
圏
座
ま
た
は
車
輪
閤
座
乳
、

H 

型

式

銀
座
は
有
節
重
弧
文
閤
座
ま
た
は
さ
ら
に
鋸
歯
文
圏
を
そ
え
る
。
特
殊
性
の
多
い
不
安
定
な
型
式
。

H' 

型

式

四
神
二
獣
鏡
。
神
像
区
は
い
ず
れ
も
二
神
を
並
置
す
る
。
二
個
の
獣
形
は
異
方
向
を
向
く
。
乳
は
円
圏
座
乳
、
加
盟
座
は
有
節
重
弧
文

閤
座
。
特
殊
性
の
多
い
不
安
定
な
型
式
。

I 

型

式

三
神
二
獣
鏡
。

一
方
の
神
像
区
に
冠
お
よ
び
神
座
の
表
現
を
欠
い
た
側
面
形
の
二
神
を
並
置
す
る
。
二
個
の
獣
形
は
向
か
っ
て
右
を

向
き
、
頭
部
を
横
位
と
す
る
。
乳
は
採
文
閤
座
乳
、
加
盟
座
は
有
節
重
弧
文
閤
座
。

l' 

型

式

三
神
二
獣
鏡
。

一
方
の
神
像
区
に
冠
お
よ
び
神
座
の
表
現
を
欠
い
た
側
面
形
の
二
神
を
並
置
す
る
。
二
個
の
獣
形
は
異
方
向
を
向
き
、

頭
部
を
横
位
と
す
る
。
乳
は
涙
文
圏
座
乳
、
銀
座
は
有
節
重
弧
文
閤
座
。

J1 

型

二
神
二
獣
鏡
。
一
一
個
の
獣
形
は
向
か
っ
て
右
を
向
き
、
頭
部
を
横
位
と
す
る
。

「
天
王
日
月
」
の
四
一
吉
句
を
用
い
る
ば
あ
い
は
、

式

字
ず
つ
に
分
離
し
て
方
格
に
収
め
る
。
乳
は
内
行
花
文
乳
が
多
く
、
乳
座
は
挟
文
圏
座
、
鉦
座
は
有
節
J

一
由
一
一
弧
文
悶
座
。

J2 

型

二
神
二
獣
鏡
。
二
個
の
獣
形
は
向
か
っ
て
左
を
向
き
、
頭
部
を
体
向
と
逆
向
し
た
側
面
形
と
す
る
。
傘
松
形
を
用
い
な
い
。
七
言
句

式

に
よ
る
長
文
の
銘
帝
を
も
ち
、
銘
帯
の
断
面
を
蒲
鉾
形
に
作
る
。
乳
は
挟
文
圏
座
乳
、
銀
座
は
珠
文
円
圏
座
。

K1 

型

三
神
三
獣
鏡
。
コ
一
個
の
獣
形
は
い
ず
れ
も
向
か
っ
て
右
を
向
く
。
傘
松
形
を
用
い
な
い
が
、
松
盛
形
を
用
い
た
も
の
が
ま
れ
に
あ
る
。

式

「
天
王
日
月
」
ま
た
は
「
日
日
日
全
」
の
四
字
を
一
個
の
方
格
に
収
め
て
用
い
る
も
の
が
あ
る
。
文
様
帯
と
し
て
波
文
帯
を
用
い
る
も
の
は
、
外
区
内

側
斜
面
に
装
飾
な
し
。
乳
は
涙
文
閤
座
ま
た
は
円
圏
座
乳
、
銀
座
は
有
節
重
弧
文
圏
座
ま
た
は
円
閤
座
。

区

型

式

三
神
三
獣
鏡
。
一
二
個
の
獣
形
は
い
ず
れ
も
向
か
っ
て
左
を
向
く
。
傘
松
形
を
用
い
な
い
。
文
様
帯
と
し
て
波
文
帯
を
用
い
る
も
の
は
、

外
区
内
側
斜
面
に
装
飾
な
し
。
乳
は
車
輪
圏
座
乳
、
銀
座
は
有
節
重
弧
文
圏
座
。

L1 

型

式

一
個
は
左
を
向
く
。
傘
松
形
を
用
い
る
こ
と
は
す
く
な
い
が
博
山
炉
形
を
用

三
神
三
獣
鏡
。
獣
形
の
二
個
は
向
か
っ
て
右
を
向
き
、



文
間
座
ま
た
は
鋸
歯
文
珠
文
門
閥
座
。

い
た
も
の
が
あ
る
。
文
様
帯
と
し
て
波
文
帯
を
用
い
る
も
の
は
、
外
区
内
側
斜
面
に
装
飾
な
し
。
乳
は
素
乳
ま
た
は
振
文
圏
座
乳
、
紐
座
は
有
節
重
弧

L2 

式

三
神
一
ニ
獣
鏡
。
獣
形
の
二
個
は
向
か
っ
て
左
を
向
き
、

る
。
文
様
舟
と
し
て
波
文
帯
を
用
い
る
も
の
は
、
外
区
内
側
斜
面
に
装
飾
な
し
。
乳
は
採
文
閤
臨
ま
た
は
車
輪
圏
座
乳
、
釦
座
は
円
間
座
ま
た
は
有
節

一
個
は
右
を
向
く
。
傘
松
形
を
用
い
な
い
が
、
松
盛
形
を
用
い
た
も
の
が
あ

型

重
弧
文
閤
庫
。

M 

盟

式

一
一
一
神
二
獣
博
山
炉
鏡
。

一
つ
の
獣
形
区
は
獣
形
に
か
え
て
博
山
炉
形
を
用
い
る
。
二
個
の
獣
形
は
向
か
っ
て
右
を
向
く
。
松
誌
形
を

式

一
一
神
二
獣
博
山
炉
鏡
。

博
山
炉
形
に
似
た
表
現
と
す
る
。
文
様
帯
に
波
文
帯
を
用
い
、
外
区
内
側
斜
面
に
装
飾
な
し
。
乳
は
車
輪
閤
座
乳
、
紐
座
は
鋸
樹
文
閥
座
。

一
つ
の
獣
形
区
は
獣
形
に
か
え
て
博
山
炉
形
を
用
い
る
。
二
個
の
獣
形
は
異
方
向
を
向
く
。
松
強
形
を
博
山

M' 

盟

炉
形
に
似
た
表
現
と
す
る
。
文
様
帯
に
波
文
帯
を
用
い
、
外
区
内
側
斜
面
に
装
飾
な
し
。
乳
は
車
輪
閤
の
不
完
全
な
表
現
と
見
る
べ
き
乳
座
を
も
ち
、

釦
座
は
有
節
重
弧
文
閤
庖
。

x 

製

式

神
獣
車
馬
鏡
そ
の
他
。
内
区
は
四
区
画
と
六
区
固
と
の
両
者
に
わ
た
り
、
内
区
の
主
文
は
、
神
像
・
獣
形
の
ほ
か
に
馬
車
・
山
形
な

ど
を
併
用
す
る
こ
と
が
多
い
。
獣
形
の
頭
部
は
横
位
を
多
く
用
い
る
。
銘
帯
の
各
字
問
に
小
乳
を
挿
入
す
る
こ
と
を
特
徴
と
す
る
。
陳
氏
作
鏡
が
多
く
、

吾
作
鏡
は
稀
例
で
あ
る
。
外
区
内
側
斜
面
に
装
飾
な
し
。
乳
は
挟
文
閤
座
乳
が
多
く
、
釦
座
は
有
節
重
弧
文
閤
座
ま
た
は
珠
文
円
閤
腔
。

注
①
一
一
一
角
縁
神
獣
鏡
を
中
国
鏡
と
仇
製
鋭
と
に
区
別
す
る
基
準
は
、
か
な
ら
ず
し
も
確

立
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
本
稿
で
中
国
鏡
と
し
て
と
り
あ
っ
か
っ
た
鏡
の
う
ち

に
は
、
先
学
が
仇
製
鏡
と
し
て
報
告
し
た
も
の
を
ふ
く
ん
で
い
る
。
ま
た
、
一
一
一
角
縁

神
獣
鏡
の
う
ち
に
中
国
出
土
例
の
な
い
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
そ
の
中
国
鏡
で
あ
る

こ
と
を
全
面
的
に
疑
う
見
解
も
あ
る
が
、
同
意
し
が
た
い
。
三
角
縁
神
獣
鏡
に
中
国

鏡
の
あ
る
こ
と
は
厳
然
た
る
事
実
で
あ
る
か
ら
、
か
り
に
そ
の
範
囲
を
縮
小
し
よ
う

と
す
る
な
ら
ば
ま
ず
本
稿
で
お
こ
な
っ
た
よ
う
な
ま
の
細
ぽ
い
も
と
づ
い
て
発

一
一
一
隠
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

①
複
像
式
鋭
と
単
像
式
鏡
と
の
区
別
は
、
小
林
行
雄
「
初
期
大
和
政
権
の
勢
力
闘
」

ハ
明
史
林
』
第
四

O
巻
第
四
号
、
昭
和
三
二
年
)
に
お
い
て
提
唱
し
た
も
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
こ
れ
よ
り
さ
き
に
、
小
林
行
雄
「
向
指
鏡
論
再
考
」
(
円
上
代
文
化
h

第
二

七
輯
、
昭
和
三
二
年
〉
に
お
い
て
こ
の
用
語
を
使
用
し
た
。

③
著
者
の
使
用
す
る
同
箔
鏡
番
号
は
、
同
箔
鏑
の
新
資
料
を
発
見
す
る
た
び
に
変
更

し
て
き
た
。
出
版
物
に
公
表
し
た
も
の
で
は
、
日
本
経
済
新
聞
社
編
『
日
本
の
あ
け

ぼ
の
展
』
、
昭
和
四
一
ニ
年
〉
一

O
六
頁
に
掲
げ
た
昭
和
四
三
年
三
月
作
成
の
も
の
が

一五



も
っ
と
も
新
し
く
、
中
国
鏡
三
八
種
の
分
有
関
係
を
表
示
し
て
あ
ず
o

た
だ
し
、
今

回
の
番
号
改
訂
は
、
昭
和
四
五
年
作
成
の
原
表
に
つ
い
て
お
こ
な
っ
た
。

@
同
箔
鏡
目
録
に
は
、
同
箔
鏡
出
土
古
墳
名
の
み
で
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
同
箔
鏡
の

写
真
を
掲
載
し
た
文
献
を
明
記
し
た
。
た
だ
し
、
文
献
は
発
表
の
先
後
に
か
か
わ
ら

ず
、
写
真
の
明
瞭
な
も
の
を
採
用
し
た
。
こ
の
種
類
の
目
録
は
、
京
都
府
棒
井
大
塚

山
古
墳
出
土
鏡
の
み
に
つ
い
て
作
成
し
た
も
の
を
、
小
林
行
雄
『
古
墳
時
代
の
研

究
』
(
昭
和
一
一
一
六
年
)
一
四
七
l

一
五

O
頁
に
発
表
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
中
国
製

の
同
箔
三
角
縁
神
獣
鏡
全
般
に
わ
た
る
も
の
は
、
は
じ
め
て
発
表
す
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
な
お
、
旧
日
録
の
誤
り
を
訂
正
し
た
。

①
梅
原
末
治
「
印
南
部
北
浜
村
大
字
牛
谷
発
見
の
古
鏡
」
(
「
兵
庫
県
史
蹟
名
勝
天
然

紀
念
物
調
査
報
告
書
』
第
二
輯
、
大
正
一
四
年
)
第
二
九
図
版
。

⑤
山
川
七
左
衛
門
編
『
梅
仙
居
蔵
日
本
出
土
漢
式
鏡
凶
集
』
(
大
正
一
二
年
)
図
版

第一ニ。

⑦
東
京
国
立
博
物
館
編
『
日
本
考
古
展
図
録
』
(
昭
和
四
五
年
)
一

O
O頁
下
図
。

①
『
奈
良
市
史
(
考
古
編
)
』
(
昭
和
四
三
年
)
悶
版
二
一
一
。

⑨
後
藤
守
一
『
古
鏡
来
英
(
上
篇
)
』
(
昭
和
一
七
年
)
図
版
第
六
一

5
0
付
図
二
五

⑪
楢
崎
彰
一
写
真
に
よ
る
。

⑪
山
川
七
左
衛
門
編
『
梅
仙
居
蔵
日
本
出
土
決
式
鏡
凶
集
』
(
大
正
一
二
年
)
図
版

第
五
。
付
図
ニ
六

@
後
藤
守
一
『
古
鏡
緊
英
(
上
篇
)
』
(
昭
和
一
七
年
)
図
版
第
六
コ
玄
。
付
図
ニ
八

@
佐
々
木
謙
編
『
馬
山
古
墳
群
』
(
『
佐
々
木
古
代
文
化
研
究
室
記
録
』
第
二
、
昭
和

三
七
年
)
図
版
一
一
泊
。
付
図
四
八

@
山
川
七
左
衛
門
編
『
梅
仙
居
蔵
日
本
出
土
漢
式
鏡
図
集
』
(
大
正
一
二
年
)
図
版

第
四
。鎌
木
義
昌
写
真
に
よ
る
。

東
京
国
立
博
物
館
編
『
日
本
考
古
展
図
録
』
〈
昭
和
四
五
年
)
一

O
五
頁
図
。

梅
原
木
治
『
椿
井
大
塚
山
古
墳
』
(
昭
和
三
九
年
)
図
版
第
二
ハ
上
。

梅
原
末
治
『
佐
味
田
及
新
山
古
墳
研
究
』
(
大
正
一

O
年
)
国
版
第
六
件
。
た
だ

⑮⑪⑮⑬  

一
五
二

し
全
文
を
判
読
で
き
な
い
の
で
字
数
は
推
定
に
よ
る
。

⑬
後
藤
守
一
・
内
藤
政
光
・
高
橋
勇
『
静
岡
県
磐
田
郡
松
林
山
古
墳
発
掘
調
査
報
告
』

(
昭
和
一
四
年
)
図
版
第
一
四
付
。
本
鏡
は
釦
を
蛙
形
に
つ
く
り
、
外
区
の
波
文
帯

を
獣
文
帯
に
か
え
る
な
ど
、
特
殊
な
表
現
が
多
い
。
な
お
、
二
個
の
神
像
の
う
ち
三

山
冠
を
か
ぶ
る
も
の
に
は
「
王
父
」
、
渦
状
冠
を
か
ぶ
る
も
の
に
は
「
王
母
」
の
二

字
を
、
そ
れ
ぞ
れ
右
上
部
に
鋳
出
し
て
い
る
。

@
七
一
一
一
一
口
句
に
よ
る
鏡
銘
の
ほ
か
に
、
四
一
一
一
日
句
を
一
宇
ず
つ
に
分
離
し
て
方
格
に
お
さ

め
、
銘
帯
中
に
挿
入
し
た
鏡
の
ば
あ
い
に
は
、
方
格
の
前
後
に
小
乳
を
省
略
す
る
こ

と
が
あ
る
の
で
、
小
乳
の
個
数
と
字
数
と
が
一
致
し
な
い
。
大
阪
府
柏
原
市
同
分
茶

臼
山
古
墳
銃
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。
後
藤
守
一
『
古
鏡
緊
英
(
上
篇
)
』
(
昭
和
一
七

年
)
図
版
第
六
四
5
0

@
た
だ
し
、
銘
帯
に
小
乳
を
挿
入
し
た
も
の
に
も
、
大
阪
府
柏
原
市
国
分
茶
臼
山
古

墳
出
土
鏡
の
ご
と
く
、
「
吾
作
明
党
真
大
好
」
云
々
の
銘
を
も
つ
も
の
が
あ
る
。

@
『
泉
屋
清
賞
』
鑑
鋭
部
第
一
間
(
大
正
二
年
)
第
二
五
図
。

⑫
梅
原
末
治
『
佐
味
田
及
新
山
古
墳
研
究
』
(
大
正
一

O
年
)
図
版
第
七
付
。

@
柏
倉
亮
士
口
『
滋
賀
県
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
概
要
』
(
昭
和
二
年
)
図
版
第
一

三
下
。

@
後
藤
守
一
『
古
鏡
棄
英
(
上
篇
)
』
(
昭
和
一
七
年
)
図
版
第
五
五
2
0

@
後
藤
守
一
『
古
鏡
来
英
(
上
篇
)
』
(
昭
和
一
七
年
)
図
版
第
五
五
1
0

@
山
口
県
下
松
市
宮
洲
古
墳
出
土
の
三
角
縁
を
も
っ
玉
氏
作
竜
虎
鏡
に
、
外
区
の
文

様
帯
と
し
て
鋸
歯
文
二
帯
の
構
成
を
用
い
た
も
の
が
あ
る
。
後
藤
守
一
円
古
鋭
紫
英

(
上
篇
)
』
(
昭
和
一
七
年
)
図
版
第
三
七
6
0

@
梅
原
末
治
『
椿
井
大
塚
山
古
墳
』
(
昭
和
三
九
年
)
図
版
第
二
二
。

@
梅
原
末
治
『
近
畿
地
方
古
墳
墓
の
調
査
(
三
)
』
(
司
日
本
古
文
化
研
究
所
報
告
h

第

九
、
昭
和
二
一
一
年
)
図
版
第
四
二
け
。

@
山
陽
新
聞
社
編
『
邪
馬
台
国
と
吉
備
の
国
展
』
(
昭
和
四
四
年
)
四
六
頁
図
。

@
奈
良
県
新
山
古
墳
出
土
の
只
型
式
鏡
に
、
同
じ
く
「
天
王
」
七
個
、
「
日
月
」
一

個
を
獣
文
帯
中
に
内
向
し
て
挿
入
し
た
も
の
が
あ
る
。
た
だ
し
獣
文
帯
の
図
形
は
外



向
す
る
。
後
藤
守
一
『
古
鏡
緊
英
(
上
篇
)
』
(
昭
和
一
七
年
)
図
版
第
五
七
4
。

@
日
本
経
済
新
聞
社
編
『
日
本
の
あ
け
ぼ
の
展
』
〈
昭
和
四
三
年
)
三
九
頁
上
図
。

付
図
八

⑩
東
京
国
立
博
物
館
編
『
日
本
考
古
展
目
録
』
(
昭
和
四
四
年
)
七
六
頁
右
上
図
。

@
山
口
県
宮
洲
古
墳
出
土
の
王
氏
作
竜
虎
鏡
は
、
内
側
の
文
様
帯
に
櫛
歯
文
帯
を
用

い
ず
珠
文
帯
に
か
え
て
い
る
。
こ
の
鏡
に
は
波
文
帯
が
な
く
、
「
王
氏
作
克
四
夷
服
、

多
賀
国
家
人
民
息
、
胡
溝
珍
戚
天
下
復
、
風
雨
時
節
五
穀
執
、
長
保
二
親
得
天
力
」

の
一
一
一
五
字
の
鏡
銘
を
布
廻
り
に
鋳
出
し
た
銘
帯
が
あ
る
。
そ
の
銘
帯
が
蒲
鉾
形
に
ふ

く
ら
ん
だ
特
殊
な
断
面
を
も
つ
こ
と
は
、
同
箔
鏡
却
と
共
通
す
る
特
徴
で
あ
り
、
そ

の
鈍
が
銘
帯
の
内
外
両
側
に
櫛
歯
文
帯
を
用
い
て
い
る
の
で
、
官
洲
鏡
の
珠
文
帯
が

櫛
歯
文
帯
の
代
用
で
あ
る
こ
と
を
推
察
で
き
る
の
で
あ
る
。
注
@
参
照

@
小
林
一
行
雄
『
古
墳
時
代
の
研
究
』
〈
昭
和
一
一
一
六
年
)
口
絵
却
。

ゆ
人
頭
竜
身
の
副
神
像
は
、
呉
の
半
円
方
格
帯
神
獣
鏡
に
例
を
見
る
も
の
で
あ
る
。

補

記

@
獣
形
の
頭
部
を
正
面
か
ら
見
た
形
に
表
現
す
る
こ
と
は
、
竜
虎
銃
に
お
い
て
、
口

を
聞
く
姿
は
側
面
形
で
あ
ら
わ
し
な
が
ら
、
鼻
梁
の
左
右
に
両
眼
を
示
す
点
で
は
正

面
形
と
も
い
え
る
表
現
を
用
い
て
い
る
こ
と
と
、
あ
る
い
は
相
関
関
係
を
も
つ
も
の

か
と
考
え
て
い
る
。

⑩
注
⑪
に
あ
げ
た
奈
良
県
新
山
古
墳
出
土
の
只
型
式
鏡
も
ま
た
、
傘
松
形
に
よ
っ
て

二
分
し
た
各
二
区
に
お
い
て
、
一
一
個
の
獣
形
が
対
向
す
る
例
で
あ
る
。

⑩
そ
の
ほ
か
、

H
・
町
両
型
式
に
属
す
る
三
鏡
の
う
ち
、
文
様
帯
と
し
て
波
文
帯
を

用
い
る
二
鏡
も
ま
た
、
外
区
内
側
斜
面
に
鋸
歯
文
を
使
用
し
て
い
な
い
。

@
D
型
式
の
二
例
は
、
補
岡
県
石
塚
山
古
墳
出
土
の
日
・
月
・
獣
文
帯
四
神
山
獣
鏡

(
付
図
八
)
と
、
群
馬
県
前
橋
天
神
山
古
墳
出
土
の
獣
文
帯
凶
神
四
獣
鏡
と
で
あ
る
。

前
橋
天
神
山
鏡
は
東
京
国
立
博
物
館
編
『
日
本
考
古
展
図
録
』
(
昭
和
四
五
年
〉
一

O
一
頁
下
図
参
照
。

補
1 

D
型
式

本
稿
提
出
後
に
検
出
し
た
同
箔
鏡
二
種
を
、
校
正
に
あ
た
り
余
白
を
利
用
し
て
補
足
し
て
お
く
。

口
口
口
口
・
獣
文
帯
四
神
四
獣
鏡
(
中
間
式
〉

〔銘〕

「
口
口
口
口
」
四
個
所
。
方
格
内
を
十
字
に
区
画
し
て
四
言
句
を
お
さ
め
る
が
判
読
で
き
な
い
。

〈
昭
和
四
四
年
〉
図
版
第
二
六
。

〔
問
箔
錬
〕
宮
崎
県
児
湯
郡
高
鍋
町
持
田
第
四
八
号
墳
(
推
定
〉
。
梅
原
末
治
『
持
田
古
墳
群
』

補
2 

王
氏
作
徐
州
銘
四
神
四
獣
鏡
(
単
像
式
)

σ型
式

群
馬
県
前
橋
市
後
閑
町
天
神
山
古
墳
。
東
京
国
立
博
物
館
踊
『
日
本
考
古
展
図
録
』
〈
昭
和
四
五
年
〉
一

O
一
頁
下
図
。

〔銘〕

「
王
氏
作
寛
甚
大
明
、
同
出
徐
州
刻
鍾
成
、
師
子
僻
邪
焼
其
嬰
、
仙
ム
執
節
坐
中
庭
、
取
者
大
古
楽
未
央
」
ハ
左
廻
〉

〔
同
箔
錦
〕
滋
賀
県
野
洲
郡
野
洲
町
富
波
古
宮
波
山
古
墳
。
梅
原
末
治
編
『
欧
米
蒐
儲
支
那
古
銅
精
華

鏡
鑑
部
二
』
(
昭
和
八
年
)
図
版
一

O
一一一。

一
五
三



一
五
四

フ
リ
ア
美
術
館
蔵
。
榔
原
末
治
編
『
欧
米
蒐
儲
支
那
古
銅
精
華

鏡
鑑
部
二
』
(
昭
和
八
年
〉
図
版
一

O
二。

た
だ
し
古
富
波
山
古
墳
鏡
銘
は
従
来
は
「
王
氏
作
寛
甚
大
好
」
と
判
読
さ
れ
て
き
た
。
い
ま
、
あ
え
て
そ
れ
を
改
め
た
の
は
、
早
く
か
ら
そ
の
文
字

を
「
明
」
と
読
ん
で
い
た
人
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
り
え
た
か
ら
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
三
角
縁
神
獣
鏡
の
型
式
分
類
に
あ
た
っ
て
、
本
鏡
の
一
不

す
一
型
式
を
加
算
し
な
か
っ
た
こ
と
は
手
落
ち
で
あ
っ
た
。
と
り
あ
え
ず
、
こ
れ
を

σ型
式
と
し
て
補
足
す
る
が
、
他
目
、
改
訂
の
機
会
を
え
た
と
き

に
は
、
こ
の
ほ
う
を
新

G
型
式
と
し
、
本
稿
の

G
型
式
を
新
U
型
式
と
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
そ
の
理
由
は
民
・
九
両
型
式
と
の
関
係
に
よ
る
も
の
で

あ
る
。
す
な
わ
ち

G
型
式
と
九
型
式
と
が
、
四
区
の
う
ち
の
二
区
に
お
い
て
神
像
・
獣
形
の
位
置
・
体
向
を
同
じ
く
す
る
よ
う
に
、

σ型
式
は
民
型
式

と
の
あ
い
だ
に
同
様
な
関
係
を
も
つ
か
ら
で
あ
る
。

な
お
本
鏡
は
、
鏡
銘
の
う
ち
に
「
同
出
徐
州
」
の
四
字
を
ふ
く
む
が
、

C
型
式
そ
の
他
の
四
言
句
か
ら
な
る
徐
州
銘
鏡
と
ち
が
っ
て
、
七
言
句
を
用

い
て
い
る
。
ま
た
、
外
区
内
側
斜
面
に
鋸
歯
文
を
使
用
す
る
点
で
も
、

C
型
式
と
相
違
す
る
の
み
で
な
く
、

G
型
式
と
も
趣
を
異
に
す
る
。
他
の
型
式

に
準
じ
て
、
そ
の
特
色
を
あ
げ
て
お
く
。

G' 

型

式

単
像
式
四
神
四
獣
鏡
。
四
区
と
も
向
か
っ
て
右
に
神
像
を
、

左
に
獣
形
を
お
く
。

四
個
の
獣
形
は
す
べ
て
向
か
っ
て
右
を
向
く
。

七

言
句
に
よ
る
長
文
の
銘
帯
を
も
っ
某
氏
作
鏡
。
乳
は
素
乳
、
釦
座
は
有
節
重
弧
文
圏
座
。



6
陳
氏
作
神
獣
車
馬
鏡

X
型
式

(
岡
山
湯
迫
車
塚
古
墳
出
土
・
三
木
文
雄
写
真
)

7
陳
氏
作
神
獣
車
馬
鏡

X
型
式

(
岡
山
湯
迫
車
塚
古
墳
出
土
・
鎌
木
義
昌
写
真
〉

一
8
陳
是
作
四
神
二
獣
鏡

X
型
式

(
岡
山
湯
迫
車
塚
古
墳
出
土
・
一
ニ
木
文
雄
写
真
)

一
五
五



回

9
新
作
徐
州
銘
四
神
四
獣
鏡

C
型
式

(
岡
山
湯
迫
車
塚
古
墳
出
土
・
一
二
木
文
雄
写
真
)

互三

m張
氏
作
三
神
五
獣
鏡

B
型
式

(
京
都
椿
井
大
塚
山
古
墳
出
土
)

一
五
六

フ守

日
吾
作
三
神
五
獣
鏡

B
型
式〈

京
都
椿
井
大
塚
山
古
墳
出
土
)



士三

ロ
吾
作
三
神
五
獣
鏡

B
型
式

(
京
都
椿
井
大
塚
山
古
墳
出
土
)

^ 

日
・
月
・
獣
文
帯
四
神
四
獣
鏡

D
型
式

(
福
岡
石
塚
山
古
墳
出
土
・
樋
口
隆
康
写
真
〉

:tt.. 

日
吾
作
四
神
四
獣
鏡

E 
型
式

ハ
奈
良
新
山
古
墳
出
土
・
『
佐
味
田
及
新
山
古
墳
研
究
』、J

一
五
七



Cコ

M
吾
作
四
神
四
獣
鏡

A
型
式

(
広
島
中
小
田
古
墳
出
土
・
潮
見
浩
写
真
〉

日
吾
作
徐
州
銘
四
神
四
獣
鏡

A
型
式

(
京
都
椿
井
大
塚
山
古
墳
出
土
〉

一
五
八

日
唐
草
文
帯
四
神
四
獣
鏡

A
型
式

(
京
都
久
津
川
車
塚
古
墳
出
土
・
吋
久
津
川
古
墳
研
究
』
)



口
櫛
歯
文
帯
四
神
四
獣
鏡

A
型
式

(
京
都
椿
井
大
塚
山
古
墳
出
土
〉

匹目

日
獣
文
帯
五
神
四
獣
鏡

A
型
式

ハ
岡
山
湯
迫
車
塚
古
墳
出
土
・
一
ニ
木
文
雄
写
真
)

三五

四
天
王
日
月
・
唐
草
文
帯
四
神
四
獣
鏡

A
型
式

(
奈
良
佐
味
田
古
墳
出
土
・
『
古
鏡
豪
英
h

〉

一
五
九



プミZ

却
天
王
日
月
・
獣
文
帯
四
神
四
獣
鏡

A
型
式

(
京
都
椿
井
大
塚
山
古
墳
出
土
)

一
七
幻
天
王
日
月
・
獣
文
帯
四
神
四
獣
鏡

R
型
式

(
京
都
椿
井
大
塚
山
古
墳
出
土
)

一
六
O

ノ"

m
天
王
・
日
月
・
獣
文
帯
四
神
四
獣
鏡

民
型
式

(
京
都
椿
井
大
塚
山
古
墳
出
土
)



アL

m
天
王
・
日
月
・
獣
文
帯
四
神
四
獣
鏡

九
型
式

〈
福
岡
石
塚
山
古
墳
出
土
・
樋
口
隆
康
写
真
)

Cコ

M
天
王
・
日
月
・
獣
文
帯
四
神
四
獣
鏡

九
担
式

(
岡
山
湯
迫
車
塚
古
墳
出
土
・
一
一
一
木
文
雄
写
真
〉

お
天
王
・
日
月
・
獣
文
帯
四
神
四
獣
鏡

れ
型
式

(
京
都
椿
井
大
塚
山
古
墳
出
土
〉

一六



部
日
月
日
日
・
唐
草
文
帯
四
神
四
獣
鏡

九
型
式

(
静
岡
経
塚
古
墳
出
土
・
樋
口
隆
康
写
真
〉

一
幻
天
王
日
月
・
鋸
歯
文
帯
四
神
四
獣
鏡

G
型
式

(
大
分
赤
塚
古
墳
出
土
)

一六

IZB 

お
天
王
日
月
・
獣
文
帯
四
神
四
獣
鏡

G
型
式

(
京
都
椿
井
大
塚
山
古
墳
出
土
)



陳
氏
作
四
神
二
獣
鏡

H
型
式

(
滋
賀
古
富
波
山
古
墳
出
土
・
『
古
鏡
兼
英
』
)

ニ
六
波
文
帯
四
神
二
獣
鏡

町
型
式

〈
伝
熊
本
八
代
都
出
土
・
『
梅
仙
居
蔵
日
本
出
土
漢
式
鏡
図
録
』
)

一
一
七
泊
唐
草
文
帯
三
神
二
獣
鏡

I
型
式

(
兵
庫
日
岡
東
車
塚
古
墳
出
土
)

一六一



.r¥. 

三
神
二
獣
鏡

r型
式

(
奈
良
鏡
作
神
社
蔵
)

ブ1..

却
唐
草
文
帯
二
神
二
獣
鏡

L
型
式〆句、

大
分
赤
塚
古
墳
出
土
)

一
六
四

Cコ

剖
天
・
王
・
日
・
月
・
獣
文
帯
二
神
二
獣
鏡

L
型
式

(
福
岡
沖
ノ
島
一

八
号
遺
跡
出
土
・
『
続
沖
ノ
色
巴
)



担
天
・
王
・
日
・
月
・
獣
文
帯
二
神
二
獣
鏡

L
型
式

(
京
都
椿
井
大
塚
山
古
墳
出
土
)

犯
天
・
王
・
日
・
月
・
唐
草
文
帯
二
神
二
獣
鏡

L
型
式

(
京
都
南
原
古
墳
出
土
・
『
京
都
府
報
告
』
)

喜
一
例
天
・
王
・
日
・
月
・
獣
文
帯
二
神
二
獣
鏡

L
型
式

(
奈
良
金
崎
古
墳
出
土
・
『
古
鏡
緊
英
』
)

一
六
五



区司

お
尚
方
作
二
神
二
獣
鏡

ん
型
式

(
奈
良
新
山
古
墳
出
土
・
『
古
鏡
緊
英
』
)

ヨヨ己

路
長
・
宜
・
子
・
孫
・
獣
文
帯
三
神
三
獣
鏡

九
型
式

(
大
阪
紫
金
山
古
墳
出
土
)

一
六
六

フ且〈

釘
君
・
宜
・
高
・
官
・
獣
文
帯
三
神
三
獣
鏡

九
型
式

(
京
都
南
原
古
墳
出
土
・
『
京
都
府
報
告
』
)



一品七

拘
天
王
日
月
・
獣
文
帯
一
一
一
神
三
獣
鏡

凡
型
式

(
大
分
赤
塚
古
墳
出
土
〉

^ 

拘
天
王
日
月
・
獣
文
帯
三
神
三
獣
鏡

九
型
式

(
大
分
赤
啄
古
墳
出
土
〉

アL

組
問
君
・
宜
・
官
・
獣
文

し
“
型
式

帯
三
神
一
ニ
獣
鏡

(
奈
良
佐
味
田
古
墳
出
土
・
『
佐
味
田
及
新
山
古
墳
研
究
』
〉

一
六
七



E耳
Cニコ

H
H

天
・
王
・
日
・
月
・
獣
文
帯
三
神
三
獣
鏡

L
型
式

(
福
岡
原
口
古
墳
出
土
)

lZ:lヨ

位
日
・
月
・
獣
文
帯
三
神
三
獣
鏡

L
型
式

(
静
岡
寺
谷
銚
子
塚
古
墳
出
土
・
『
古
鏡
緊
英
』
)

一
六
八

JZ:<I 

川
崎
獣
文
帯
三
神
三
獣
鏡

九
型
式

(
大
阪
真
名
井
古
墳
出
土
・
『
河
内
に
お
け
る
古
墳
の
調
査
』
)



同一一一

制
波
文
帯
一
一
一
神
三
獣
鏡

凡
型
式

(
大
分
亀
甲
古
墳
出
土
・
『
古
鏡
緊
英
』
)

区耳
区耳

日
制
波
文
帯
三
神
三
獣
鏡

ぬ
型
式

〈
兵
庫
一
一
一
ツ
塚
古
墳
出
土
・
『
兵
庫
県
報
告
』
〉

四
五

必
波
文
帯
三
神
三
獣
鏡

し
“
型
式

ハ
岐
阜
長
塚
古
墳
出
土
)

一
六
九



四
六

訂
波
文
帯
三
神
三
獣
鏡

L
型
式

(
兵
庫
御
旅
山
古
墳
出
土
・
松
本
正
信
写
真
)

tz:g 
4二

川
町
波
文
帯
三
神
二
獣
博
山
炉
鏡

M
型
式

(
岐
阜
円
満
寺
山
古
墳
出
土
・
楢
崎
彰
一
写
真
)

一七

O

tz:g 
ノ1

波
文
帯
三
神
二
獣
博
山
炉
鏡

M
型
式

(
鳥
取
馬
ノ
山
古
墳
出
土
・
大
村
雅
夫
写
真
)


